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　　　　１




　会社の非常階段の踊おどり場で、那な波なみ上総かずさはつき合い始めて二週間ほどになる彼女、片かた野の真ま由ゆの表情をちらりと窺うかがった。

　一昨日のことは何も気にしていないと云いってはくれているけれど、漂ただよう空気は酷ひどく気まずく、態度もどことなくそっけないような気がする。

（……いたたまれない……）

　告白されてつき合うようになって以来、会社の始業前にこの人気のない非常階段で二人で会うのが日課になっているのだが、今日はいつものような甘い空気はなかった。

　多分───いや、確実に一昨日のデートが原因だろう。

　初めてのデートであんな失態を犯おかしてしまうなんて、カッコ悪いにもほどがある。云い訳を繰くり返せば繰り返すほど、情けなさで心が押し潰つぶされてしまいそうだ。

　できることなら一昨日に戻もどって、一から全すべてをやり直したい……なんてことを願っても、叶かなうわけもない。

　やってしまったことは取り戻せない。つまり、自分に残された道は、挽ばん回かいするためにがんばるか、諦あきらめて逃にげ出すかの二通りだけ。

　とりあえず上総は前者を選び、挽回する機会を探そうと思っているところだった。

（あーあ……。せっかくのチャンスだったのに）

　受付嬢じようの片野は、同どう僚りように人数合わせのために誘さそわれた社内合コンがきっかけで知り合った上総より三つ下の女の子だ。

　合コンのあと、彼女から積極的にアプローチをされ、出会って数日も経たたないうちに「もう、あたしの気持ちわかってるでしょ？」と云い出した片野に押し切られるような形でつき合い始めたのが約二週間前。

　上総としても弁当を作ってきてくれたりする片野の家庭的なところを好ましく思ってはいたし、社内のアイドル的な受付嬢の一人を彼女にできるのだから不満などまったくない。

　出会ってからつき合うまでのスパンが短すぎたせいで、恋れん愛あい感情として強く相手を『好きだ』と思う前につき合うことになったけれど、そんなことを差し引いても、片野は仕事が忙いそがしくて出会いもなかった上総にはむしろ恵めぐまれすぎているくらいの恋こい人びとだった。

　その彼女との初デートが、一昨日。

　本当なら、つき合い始めは毎日のように仕事のあとで一いつ緒しよに食事に行ったり、二人で寄り道をしたりなんかをするものなんだろうが、仕事が立て込んでしまい時間をまったく作ることができないまま、気づくと二週間が経っていた。

（もうちょっと早く時間を作れればよかったんだけど……）

　仕事より恋愛を優先したい気持ちは山々だけど、「大だい丈じよう夫ぶ。忙しいのはわかってるから。お仕事がんばって」と云ってくれた彼女に甘えてしまったのも事実だ。

　上総は、社内でも最も忙しいと云われる営業職に就ついている。

　夜はほぼ取引先との接待や、打ち合わせ。たまに何の予定も入っていないかと思えば、そういう日に限って、会議が長引いて終電ギリギリになってしまう。

　おまけに、平日の日中は他社に合わせて動いているぶん、新規企き画かくのプレゼン用の資料作りや準備などのための残業や休日出勤は欠かせない。週末も営業回りや出張が入ることが多々あるため、一ヶ月先の休日の予定も見えない有様なのだ。

　だから、迂う闊かつに会社が終わったら一緒に帰ろうなんて云って女の子を夜遅おそくまで待たせるわけにもいかないし、うっかり外で約束をしてもその場所に必ず時間通りに行ける自信もない。

　どうにか時間を捻ねん出しゆつできるのは朝だけなので、片野とは夜の約束ができない代わりに、朝の始業時間前の数分をこの非常階段で過ごしているというわけだ。

　毎晩遅くまでくたくたになって働いているのだから、できることなら朝はギリギリまで寝ねていたいのが本音だけれども、『彼女』のためならこれも仕方がないことだと上総は思っていた。

　本当なら片野も同僚たちと同じようなセオリー通りの社内恋愛を楽しみたいはずだろうに、忙しくて時間の取れない自分に呆あきれもせずにつき合ってくれている。

　見捨てずにいてくれることだけでもありがたいのだから、早起きくらいどうってことはない。

（───なのに、あんな失敗をするなんて……）

　片野に気づかれないように、上総は内心で大きなため息をつく。

　痛い失態を晒さらしてしまったのは、ようやくこぎ着けることができた一昨日の片野との念願の初デートでのことだった。

　ロマンチックな映画を見て（趣しゆ味みじゃないけれど、彼女のリクエストだし）、それからブランドショップで買い物をして（痛い出費だったけれど、彼女が喜んでくれたと思えば大したことはない）、予約をしておいた夜景の見える高級レストランで食事をして（慣れなくて戸と惑まどったけれど、ムードはあった）、ラストはもちろんホテル───。

「……っ」

　思い出すのも辛つらすぎる。あそこであんな情けないことになるなんて、誰が予想しただろう。

『ちょっと酔よっちゃったかも……』

　なんて云いながらしなだれかかられ、張り切ったところまではよかったものの、そんなやる気とはうらはらに、上総のあそこは少しも役に立たなかったのだ。

（カッコ悪すぎる……）

　彼女は『そういうときもあるわよね』と慰なぐさめてくれたけれど、眼まな差ざしにどこか冷たいものが混じっていたように思えてならなかった。

　決して彼女に魅み力りよくがないわけではない。むしろ自分にはもったいないくらい可愛かわいいと上総は思っている。だからはっきりとわかるのは、これは彼女のせいではなく、明らかに自分の問題だということだった。

「那波くん。一昨日は疲つかれてたのにごめんね？　やっと取れた休みだったのに、真由がわがまま云っちゃって……」

「う、うん。俺のほうこそごめん。先週、接待続きでちょっと調子が悪かったのかな……あはは……」

　笑ってごまかすと、同情的な眼差しを向けられる。

「お仕事も大事だけど、あんまりお酒飲みすぎないようにしてね。体壊こわしたら大変じゃない」

「ありがと。これからは無理しないようにするよ」

　片野の心優やさしい言葉に、ジーンと胸が熱くなる。やっぱり、いい子だなぁと感激してると、云いにくそうにつけ加えられた。

「……でも、那波くん。その、次は大丈夫…よね？」

「へ？　あ、ああ！　うん！　平気平気！　一昨日が特別だっただけだって！」

　窺うような目つきで念を押されて大きく頷うなずいておいたけれど、本当のところは自信が持てなかった。彼女に対して隠かくしごとがあるのはよくないと思うけれど、どうしても告白できていないことが一つある。

（云えるわけないよなぁ……童どう貞ていなんて……）

　実は上総にとって、片野は初めての彼女。つまり───上総は童貞なのだ。

　いっそ年上の彼女なら、素す直なおにそれも白状できたかもしれない。けれど、片野は今年入社したばかりで、上総よりも三つも年下。

　さすがに男としてのプライドが先行してしまい、童貞だと白状することができず、上総は見み栄えを張ってしまった。

（どうして俺、この歳まで童貞なんだろう）

　背は高いほうではないが、顔はある程度のレベルには達していると云われるし、友人も多いほうだから性格に難があるわけではないはずだ。

　しかし高校まで男子校だった上に、大学のときも小さい頃ころからずっと続けていたサッカーにのめり込んでいたせいで、うっかり恋愛をするきっかけを逃のがし、結局は二十五歳になったいままで彼女がいたことがない。

　正直、そのことで深く悩なやんだことはないし、彼女ができないのは機会がないせいだと思っていたのだが、いざというときに役に立たなかったことはさすがに上総もショックだった。

　体の機能的に問題があるのか、それとも精神的なものなのか、はたまた性的嗜し好こうのせいなのか───考えれば考えるほど、気が重くなってくる。

（自分一人ですることはできるんだから、体の機能的な問題ってことはないかもしれないけれど、それはそれで不安だよな……）

「ねえ、本当に顔色悪くない？」

「そ、そうかな？」

「体調悪いなら早めに医務室に行ったほうがいいと思うけど……」

「医務室か……」

　以前、過労死認にん定ていをされた社員が出たことがあるため、この会社には内科の医師とカウンセラーが交代で来てくれる社員用の医務室が設置されている。

　体調は悪いけれど会社を休んで病院に行く時間のない社員が医務室の内科の医師に診みてもらったり、人間関係に悩んでいるという社員がカウンセラーを利用したりしているらしい。

「そういえば、医務室に臨時の先生が来てるの知ってる？」

「臨時の？　前の先生はどうしたんだ？」

「交通事故で骨折して、入院中なんだって。だから、週に何回かその先生の代わりの先生が来てるの」

「へえ、全然知らなかった」

「社内報に載のってたじゃない。でね、今度の先生は松まつ前まえ巽たつみ先生って云いってね、すっごいカッコいいの！　顔だけじゃなくて医師としても優ゆう秀しゆうらしくて、しかも派は遣けん元の病院の御おん曹ぞう司しなんだって！」

　頰ほおを紅潮させながら嬉き々きとして代理の医師のことを語る片野に、上総はついむっとしてしまう。ただの噂うわさ話ばなしとは云え、彼氏である自分の前で他ほかの男のことを褒ほめなくともいいだろうと思ってしまうのは心が狭せまいのかもしれない。

「そんなやつ信用できるのかよ」

「あ、ヤキモチやいてるんでしょう？」

　感情を隠しきれずに思わず拗すねた態度を取ると、すかさず片野にそう指し摘てきされた。

　自ら認めるのもムキになって否定するのも子供っぽい気がして黙だまり込んでいると、片野が体を寄せて可愛く上うわ目め遣づかいに見つめてくる。

「大丈夫。真由が好きなのは、那波くんだけだから」

「本当に？」

「本当だってば。真由は那波くんのことを心配して云ってるんだから。診てもらうなら、優秀なお医者さんのほうがいいじゃない。ね？　そうでしょ？」

　微笑ほほえみかけられるだけで機き嫌げんを直してしまうのも単純だとは思うけれど、こうして女の子に甘えた態度をされることに慣れていないせいか、つい気持ちが緩ゆるんでしまう。

「それじゃあ、時間ができたら行ってみるよ」

「診しん察さつしてもらったら、どうだったか教えてね。あ、やだ、もうこんな時間！　あたしもう着き替がえに行かなくちゃ！」

「そっか、じゃあ俺も部署に戻もどるよ」

「またね、那波くん」

　片野は笑え顔がおでそう云うと、ピンヒールを鳴らして階段を下り、足早に防火扉とびらから出ていった。

「……はぁ」

　踊おどり場に一人取り残された上総は、重くため息をつく。

　いままでだったら、もう仕事が始まる時間だから戻ろうと云い出すのは上総のほうで、片野は毎回まだ行きたくないと駄だ々だを捏こねていたけれど、今日はそれが噓うそだったかのようにあっさりと去っていってしまった。

　やはり、一昨日の一件が片野の中で尾おを引いているのだろうか？

「でも、変わったよな……」

　たかが二週間で何がわかるんだと思うかもしれないが、つき合い出した頃から微び妙みように片野の態度が変わってきている気がして仕方ないのだ。

　以前は毎日作ってきてくれていた弁当も、交際を始めてからはぱったりと途と絶だえてしまったことも気になるし、極きわめつきは一昨日の失敗に対してのあの態度だ。

　一応気き遣づかってくれてはいたけれど、心なしか態度に棘とげがあったような気がしてならない。

（いやいや、まさかそんなわけないよな。俺の考えすぎだって）

「片野はいい子だし、大だい丈じよう夫ぶだよな」

　口に出してそう自分に云い聞かせてみるけれど、湧わき上がる不安はそう簡単には払ふつ拭しよくできない。おまけに、追い打ちをかけるような初体験での失敗だ。

　二十五歳にして童貞というコンプレックスを隠し続けているだけでもキツイのに、これではしばらく立ち直れそうにないと上総は思った。

「何がいけなかったんだろ……」

「───俺が診てやろうか？」

「っ！」

　突とつ然ぜんの問いかけに、上総は心臓が飛び出そうなほど驚おどろいてしまう。

　反射的に振ふり返った上総の目に映ったのは、階段の上で手て摺すりに寄りかかっているスーツを着た背の高い男だった。

「なっ、何なんだよ、あんた!?」

　見た感じだと自分よりも年上に見えるが、こちらを見下ろしている顔に見覚えはなかった。

　完かん璧ぺきに整った彫ほりの深い精せい悍かんな顔立ちに、ブランド物らしきスーツを着こなすバランスの取れたがっしりとした体格。

　こんな男前なら、社内で女子社員の噂の的になっていてもおかしくはないはずだ。上総が知らないということは、派遣社員か社外の関係者だろうか？

　上総が必死に考えを巡めぐらせていると、その男はさらにとんでもないことを云い出した。

「セックスで勃たたなかったんだろ？」

「立ち聞きしてたのかよ…っ!?」

　隠かくしもしない明け透すけな云い方に、上総は顔を真っ赤にしながら抵てい抗こうする。とにかくできるなら、これ以上この男の口を開かせたくないと思った───が、上総の願いはすぐに打ち砕くだかれてしまう。

「仕方ないだろう。聞きたくなくても聞こえてきたんだから。俺は屋上に煙草たばこを吸いに行ってただけだ。早く部屋に戻りたかったが、邪じや魔ましちゃ悪いだろうと思ったから、こうして終わるのを待っててやったんじゃねぇか」

「う……」

　偉えらそうに云い返され、上総は言葉に詰つまってしまう。

　男の尊大な態度は腹立たしいが、非常階段は公共のものだ。使用頻ひん度どは低いけれど、誰も使わないという保証はない。とにかくさっさと引き上げて、仕事に向かおう。これ以上、余計な心労を増やしてなるものかと思って、上総は一応、自分の非を認め謝った。

「通り道を塞ふさいでて悪かったな。次から気をつけるよ」

　むやみに偉そうな人間は苦手だ。あまり係わり合いになりたくない。そう思って、ここから去ろうとした途と端たん、男は上総の感情を逆さか撫なでするようなことを云ってきたのだ。

「次に逢あい引きするなら、もっとマシなところ行けよ。毎回毎回、金のない中学生でもあるまいし」

「うるさいな！　あんたには関係ないだろ。……って、毎回ってなんだよ!?」

「毎日毎日そこでいちゃついてるじゃねぇか。朝っぱらから、よくやるよな」

「なっ……」

（何で見てるんだよ！）

「ここなら誰も来ないから」と、夜会えないぶん、仕事が始まる前にここで会いたいと云い出したのは彼女のほうだったが、まさか他人に見られているとは思わなかった。

　会社内は噂が回るのが早い。別につき合っていることが噂になるのは問題ないが、朝からこんなところで人目を忍しのんで会っているなんてことが噂になったら、何を云われるかわかったものじゃない。下へ手たすると、いかがわしいことをやっていたと勘かんぐられてしまうだろう。

　だから一応、人目を気にして下の階に注意を向けてはいたのだが、まさか自分たちより早い時間からここを使用している人がいるとは思ってもなかった。

　大丈夫だろうかと心配していると、男が低く笑いながら、ゆっくりと階段を下りてくる。

　その男の顔を認にん識しきした途端、上総は何な故ぜか目が離はなせなくなった。

（美形、ってこういうのを云うんだろうな……）

　頭の隅すみで、そんな場ば違ちがいな感想を抱いだく。カッコいいと云われるような男はそれなりにいるけれど、この男は別格だと上総は思った。

　浮うかべられている薄うす笑わらいも決して粗そ野やには見えず、階段を下りる動作は映画のワンシーンのようで腹立たしいほど様になっている。

「それにしてもあの女、先週とは偉い違いだな。一度勃たたなかったくらいで、もう愛あい想そ尽つかすとはな」

「勃たないって何度も云いうな！　つーか、あんたに関係ないだろ!?」

「関係なくはないと思うが？　俺のところに相談に来るつもりだったんだろう？」

「え？」

　男の切り返しに目を瞬しばたたく。

「さっき俺の噂をしてただろう。お前には信用してもらえていないようだけどな」

「噂って……え、じゃ、じゃあ、あんたが……」

　いまの言葉から推測すると、この男が片野の云ってた臨時で医務室に派は遣けんされて来ている松前巽という医師なのかもしれない。

　確かに、スーツを着てはいるけれどサラリーマンっぽくはないように思える。何より、こういったタイプの男がいそうな部署を、上総には思い浮かべることができなかった。

（医者……なのか？）

「え…？」

　まじまじと顔を見ていたら、すっと距きよ離りを詰められ、スーツの内ポケットから名めい刺しケースを抜ぬかれてしまう。松前はそこから勝手に上総の名刺を一枚取り出すと、興味深げに眺ながめた。

「那波上総か、可愛かわいい名前だな。あ？　営業部？　女一人手玉に取れないくせに、営業なんかできるのか？」

「失礼なこと云うな！　俺は成績はいいほうだ！」

「ふうん。まあ、その見た目ならおっさんにはモテそうだもんな」

「何を…！」

　人を小こ馬ば鹿かにしたような云い草が腹立たしい。これでも、営業のホープと云われているのだと云い返そうとしたけれど、また揚あげ足を取られてしまいそうな気がして口を噤つぐむ。

　面めん倒どうなことには近づかない、迂う闊かつな発言はしない、というのは営業の経験で培つちかった鉄則だ。

　松前は上総の名刺を取り出した自分の名刺ケースに入れ、その中の一枚を上総に差し出してくる。

「もらってばかりじゃ悪いしな。何かあったら、松前総合病院に是ぜ非ひ」

　わざとらしい口調も癇かんに障さわるけれど、営業職の条件反射で名刺を受け取ってしまう。

（やっぱり医者なんだ。松前総合病院、内科……松前巽、か……）

　病院の名前と名字が同じということは、片野の云っていた情報は概おおむね正しいのだろう。

（だけど……）

　見た目もよく、後ろ盾だてもあり、将来も約束されている。何もかもを手にしている環かん境きように当たり前のようにいると、こんなにも悪い性格が培われるのだろうか。

（優ゆう秀しゆうな医者だか何だか知らないけど、こんな性格悪いやつに診みてもらうやつの気が知れないな）

　ストレスで違う病気になってしまいそうだ。

「で、どうする？　診しん察さつしなくていいのか？」

「誰があんたの世話になるか」

　踵きびすを返して行ってしまおうとしたけれど、続けられた言葉に足が止まる。

「じゃあ、他ほかの医者のところに行って『勃たなかった』って自分の口から云えるのか？　紹しよう介かい状書いてやってもいいが、わざわざ最初から話すより、『偶ぐう然ぜん、事実を知ってしまった医師』である俺の診察受けといたほうが気楽だと思うぞ」

「……う……」

「それにもし、担当が女医だったらどうする。ちゃんと相談できるのか？」

　投げかけられる問いは、どれも松前の嫌いやがらせなのだということは明白だ。まともに受け止めたって仕方ない。そう頭ではわかっていても、不安がより一層募つのっていく。

（病気ってことは絶対にないと思うけれど、もし何かしらの病気だったらどうする？）

「───っていうかお前、童どう貞ていなんだろ？」

「だ、誰が……っ」

「さしずめ、初めてで緊きん張ちようして勃たなかったってところじゃないか？　そうじゃなければ、病気かもなぁ…。ああ、もしかしたらゲイって可能性もあるか。ＥＤになる患かん者じやの中には無自覚なゲイも多いって云うし……」

「なっ、無責任なこと云うな！　何の診察もしてないくせに！」

　松前の不ふ穏おんな発言に血の気が引いていくのを感じながら、上総は必死に虚きよ勢せいを張る。

（くっ……よりによって、こんなろくでもないやつに聞かれるなんて……。よりによってゲイだなんて云われるなんて！　俺は男に興味を持ったことはないって云うのに！）

　悔くやしさと後こう悔かいに唇くちびるを嚙かみしめていると、ふいに松前が上総の耳元に囁ささやきかけてきた。

「じゃあ、いまここで診てやるよ」

「はあ!?」

「役に立つか立たないか、実じつ践せんしてみるのが手っ取り早い」

　前置きもなく股こ間かんを摑つかまれ、ぎょっとする。

「何を…っ」

　慌あわてて体を退こうとしたけれど、がっしりと腰こしを抱かかえられて引き寄せられ、指を淫みだらに動かされる。

「ちょっ……やめ……んんっ」　>>>♥

　松前の腕うでから逃のがれようと抵抗するけれど、スラックス越ごしに揉もみしだかれていた股間はすでに硬かたく張り詰め、のっぴきならない状態になっていた。

（噓うそだろ……昨日は全く反応しなかったのに……!?）

「───何だ。充じゆう分ぶん、役に立つじゃないか」

「う…るさ……っ、ん、ぁ……っ」

　松前は息も絶え絶えの上総のウエストを緩ゆるめ、今度は下着の中に手を突つっ込んでくる。ジンジンと疼うずいている昂たかぶりを直接握にぎりしめられ、上総はびくりと体を竦すくませた。

　自分とは違う無骨な男の指は、さすが同じ男なだけあってツボを心得ているようで、弄いじり回されると自身がますます硬こう度どを増してしまう。

「もうぬるぬるじゃないか。本当に一昨日は勃たたなかったのか？」

「はっ……ぁ、っあ、や、め……っ」

「いまやめていいのか？　こんなにガチガチにしてるくせに」

　笑い混じりに問いかけられ、思わず息を吞のんだ。怯ひるんだ一いつ瞬しゆんの隙すきに、張り詰つめた欲望を下着の中から引き出され、絡からみついた指が今度は大だい胆たんに上下に擦こすられる。

（噓だ……。ありえない、こんなこと…！）

　だけど信じられない気持ちとはうらはらに、零こぼれた自分の体液が纏まつわりついたそこは、松前の指によってくちくちと濡ぬれた音を上げさせられていた。

　自分の欲望が男の手の中で翻ほん弄ろうされている光景に、羞しゆう恥ちでカッと頭に血が上りこめかみのあたりが熱くなる。

「や…ぁ…あ……っ、あっ」

「お前、可愛いな。感度もいいし。───あんな尻しり軽がる女にはもったいない」

「ンっ……ぁ…あっ、ヘンなこと、云う、な……っ」

　決して体格のいいほうではないけれど、同性に可愛いと云われる筋合いはない。それにもったいないとは、どういう意味なんだ。

　もっと文句を云いたかったけれど、快感に体を支配され、喉のどからは甘ったるい声しか零れてこない。

　世の中に、こんなにも気持ちのいいことがあるなんて知らなかった。自分でやるのとは全然違ちがう。理性を保ちきれない。

「あ…待っ……あ、もう……あ、んんっ」

「イキたいんだろ？　我が慢まんなんかしないでいい」

「やだ、あっ…あ、あ……っ」

　松前の声は鼓こ膜まくを伝わり、背筋をぞくぞくと震ふるわせた。それが、さざ波のように全身に広がって───。

「離はなし…て……ぁ、あっ、あ…っ」

「ほら、全部出しちまえ」

「あ…ぁああ……っ」

　あまりの気持ちよさに抗あらがえず、上総は松前の手の中に欲望を叩たたきつけてしまった。

　絶頂を迎むかえた体は、生まれて初めて味わったと云ってもいいほどの快感の余よ韻いんにじんわりと痺しびれている。

「…はぁ…はぁ……」

　頭の中が真っ白で、何も考えられない。ぼうっとしながら荒あらい呼吸をついていると、感心したような声が聞こえてきた。

「いっぱい出たじゃないか、だいぶ溜たまってたんだな。しかも、濃こい」

「ばっ…バカ！　何舐なめてんだ!?」

「このくらいのことで騒さわぐなんて青いな」

　松前はポケットから取り出したハンカチで、汚よごれた手を拭ふき清めている。それを呆ぼう然ぜんとしながら見ていると、徐じよ々じよに羞恥心が込み上げてきた。

「……っ！」

　ドン！　と松前の胸を突き飛ばして後あと退ずさると、上総は乱れた服を慌ただしく直す。そしてまだ生々しく体に残る松前の指の感かん触しよくを、必死で全身から振ふり払はらう。

「ふざけんな！　これのどこが診察なんだよ!?」

　上総は泣きそうになりながら文句を云いった。

　見知らぬ人間、しかも男に、会社でこんなことをされてしまうなんてありえない。

「簡単でよかっただろ？　大きさは普ふ通つうだが、機能的には全然問題ないから安心しろ。硬さも量も充分だ。ついでに感じてる顔も悪くない」

　笑いを含ふくんだ声で云われ、カッと顔が熱くなる。

「あんた、ホモなのかよ…ッ!?」

「いや？　どっちもイケるだけだ」

「……は…？」

（何だよ、それ……）

　しゃあしゃあと返してくる松前の言葉に、上総は怒いかりをぶつける気力を削そがれ、がっくりと肩かたを落とした。

「くそ……っ、何であんたにこんなことされなきゃならないんだ……女の子ともしたことないのに……」

「何だ。やっぱり、童貞だったんじゃないか」

　真顔で云われ、じわりと涙なみだぐむ。

　虚勢を張る元気など、もうどこにも残っていなかった。

「笑いたきゃ笑えばいいだろ。俺だって、好きでこの歳まで童貞だったわけじゃねぇよ…っ」

　機会があったのなら、一度くらい経験しておきたかったと思っていることは否定しない。

　確かに同年代の中には、脱童貞のためにわざわざそういったことのプロの女性にお願いしているやつもいた。

　だけど、好きでもない女の子を相手にしてまで、無理にすることではないはずだと思っていた上総は、そういった誘さそいを断り続けていまに至っている。必然性を感じなかったし、何より女性に対して不誠実な気がしたからなのだが……。

（そんなふうに考えること自体、子供っぽいのかもな）

　だが、いまさら後悔してももう遅おそい。うじうじしている間に、自分に初めて触ふれた人間がこの男になってしまった。

　いまさらどうしようもないけれど、こんなことならもっと早く誰かを好きになれていればよかったと上総はさらに後悔を深くする。

「本気で泣くなよ」

「誰が泣かせたんだ」

　自棄になって拗すねた口調で告げた上総に、松前は笑いを収めて困こん惑わくの表情を浮うかべた。

　その様子にほんの少しだけ胸がすくと同時に、こんなことをした男にも一応まともな神経が残っていたことにほっとした。

「まあ、勃たないってわけじゃないから、精神的な問題なんだろ。慣れれば普通にできるようになると思うから安心しろ」

　やや真ま面じ目めに云われ、上総は顔を上げる。その言葉にちょっとほっとした。

「ほ、本当に…？　それで、何に慣れればいいんだ？」

「状じよう況きようと快感に、だろ」

「…………」

　対処方法があることに希望を見みい出だした上総は、松前の返答に再び肩を落とす。

　いったい、どうやってそんなものに慣れればいいのだ。彼女には童どう貞ていだということは知られたくないし、だからといって風ふう俗ぞくに行くのも気が引ける。

　接待でキャバクラなどに行くことも多いのだが、ああいう水商売のプロの女性たちの迫はく力りよくにはつい気け圧おされてしまう。

　大きく開いた胸むな元もとも目のやり場に困って積極的には見られないし、しなだれかかられても『この仕事も大変だな』と冷静に考えている自分がいる。

「まずはセックスに慣れることだな。人ひと肌はだに触れることが特別なことじゃなくなれば、意識しすぎることはなくなるだろ」

「なるほど……。けど、慣れるって云っても相手はどうすんだよ。風俗とかは俺好きじゃないんだけど」

　おずおずと聞き返すと、さらりと返された。

「俺がいるだろ」

「は……？」

「初体験を奪うばった責任を取って、俺が一からレッスンをつけてやるよ」

「ちょっと待て！　そのレッスンって、あんたとするのかよ!?」

　予想外の展開に、上総は目を剝むく。

（どうして、そういう話になるんだ!?）

　自分は男で、松前も男だ。普通、セックスというものは男女で営むものではないのか？

「適任だと思わないか？　俺が相手なら勃たつってわかってるんだから。ついでにあの手の女を喜ばせる手管を教えてやるよ」

「ででででも、男同士だぞ!?」

「男同士でもセックスはできる。別に入れるとこまでするつもりはないから、安心しろ」

「は？　入れるって、何をどこに入れるんだ？」

「何だ、そんなことも知らないのか。それはな───いや、余計なことは知らないでいい。とにかく、他人の体温と感触に触れることに慣れるのが先だ。体温に男女の差はないからな」

「そりゃそうだろうけど……」

　どこか云いくるめられた感がなきにしもあらずだったけれど、松前の云っていることは理解できた。

（どうしよう……）

　提示されたレッスンをこなす価値は充じゆう分ぶんにあると思う。だが、そのレッスンをつけてくれる相手がこのいけ好かない男だということに躊躇ためらいを覚えずにはいられない。

　もう少し判断材料を得ようと、上総のほうから質問してみる。

「……何でそんなことしてくれる気になったわけ？」

　責任を取るとは云っているが、そもそも何を思って自分に手を出してきたんだ。ただからかうだけのつもりなら、レッスンなどと面めん倒どうなことは云い出すはずがない。

　何か裏があるのではなかろうか。

「これでも一応、泣かせて悪かったと思ってるんだが？　あとはまあ、ちょっと退たい屈くつしてたってのもあるな。お前みたいなのは、俺の周りにはいないタイプだから、そういうやつをいっぱしの男にするのも楽しそうだと思っただけだ」

「俺はおもちゃかッ」

　悪態をつきつつも、そういうことかと納得した。下へ手たに親切面づらされるよりは納なつ得とくがいく。

　生まれながらにして何でも持っているような男には、上総のような『普通』の人間が珍めずらしいに違ちがいない。見下されているようでムカつきはするけれど、こちらも同じように思っているのだからどっちもどっちだろう。

「どうせならマイフェアレディーごっことでも云って欲しいね。日中は忙いそがしいから、夜ウチに来い。今日は十時には帰るようにしとく」

　返事に迷っていると、松前はそう云って手帳を取り出したかと思うと、白紙のページに住所を走り書きし、それを破って押しつけてきた。

「ちょっ、まだ行くなんて云ってないだろ…!?」

「それじゃあ、また夜に」

「誰が行くかっ！　この変態！」

　去っていく背中に罵ば声せいを投げつけたけれど、防火扉とびらに阻はばまれ、松前には届かなかった。

「……もう、何なんだよ……」

　呟つぶやきながらおもむろに腕うで時計を見た上総は、針の指している時間に目を瞠みはる。始業時間まで、あと三分もないことに気づいた上総は青くなった。

　無む遅ち刻こく無欠勤でやってきたこれまでの努力が水の泡あわになってしまう。

　この時間帯のエレベーターの混雑を考えると、このまま階段を下りていったほうが早そうだと判断し、上総は悪態をつきながら駆かけ出した。

（くそっ、何で俺がこんな目に……っ）

　こんなに泣きたい気分になったのは、いったい何年ぶりのことだろう。学生の頃ころ、サッカーの地区予選で決勝を前に敗退したとき以来だろうか。

　あのときはみんなで汗あせを流したいい思い出が残ったけれど、今日は理り不ふ尽じんな敗北感しかない。

　正直に云いって気持ちよくなかったわけではないが、意に染まぬ行こう為いを強しいられた事実は胸に重くのしかかってくる。

「お…おはようございます……っ」

　息を切らして職場に駆け込むと、入り口近くの同どう僚りようが驚おどろいた顔をした。

「どうした、那波。珍しいな、始業ギリギリなんて」

「ちょっと、出がけにアクシデントがあって」

　医者にセクハラを受けていましたなんて云えるわけがない。口から出任せを云い、上総は自分の席についた。

「あ」

　背中に当たったカバンに、はたと気づく。出社したときにＩＤカードはすでに通してあるのだから、こんなに急ぐ必要はなかったのではないか。

　気づいた事実に脱だつ力りよくしつつ、どれだけ自分が動どう揺ようしていたのか思い知らされる。

（あんなやつのことなんか、考えてたって仕方ない。仕事だ、仕事！）

　そう自分に云い聞かせ、パソコンを立ち上げる。メールチェックをしていると、背後の席の女子社員二人の会話が耳に入ってきた。

　彼女たちが仕事そっちのけでお喋しやべりばかりしているのはいつものことだけれど、今日ばかりは聞き流すことができなかった。

「ねえねえ、そういえば先週の金曜日に医務室に行ってみたんだよね？　先生、すっごいカッコよかったでしょ？」

「行ったけど、すっごいムカついたんだけど！」

　そのときに感じた腹立たしさを思い出したのか、彼女は突とつ然ぜん口調を荒あららげた。問いかけたほうは、そんな反応に驚いている。

「え、どうして？」

「もう聞いてよ！　人のこと仮け病びようだって決めつけて、さっさと帰れって追い出されたんだから！　マジムカつく!!」

「でも、ホントに仮病だったんでしょ？　連れん絡らく先さき聞いてくるって張り切ってなかったっけ？」

　話の中身が見えてきた。臨時に派は遣けんされてきた医師として松前が評判になっているため、仮病を使って様子を窺うかがいに行ったのだろう。

　ついでに粉をかけてこようという目もく論ろ見みだったけれど、そっけなくかわされてしまったというわけか。

　そんな指し摘てきにやや勢いをなくしたけれど、怒いかりはそう簡単には収まらないようだ。

「それはまあそうだけど……でも、だからってあんな態度取ることないじゃない！　顔がいいからって調子に乗ってるんじゃないの!?」

「えーちょっと信じられないなぁ。あたしが頭痛くて薬もらいに行ったときは、すごく親切だったよ？　口調も丁てい寧ねいだったし、優やさしかったし……」

　粗そ暴ぼうで横おう柄へいだと悪態をつく一方に対し不思議そうにしているもう一方の女子社員に、上総は心の中でツッコミを入れる。

（猫ねこ被かぶってるに決まってるだろ！）

　あの顔で外そと面づらをよくされたら、参ってしまう女子社員は多いだろう。病院の代表として派遣されたということは、それなりに周囲の評判がいいはずだ。猫を被ることくらい、朝飯前に違いない。

　だけど、そう考えると一方の女子社員を粗そ雑ざつに扱あつかった理由がよくわからない。女子の間で回る情報の早さは目を瞠みはるものがある。

　そんなふうに怒おこらせるようなことをして、大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？

（……って、どうして俺があいつの心配をしてやらなくちゃいけないんだ！）

　軽く頭を振ふり、メールソフトの画面に意識を向ける。週明けのため、山のようにメールが届いており、必要なものとそうでないものを振り分けていくだけでも一仕事だ。

　その作業に無むり理矢理やり集中していると、ポンと背後から肩かたを叩たたかれた。振り返ったそこにいたのは上司の須す藤どうだった。

　今日も仕立てのいいスーツに身を包んでおり、ネクタイは形よく結ばれ、髪かみもきっちりとセットされている。相変わらずの隙すきのないスタイルは、甘めの顔立ちによく似合っていた。

　実じつ年ねん齢れいは三十代後半のはずだが、三十そこそこと云われても通用するくらい若々しい。

　人一倍仕事ができ、年齢の割に出世も早かったのだが、それでも周囲からのやっかみがないのは、気さくな性格故ゆえだろう。

　去年、バツイチになってからは女子社員の中での人気ランキングの順位が、ぐんと上がったらしい。どこでそんな集計を取っているのかは知らないが。

「おはよう、那波。どうした、今日は遅おそかったな」

「あ、おはようございます。すみません、もっと早く来るつもりだったんですが……」

「責めているわけじゃない。ちょっと心配していただけだ。先週はかなりの強行軍だったからな。週末はしっかり休めたか？」

「え、ええ、まあ……」

　休むどころではなかったとは云えず、言葉を濁にごす。

　須藤の観察眼は鋭するどく、部下の様子をよく見ている。いつもと様子が違う社員がいれば、こうして声をかけて、体調が悪いのか、それとも仕事上の悩なやみがあるのかと気にかけてくれる。

　そういった面も、彼が好かれる要素の一つなのだろう。

「一日二日で疲つかれが取りきれるものでもないがな。私なんかはジムに行って運動をしないと、肩が張ってどうしようもない」

　須藤はそう云いながら、上総の肩を揉もんでくる。

「わ、須藤さん、平気ですって！　これでも、体力だけが取り柄えですからっ」

　上司にマッサージなどさせるわけにはいかないと慌あわてたけれど、須藤はとくに気に留めてもいないようだった。マイペースに腕うでを撫なでながら、筋肉のつき具合を見てくる。

「そうか、君は学生時代運動部だったな。細いように見えてしっかり筋肉がついているようだ」

「だいぶ細くはなりましたけど、それなりには」

　須藤のことは仕事の先せん輩ぱいとして尊敬しているし、人ひと柄がらにも好感を持っているけれど、こうしてよく体に触ふれてくるところだけは苦手だったりする。

　本人に他意はないのだろうが、他の同僚よりも自分に接せつ触しよくしてくる頻ひん度どが多いように感じるのだ。一度、同僚に何気なく相談してみたことがあるのだが、「お前、犬っぽいから構いたくなるんじゃねぇの？」と笑い話ですまされてしまった。

　くすぐったがりなところもあるから意識しすぎる面もあるかもしれないと思って、普ふ段だんはあまり意識しないように心がけているけれど、あんまりベタベタされると表情が引きつってしまうのだ。

「いまは若いから無理も利きくが、私くらいの歳になると疲れが溜たまるとすぐ体にガタがくる。いまのうちから、メンテナンスはしておいたほうがいいぞ。何なら、ジムを紹しよう介かいしよう」

「気をつけるようにします。でも、ジムとかは続かなそうなんで、できる範はん囲いで体動かすようにしますね」

「そうだな、自分のペースでやるのが一番いい。そうそう、今日の予定はわかってるな？　あちらに提示する資料は任せた」

　やっと、仕事の話になったことに安あん堵どする。一番下の引き出しを開ける動作で、肩に置かれた手をやんわりと拒こばんだ。

「はい。資料は一通り揃そろえてあります。開発のほうから、外に見せられる新しい素材がもっともらえればいいんですが」

「それは私のほうから聞いてみよう。夜の打ち合わせも忘れないでくれよ。大おお崎さきさんとだから、いつものように遅くまでかかるだろうが、都合は大丈夫か？」

「……大丈夫です。そう思って空けてありますから」

　一いつ瞬しゆん、脳のう裏りを過よぎった顔を頭の隅すみに押しやり、にこやかに返す。

　───日中は忙いそがしいから、夜ウチに来い。今日は十時には帰るようにしとく。

　一方的に告げられた約束を思い返したけれど、了りよう承しようしたわけではないのだから、馬ば鹿か正直に行動に移す必要はない。

（俺にはあんな藪やぶ医者にかまけてる暇ひまはないんだよ）

　心の中でそう云いい捨てる。

「今日も長い一日になりそうだが、がんばってくれよ」

「はい」

　声をかけてきたときと同じに軽く肩を叩いて、須藤が自分の席へと戻もどっていく。

　須藤がよく大口の取引先との打ち合わせや接待に自分を連れていってくれるのは、それなりに期待をかけてくれているからだろう。

　そんな期待に応こたえられるような働きができるようもっとがんばろうと、上総は気合いを入れ、デスクに向き直った。










　全体的に薄うす暗ぐらい店内は柔やわらかな間接照明によって照らされており、その中で浮うかび上がる豪ごう奢しやなインテリアが非日常を演出している。

　中央に飾かざられた百ゆ合りの甘い香かおりと女の子たちが身につけている香こう水すいの匂においも、艶なまめかしい雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「お、もうグラスが空じゃないか。ほら、那波くんも飲んだ飲んだ！」

「すみません、お気き遣づかいいただいて」

　取引先の社長である大崎の煽あおりに、着き飾かざった綺き麗れいな女性がもう何なん杯ばい目めかわからない水割りを渡わたしてくれる。

「はい、どうぞ」

「ありがとう。それじゃ大崎社長、いただきます」

　ちびちびとやるよりは一息に空けたほうが喜ばれるため、大きくグラスを傾かたむける。だが、ピッチの速い大崎につき合って飲んでいたせいで、すでにかなりの水っぱらだった。

「お酒お強いんですね～。こんなに飲んでるのに、全然顔色変わってないなんてすごーい」

「いや、顔に出ないだけでだいぶ酔よってますよ。大崎社長には敵かないませんって」

　お約束のような女の子の褒ほめ言葉に内心白けつつも、接待相手を持ち上げるために謙けん遜そんを口にするが、昔から体質的にアルコールには強いほうだった。

　いくら飲んでも意識に変化はなく、体がふらつくようなこともないが、本当はこういう飲み方は好きじゃない。

　きっと、本来はいい酒なのだろうが作ってもらう水割りは美お味いしくないし、次から次にグラスを空けさせられてはその味を味わうこともできない。

　だが、これも仕事の一いつ環かんだ。取り引きを続けてもらうために、しっかり機き嫌げんを取っておかなければ。

「大崎社長はお強いだけでなく、お酒の種類にもお詳くわしいですよね。席を設けさせていただくときには、生半可なお店じゃご満足いただけないのではないかと、緊きん張ちようします」

「いやいや、何を云うんだ。私はこうやって楽しく酒が飲めれば充じゆう分ぶんだ。それにしても、那波くんも須藤くんと同じく持ち上げるのが上う手まいね。君の会社では営業に、そういった指導でもしているのかい」

「そんなことありませんよ。本当のことを申し上げているだけですし。あ、社長のグラスも空ですね。すみません、大崎社長に新しいグラスをお願いします」

「はーい」

　作り笑え顔がおで営業トークをしながら、上総は目め聡ざとくグラスの中身を確かく認にんし、会話を替かえるかのようにして大崎の隣となりに座っている女の子に指示を出した。

「お、それじゃあ次は、そっちの酒をくれ。ああダメだ、氷を入れすぎだ」

「えー。ダメなんですかー？」

「ほら、貸しなさい。ああ、ちゃんとグラスを持つんだ」

　大崎はそう云うと、水割りを作り出した女の子に対して、上じよう機き嫌げんで酒や氷の量の注文をつけ始めた。どうもその子が今日の大崎のお気に入りのようだ。

　酒についてのうんちくを垂れながら、酔ったふりでのボディタッチも欠かしていない。これなら接待も成功と云えるだろう。

　上総はほっとして、ひとまず喉のどを潤うるおすために水割りの入ったグラスを手にする。

「あのぅ……」

「え？」

　すると、ふいに上総の隣に座っていた女の子が耳打ちをするように話しかけてきた。

「このあとって何かご予定あるんですかぁ？」

「え？　どうだろう？　まだちょっとわからないけど」

「よかったら、アフター一いつ緒しよしてくれませんかぁ？　今日、苦手なお客さんが来てて、しつこいんですよ～」

「……ええと、このあとどういう流れになるかわからないから……」

「お仕事ですもんね。できたらでいいんでお願いします～。あっ、あとで時間ができたらさっき渡した美み香かの名めい刺しの番号に電話下さいね」

「は、はあ」

　間延びした喋しやべり方をする彼女は上うわ目め遣づかいでねだりながら、上総の太ふと腿ももを撫なでてくる。だが、松前に触ふれられたときのような性的な興奮は少しも込み上げてこない。

（ちょっとくらい、反応しとけよ！）

　自分の分身を心の中で叱しつ咤たしたけれど、ぴくりとも動かなかった。

　女性を前にしたときに、意識しすぎるのがいけないんだろうか？　それなりに大きく膨ふくらんだ胸は魅み力りよくを感じるし、上向きの唇くちびるも可愛かわいいと思えるというのに。

（いやいや、俺には片野がいるんだ！　他の女の子に目移りする必要がどこにある！）

　しかし、いまはそんな正論も虚むなしいだけだ。身体的な不安はそう簡単に払ふつ拭しよくすることはできない。心の中で葛かつ藤とうしていると、店のボーイがさりげなく美香に耳打ちをしてきた。

「美香さん、すみません。あちらのお客様が……」

「ええ～、またあの人～？」

「ちょっとだけでいいんで、お願いしますよ」

　行きたくないと駄だ々だを捏こねる彼女に、ボーイは低姿勢で頼たのみ込む。

「ホントにちょっとだけだからね。すみません、ちょっとだけ失礼します。すぐ戻ってきますから」

　美香は上総に目配せしながら、指名を受けたテーブルへと移動していく。

「私もちょっと失礼」

　上機嫌で飲んでいた大崎もつられるようにして立ち上がった。さっきから浴びるように飲んでいるため、トイレに行きたくなったのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　ああ、君。一緒についていってあげてくれないか。場所がわかりにくいだろうから、案内してくれるかな」

「はい、わかりました」

　須藤は覚おぼ束つかない足下の大崎に不安を覚えたのか、横についていた女の子の一人につき添そいを頼んだ。この様子だと、トイレで寝ね込こんでしまいかねないと判断したようだ。

　これで一息つけると思い、ゆっくりと息を吐つく。大崎が席を外したことより、美香が隣からいなくなってくれたことのほうがありがたかった。

　こういう仕事上、客に気のあるふりをするのは営業の一環なのだろうとは思うけれど、あまりベタベタと触さわられるのも困る。スーツに香水の匂いがついてしまうとそれを落とすのに一苦労するのだ。

（……しかし、俺も男なんだから少しくらい楽しめばいいのになぁ……）

　我ながら呆あきれてしまうくらい、ドライな反応だ。やっぱり、いくらかはそっちの気があるんだろうか？

　だけど、二十数年の人生の中で同性に興奮を覚えたことは一度もない。となると、性欲自体が正常じゃないということなのか。

　生活の中での生理的な体の変化は普ふ通つうにあるし、自ら処理することもあるのに、どうして人に対してそういう気持ちを抱いだけないんだろう。

　思い悩なやんでいると、須藤が声をかけてきた。

「那波、大丈夫か？」

「え？」

「顔色がよくないが、気分でも悪いのか？　今日は朝からあまり元気がないようだが……」

「そんなことないですよ、全然大丈夫です！　ちょっと眠ねむくなってただけです。すみません」

　本当に気分が悪いのだとしても、上司が平然とした顔をしているのに部下である自分が弱音を吐くわけにはいかない。慌あわてて作り笑いをし、その場を取り繕つくろった。

「やせ我が慢まんはするなよ。君に倒たおれられたら代わりはいないんだからな」

「本当に平気ですから。あのくらいの酒でへばってたら仕事になりませんよ」

　とは云いいつつ、今日は少しばかり酒の回りが早いような気がする。吐き気のようなものはないけれど、どことなく体が熱い。

「今日はこの店で終わりだろうから家まで送っていこう」

「いえっ、そこまで須藤さんにご迷めい惑わくはかけられません」

「お待たせしました。いやいや、この歳になるとトイレが近くて困りますな」

　押し問もん答どうしていると、ようやく大崎が戻もどってきた。さっきよりもしっかりした足取りなところを見ると、少し酔いも醒さめたのだろう。

「何云ってるんですか。まだまだお若いじゃないですか。ああ、ボトルがもう空ですね。何か他ほかに頼みましょうか？」

「ううん、そうだな……。そうだ、君たちは何が飲みたい？」

「えー、いいんですかぁ？　えっと、じゃあ───」

　女の子たちは遠えん慮りよしてる素そ振ぶりを見せつつ、高い酒を口にする。ついでのようにフルーツの盛り合わせやら乾かわきものなどがオーダーされた。

（これじゃ当面お開きにはならないだろうな……）

　若い女の子に囲まれて上機嫌の大崎を見ながら、上総はこっそりとため息をついた。










　もっと飲もうという大崎を須藤が云いくるめ、やっと店を出ることができた。酔よいが回り、一人では歩けない大崎をタクシーに押し込んで、今日の仕事がやっと終わる。

「お疲つかれさま」

「いえ、須藤さんこそお疲れさまでした」

　やや疲れ気味の上総に対し、須藤は平然とした顔をしている。一回り年上のはずなのに、このタフさはすごいといつも思う。今年入社してきた新入社員よりも、よっぽど体力があるのではないだろうか？

「体調はどうだ？　気分は悪くないか？　思ったよりも長引かせてしまってすまない。本当はもっと早く切り上げるつもりだったんだが」

「大丈夫です。すみません、心配をおかけしてしまって」

　須藤は上総の体調をずっと気にかけてくれていたらしいが、そんなふうに謝られてしまうと恐きよう縮しゆくしてしまう。

「部下の心配をするのも、上司の仕事だからね」

「はあ……」

「それにしても、君はこういう店はあまり得意じゃないようだな。いつも居い心ごこ地ち悪そうにしてるようだが……もしかして、ああいう女性が苦手なのか？」

「え？　そ、そんなことないですよ！　そんなこと云ったら俺ホモみたいじゃないですか」

　須藤の言葉にギクリとし、あははと笑ってごまかしたけれど余計怪あやしかったかもしれない。自分でも疑ぎ惑わくを抱いているせいか、妙みように後ろめたい気分で狼狽うろたえてしまったのだ。

「顔色も悪いままだな。やっぱり、私が家まで送っていこう」

　体を支えてくれようとしたのだろうが、須藤に腰こしに手を回された瞬しゆん間かん、びくりと反応してしまった。脇わき腹ばらを撫でるような指の動きに、松前の指の感かん触しよくを思い出してしまったのだ。

「いえっ、本当に平気ですから！」

　ずくりと体の奥が疼うずいたような気がして、慌てて体を退く。

「終電がまだなんで電車で帰ります。今日はお疲れさまでしたっ」

「那波！」

　ぺこりと頭を下げ、心配してくれる須藤をタクシー乗り場に残し、地下鉄のほうへと走っていった。

　改札を通り抜ぬけ、ホームに滑すべり込んできた電車に飛び乗り、ようやく一人になれた上総はゆっくりと息を吐く。

（……疲れた……）

　何だか、いつも以上に疲れた気がする。月曜日からこんなに疲ひ労ろうしていて、一週間やっていけるのか。

　それもこれも、あの藪やぶ医者のせいだ。

　目を閉じたときに蘇よみがえってくるのは、甘い香こう水すいの香かおりをまとった柔やわらかな体ではなく、自分を翻ほん弄ろうした無骨な指。

　囁ささやいてきた声を思い出しただけでぞくぞくと背筋が震ふるえ、やがて体の奥が疼き出す。上総はそんな自分の体の変化に狼狽えた。

（何で、あの男のことばかり考えなきゃならないんだ…っ）

　人目を気にすることなくぶんぶんと頭を振ふってみたけれど、生々しい感覚は拭ぬぐい去れない。ふと目を開けた瞬間、窓ガラスに映る自分と目が合ってドキリとした。

「……っ」

　酒を飲んでも顔色一つ変わらない自分が、信じられないほど甘い顔をしていたのだ。

　いきなりあんなことをしてきた松前のことばかり考えてしまうのは、仕方ないことなのかもしれない。けれど、いまの自分の表情は何なんだ。

　本来ならば嫌けん悪おや怒いかりを感じているべきはずなのに、あんな蕩とろけそうな顔をしているなんて。

　強ごう引いんにされたことへの怒りよりも初めて与あたえられた快感のことばかり考えてしまう自分は、どこかおかしいのかもしれない。

（いや、かなりどうかしてる。まさか、俺って本当にホモだったのか!?）

　そんな不安が込み上げてきて、思わず周囲の男性を見回して確かく認にんしてしまう。夜も遅おそいためか会社帰りのサラリーマンばかりだったけれど、彼らを見ていてもとくに何の感かん慨がいも浮うかんではこなかった。

　いっそ、本当にゲイだというのなら、腹を括くくってその世界に飛び込んでみるのもありだと思う。だけど、いままでに女の子の髪かみを耳にかける仕草とか襟えり元もとから覗のぞく鎖さ骨こつにドキドキしたことはあっても、男の動作に目を留めたことはないのだ。

　唯ゆい一いつの例外は松前だ。

　耳元で囁かれた松前の声には何な故ぜか体がぶるりと震えた。太くて無骨な指で玩もてあそばれた自身は噓うそみたいに硬かたく張り詰つめ、囁きに促うながされるようにして射精までしてしまった。

（や、やばい……）

　指の感触を思い返していたせいで、体の中心が昂たかぶってきた。このまま放っておいたら、のっぴきならない状態になってしまう。

　それもこれも、全部あの男のせいだ。このまま松前にされたことばかり考えていては、仕事だって手につかなくなってしまう。

（……こうなったら背に腹は代えられない）

　原因を作った松前に、きっちりと責任を取ってもらおう。

　きっと、刺し激げきの強い体験をしたから、そのことが頭から離はなれないのだ。松前が云っていた通り、快感というものに慣れればいまの状態から抜け出せるに違ちがいない。

　他にいい方法が思いつかない以上、試ためしてみる他ない。上総は腹を括り、松前の家に行くことにした。

　電車を降りて駅前でタクシーを捕つかまえると、渡わたされたメモの住所へと向かう。

　タクシーが停とまった場所の前には、見上げると倒れてしまいそうなほどの高さの高級マンションがそびえ立っていた。

　さすが、大病院の御おん曹ぞう司しというべきか、上総のような庶しよ民みんには縁えんのないような建物だ。

「どっから入ればいいんだ、これ……」

　おどおどとエントランスに入ると、ホテルのロビーのようになっており、受付のような場所に制服を着たスタッフまでいる。

（コンシェルジュってやつか？）

「いらっしゃいませ。どういったご用件でしょうか？」

「あの、松前さんのお宅にお邪じや魔ましたいんですが……」

「失礼ですが、お部屋番号はご存じですか？」

「あ、ちょっと待って下さい。ええと……四〇一です」

「かしこまりました。お繫つなぎいたしますので、少々お待ち下さい」

　彼が電話をかけている間、周囲を見回す。床ゆかは大理石だし、花はいかにも高そうな花か瓶びんに生けられていて、さっきのクラブに飾かざられていたアレンジよりも豪ごう華かで上品だ。

　来客用と思われるソファもアンティークなデザインで、上を見ればキラキラと輝かがやくシャンデリアが下がっている。

　もしかして、松前の部屋番号の四〇一とは四階の一号室ではなく、四十階の一号室なのではないだろうか。

（別世界だ……）

　ぽかんとしていると、松前と連れん絡らくがついたコンシェルジュ（と思われる人物）に声をかけられた。

「松前様はご在宅でした。この先にある一番奥のエレベーターが松前様のお部屋への専用エレベーターになりますので、そちらをご利用下さい」

「は、はあ……」

　圧あつ倒とうされながら上の階へ上がっていくと、表札のないドアの前についた。チャイムを鳴らそうとした瞬間、中からドアが開かれる。

「本当に来たんだな」

　ニヤニヤとした笑えみで云いわれ、かっと顔が熱くなった。だが、狼狽うろたえているところを見せたら、さらにツッコんでくるに決まっている。

　表情を取り繕つくろい、できるだけ感情が入らないようにしながら云い返す。

「うるさいな、来いって云ったのはあんただろ」

「悪いなんて云ってない。お前は絶対に来ると思ってたよ。まあ、思ったより早かったがな」

「何だよ、それ」

「だって必死な顔してたからな」

「……っ」

　腹を括ってきたものの悔くやしさは隠かくしきれず、むくれた表情をしてしまう。

（必死で悪かったな！）

　喉のど元もとまで出かかった文句を飲み込んで、腹立たしさを堪こらえていると早く中に入るよう促された。いつまでも玄げん関かん先さきにいても仕方がない。

「……お邪魔します」

　おずおずと足を踏ふみ入れた室内は信じられないほど広かった。だが、飾り気が少しもなく、人が住んでいるようにあまり見えない。

　綺き麗れいに片づいているというよりは、使われていないといったほうが正しいだろう。唯一、生活感を感じるのは窓まど際ぎわにいくつも置かれた観葉植物の鉢はちくらいだ。

「荷物はそのへんに置いておけ」

「あ、ああ、うん」

　リビングには座り心ごこ地ちのよさそうなソファがあり、その前には巨きよ大だいなテレビとＤＶＤデッキがあった。

　いくつか無造作にＤＶＤのパッケージが置いてあり、その一角だけは乱雑だ。

（映画とか好きなのかな……）

　きょろきょろと室内を見ていると、松前が急せかしてくる。

「部屋なんてあとでいくらでも見せてやるから早く来い。寝しん室しつはこっちだ」

「寝室!?」

「何、驚おどろいてるんだ。レッスンをしに来たんだろ？　俺はいつ、呼び出されるかわからないんだから、さっさとしろ」

　雰ふん囲い気きの欠片かけらもないなと眉まゆを顰ひそめたけれど、自分たちの間にムードなどは必要ない。ここは割り切ったほうがいいと自分に云い聞かせ、松前のあとについていった。

「酒臭くさい」

「接待だったんだから、仕方ないだろ」

　別に飲みたくて飲んだわけじゃないのだから、責められたくはない。就職してからこっち、楽しみで酒を飲むことはなくなった。

　休みの日や友人と食事に行くときも、できるだけアルコールは控ひかえている。体のためというのもあるが、酒の匂においを嗅かぐと仕事をしている気分になってしまうのが嫌いやなのだ。

「お前、本当に営業なんだな。飲んできた割には酔よってるようには見えないが、酒は強いのか？」

「酔えない体質なんだよ。仕事の上ではありがたいけど、飲み会だといつも介かい抱ほう役だからな」

「よかったじゃないか。お前みたいなのがすぐに酔い潰つぶれてたら、すぐに男どもの餌え食じきだ」

「どういう意味だよ」

「そのままの意味だよ。ほら、そこ座れ」

　ベッドに座るよう指示されたかと思うと、室内の照明が落とされた。作られた薄うす暗ぐらさが、否いや応おうなく上総の緊きん張ちようを煽あおり立てる。

　バクバクと心臓がうるさく鳴り響ひびき、全身にじっとりと汗あせが浮かんできた。

　これでは、昨日の夜とまるきり同じだ。しかし、躊躇ためらっていては何も始まらない。

（ええい、どうにでもなれ！）

　やけになってスーツの上着を脱ぬぎ捨てる。ネクタイに手をかけたところで、何故か松前に止められた。

「こら、まだ脱いでいいなんて云ってない」

「え？　じゃあ、どうすんだよ」

　服を脱がなければ、何もできないではないか。上総は訝いぶかしげに首を傾かしげる。

「お前だって、女がさっさと先に脱ぎ始めたら引くだろ？」

「そ、そうか……」

「まずは女の気持ちを知ったほうがいい。今日はとりあえず黙だまって寝ねてろ」

　なるほど、と感心していると自然な動作でベッドに座らされ、そのままゆっくり押し倒たおされた。薄暗く照らされた天てん井じようが目に入ったかと思うと、視界に松前の顔が飛び込んでくる。

「……あ……」

　男に覆おおい被かぶさられているという事実に、これからしようとしていることが現実味を帯びてきた。上総は見下ろしてくる瞳ひとみを見返すことができず、うろうろと視線を彷徨さまよわせる。

「お、俺は何したらいいんだ？」

「そうだな、気持ちよかったら素す直なおに声出しとけ」

「んっ……」

　ネクタイを引き抜ぬかれながら、喉元に口づけを落とされる。唇くちびるの柔やわらかさに驚いていると、手際よくシャツのボタンが外された。

　するりとシャツの下に忍しのび込んできた指はその無骨さとはうらはらに、繊せん細さいな動きで素す肌はだの上を滑すべっていく。だが、感じるというよりはくすぐったさのほうが強かった。

「……っ」

「体の力を抜け。そんなふうに目を瞑つぶるな、眉み間けんに皺しわが寄ってるぞ」

　硬かたく目を閉じ、体を強こわ張ばらせていたことを指し摘てきされ、自分で思っていた以上に緊張していることを知る。だからといって、自分ではどうすることもできなかった。

「息を詰つめてるから、無む駄だな力が入るんだ。ゆっくり深呼吸して……そうだ、いい子だな」

　云われた通りに深呼吸をすると、子供にするように頭を撫なでられる。普ふ段だんならバカにされたと感じたかもしれないけれど、松前の指はどこまでも優やさしかった。

　少し力の抜けた体を撫でられているうちに、触ふれられているところがだんだんと甘く痺しびれてくる。体温が上じよう昇しようしていくのと共に、神経が際立っていった。

「は……ぁ……っ」

　一いつ旦たん、感じ始めた体はそれまでとはうって変わって敏びん感かんだった。

　脇わき腹ばらから腰こしのあたりを探さぐられながら首筋を唇に這はわれると、ぞくりと背筋が震ふるえ、自分のものとは思えないような甘い吐と息いきが零こぼれてしまう。

　耳みみ朶たぶを甘あま嚙かみされ、耳じ殻かくを舐なめられる。ぬるりとした生なま温あたたかい感かん触しよくに、ぴくりと体が跳はねた。

「ん、あ……ま、待っ、待った……っ」

「どうした？　ちゃんと感じてきてるだろ」

「そう…だけど、ちょっと待って」

　今朝、強ごう引いんに追い詰められたときは感じなかった不安に襲おそわれる。いままでの自分とはまったく違ちがうものに変えられてしまうような怖こわさ。

　このまま松前に触れられ続けたら、自分はどうなってしまうのだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶだ、怖くない。触さわられてるのが嫌なわけじゃないんだろう？」

「嫌じゃ、ない……けど……」

　むしろ、心地いいくらいだ。だけど、そう思ってしまう自分が恥はずかしく、何となく後ろめたい。

「けど？　感じるのは悪いことじゃない。俺がそういうふうに触ってるんだから、気持ちよくなってくれないと俺が困る」

「……あんたが？」

「自分の腕うでに自信がなくなる」

　至し極ごく真ま面じ目めな顔で云われた言葉に、上総は小さく噴ふき出した。

「全部、俺のせいにしておけ。そうしたら、気にならないだろ。……こんなところを弄いじられて感じても」

「あっ」

　ふいに二つの胸の先を抓つままれて、上総は小さく声を上げる。その瞬しゆん間かん、電流のようなものが生まれ、全身に広がった。

　指の間で転がすように柔らかく捏こねられると、そこが硬くしこっていく。

「え、何で、ぁ…ん、ん……っ」

　普段は意識することもない場所なのに、何な故ぜ他の部分よりも過か敏びんなのだろう？　執しつ拗ように弄られているうちに腰の奥がずくりと疼うずき出し、鼓こ動どうがさらに早くなる。

　それだけでも落ち着かない気分になってくるというのに、松前は刺し激げきに赤くなったそこを舐めてきた。

「やっ、ぁ、あ……っ」

　濡ぬれた感触にびくん、と腰が跳ねる。舌先で丸く舐められるだけでも酷ひどく感じてしまうのに、強く吸い上げられると一層高い声が出てしまう。

「あ…っ、そこ、やだ……っ、あぁっ」

「言葉の使い方が間ま違ちがってる。嫌なんじゃなくて、いいんだろう？」

「あ、ぁ……あ……っ」

　触れたままの唇で喋しやべられると、その振しん動どうが伝わってくる。

　未知の感覚に戸と惑まどい、与あたえられる刺激から逃のがれようと身を捩よじるけれど、松前は行こう為いをやめようとはしなかった。

　だからといって、無理に松前を引き剝はがす勇気もない。快感にわななく体を途と中ちゆうで放り出されるほうが怖い気がした。

「く……ぅ、ん……」

「こら、指を嚙かむな」

　せめて声を堪えようと指を嚙んでいると、それも注意されてしまった。

「だって、ヘンな声が出るから……」

「声はちゃんと出せ。そうしないと、相手が気持ちよくなってるのかどうかわからないだろう」

「でも……ぁんっ」

「恥ずかしいのは最初のうちだけだ。すぐに慣れる」

「ん…っ、は、あ…っ、んんっ」

　ベルトを緩ゆるめられ、スラックスを引き下ろされる。足を割るように膝ひざを押し込まれたかと思うと、下着の上から股こ間かんを撫で上げられた。

　質量を増しつつあったそこは、形をなぞるような指の動きに急速に硬くなっていく。胸の粒つぶを舌で転がされながらゆるゆると擦こすられれば、全身の血液が沸ふつ騰とうする。

「あ……っ、あっあっ、あ…あぁあ…ッ」

　体液を滲にじませた先せん端たんを布越ごしに刺激された途と端たん、上総は欲望を爆はぜさせてしまった。体液を吐はき出したばかりのそれは、ひくひくと小刻みに震えている。

　あやすように撫でられると、べったりと濡れた下着の感触がした。

「思ったより早かったな」

「……っ、悪かったな、早くて！」

「バカにしてるわけじゃない、いい傾けい向こうだって云いってるんだ。経験が浅いから快感に弱いんだろう。そのうち、標準になる」

「そのうちって、あとどれくらいかかるんだよ」

　できることなら、こんなレッスンは早く終わりにしたい。

「さぁな。お前が自分からこういうことがしたいと思うようになるまで、どれだけかかるかまではわからない」

「自分から!?　無理だよ、そんなの……っ」

　いくら気持ちよくても、こんな恥ずかしいことを自分からしたいと思えない。何度したって、それは変わらないのではないだろうか。

「普ふ通つうの若い男は女とヤリたくて仕方ないもんだ」

「うっ……」

「心配するな。それを克こく服ふくするために俺が仕込んでやってるんだろ」

「そうだけど……って、何して…!?」

　松前は汚よごれた下着を引き下ろし、スラックスと一いつ緒しよに足から引き抜いた。ついでに靴くつ下したも取り去られ、隠かくすものが何もなくなった両足を左右に押し開いてくる。

　自分のあられもない格好に慌あわてたけれど、膝の裏をがっちりと摑つかまれているため、足を閉じることはできなかった。

「おい、ここ持って自分で支えてろ」

「何で俺が！」

「先生の云うことが聞けないのか？　これはお前のためにしてることなんだぞ」

「───わかったよ」

　上総は渋しぶ々しぶと自分の足を摑んだ。自ら恥ずかしい場所を晒さらしているのだと思うと、余計にいたたまれない。しかし、松前はこれから何をする気なのだろう？

「……何するつもりだよ」

「続きをするだけだ。ここはまだ物足りなさそうだからな」

　松前は芯しんを持ったままだった上総の昂たかぶりを指先で突ついたかと思うと、体を屈かがめてきた。

「噓うそ…───あ…ああ、あ…っ！」

　上総のそれは松前の唇くちびるに飲み込まれていった。自身を熱く濡れた柔やわらかな粘ねん膜まくに包まれて、頭の中が真っ白になる。

　口でそういうことをする行為があるのは知識として知っていたけれど、それは風ふう俗ぞく店てんなどだけで行われることだと思っていた。まさか、自分がされることになるなんて。

「あ…やぁっ……あ、待っ、ぁん……っ」

　松前は先端を啜すすり、体液で汚れた表面を丹たん念ねんに舐なめる。思わず足を閉じそうになると、脅おどしのように軽く歯を立てられた。

「ぅあ、あ…っ、あ、んんん……っ」

　微かすかな痛みに恐きよう怖ふと快感を覚える。拒こばめない代わりにぎゅっと目を瞑つぶると、根本の膨ふくらみを指で揉もまれ、反り返った自身の裏側を舐め上げられた。

　上総の欲望はさっき以上に張り詰つめ、いまは痛いくらいだ。休みなく与え続けられる強きよう烈れつな快感に、体の中で熱の塊かたまりが暴れ回った。

「ひぁ…っ、あっあっ、や、怖い……っ」

　知らないどこかへ連れ去られてしまいそうな恐怖に襲われる。

「目ぇ瞑ってるから怖いんだろ。自分が何されてるのか、その目でちゃんと見とけ」

「……っ、あ……」

　恐おそる恐る目ま蓋ぶたを持ち上げると、自身に舌を這はわせている松前と視線がぶつかった。その瞬間、心臓を鷲わしづかみにされたような感じがした。

　自分の性器を舐め回されている卑ひ猥わいな光景など見ていたくもないのに、何故か目が離はなせない。松前の手に握にぎられたそれは唾だ液えきと溢あふれた体液で濡れそぼっており、小さく震ふるえていた。

「あ、ん……んぅ、はっ……ぁあ、あ……っ」

　強弱をつけて指で扱しごかれ、先端を濡れた音が立つほどに舐めしゃぶられ、ひっきりなしに嬌きよう声せいが零こぼれ落ちる。

　腰こしの奥でずきずきと疼く熱が、限界を訴うつたえるようになるまでそう時間はかからなかった。

「も、離して……っ、やめ……っ、ぁんっ」

　足を支えていた手で松前の頭を押し返そうとするけれど、びくともしない。髪かみを引っ張ろうとしたら、尖とがらせた舌先で先端の窪くぼみを抉えぐられ、力が抜ぬけた。

「ダメ、も、いっちゃ……っ」

　必死に懇こん願がんしても、松前は唇を離してくれなかった。それどころか、それまで以上にいやらしく舌を絡からめてくる。

「やだぁ…っ、あっ、あ…もう、許して……っ、おねが……あ、あぁああ……っ」

　結局、理性で堪こらえることなどできずに、びくびくと昂ぶりを大きく震わせながら、松前の口の中で果ててしまった。

「あ…ん、ん……っ」

　松前は、絶頂の余よ韻いんで不規則に痙けい攣れんする上総自身を強く吸う。そして、口の中のものを躊躇ためらいもなく飲み下した。

　その様子を惚ほうけて見ていた上総は、しばらくしてその事実を認にん識しきした。

（……いま、俺のを飲んだのか……!?）

　体に毒なわけではないだろうが、排はい泄せつ物の一種だ。普通は口に入れるものじゃない。

「どうした？」

「……いま、飲まなかったか？」

　見み間ま違ちがいだったかもしれないと思い、おずおずと訊たずねてみる。だが、松前はそれを事もなげに肯こう定ていした。

「それが？」

「それがって、汚きたないだろ！　あんなの飲んで大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　がばりと体を起こして詰め寄ると、松前はくっと唇の端はしを引き上げて笑う。

「お前、本当にお子様だな。こんなことくらいで驚おどろいてたら、セックスなんてできないだろ。彼女にされて驚いてたらバカにされるぞ」

「で、でも……」

　そんな平然とした顔でできるようなことなのだろうか。だが、松前が云うのだから世の中の恋こい人びと同士が普通にしているのは、本当のことなのかもしれない。

（だとしても、初心者向けじゃないような……）

　あんなことを度たび々たびされていたら、絶対に頭がおかしくなってしまう。それとも、あの言葉にできないくらいの気持ちよさは、松前のテクニックが上う手まかったからなのだろうか？

　何にせよ、ものすごい経験をさせられたことは確かだ。

　倦けん怠たい感と疲ひ労ろう感にぐったりしていた上総は、ふと松前の体の変化に気がついた。股間のあたりが盛り上がっているのは、目の錯さつ覚かくではなさそうだ。

（え、もしかして、いまので興奮したってこと……？）

　気づいてしまった以上、その部分から目が離せない。男も女もイケると云っていたけれど、自分を相手にその気になっているのだろうか？

　見て見ぬふりをしたほうがいいかとも思ったのだが、同じ男として無視はできない。

「……なあ、あんたはどうすんだよ？　俺、何かしないでいいの？」

　ドキドキしながら躊躇いがちに訊きくと、松前は一いつ瞬しゆん虚きよを突かれたような顔をしたあと弾はじかれたように噴ふき出した。堪えられないと云わんばかりの様子で、笑い続ける。

「すごい誘さそい文句だな」

「え、な、何が？」

　松前は笑いすぎで目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを指で拭ぬぐいながら、云った。

「一人でどうにかしようと思ってたが、せっかくだから協力してもらうか。云い出したのはお前だからな。いまさら嫌いやだなんて云うなよ」

「わかってるよ。で、協力ってどうすればいいんだ？」

「こっちに背中向けて横になれ。それが一番楽だろう」

「後ろ向いてどうすんだよ」

　それでは何もできないじゃないかと思ったけれど、松前は「いいから」と云って上総の体を横にする。

　戸と惑まどいながら背中を向けると、松前が密着するようにしてきた。近づいてきた体温に、だいぶ落ち着いていた心臓が早はや鐘がねを打ち出す。

　背後での服を緩ゆるめる気配にドキドキしていたら、ふいに片方の足を持ち上げられた。何をする気なのかと不思議に思っていた上総は、自分の内うち腿ももに触ふれた感かん触しよくにぎょっとした。

「わっ、な、何!?」

　とろりとした液体を太ふと腿ももの間に塗ぬりたくられたかと思うと、男の昂ぶりがそこに押し当てられる。

　突とつ然ぜん、熱く猛たけったものが触れてきたことにも驚いたけれど、自分のものとは比べものにならないくらいの大きさなことにも衝しよう撃げきを覚えた。

　ただ困こん惑わくしていると男のそれを挟はさむようにして、足を閉じさせられた。

「このまましっかり足を閉じてろよ」

「え？　え？　ちょっ、あ……っ」

　閉じた足の間を太いものが行き来し始める。それは塗りつけられた液体のぬめりで滑なめらかに動いた。

　腰を抱かかえ込まれて抜き差しされる生々しさに、さっきとは違ちがう恥はずかしさが込み上げてくる。耳元で聞こえる吐と息いきはどんどん熱を帯びていき、足で挟んだそれはさらに質量を増していった。

（うわ、ど、どうしよう、何か、すごい……）

　松前は突つき上げるような動きで、腰を揺ゆらす。上総の腰に回されていた手はまさぐるように腹部を這う。

「んっ、ん、あ、は……っ」

　雰ふん囲い気きに飲まれたのか、それとも内腿を擦こすられているせいか、一いつ旦たんは鎮しずまっていた体の疼うずきに再び火が灯ともる。

「何だ、お前も勃たたせてるのか？　だったら、さっきみたいにいい声聞かせろよ」

「……っ、うるさいな、あんたは自分のことに集中してろよ」

　気き恥はずかしさをごまかすために、そっけなく云いい捨てる。すると、松前は言葉ではなく行動でやり返してくる。

「そんな偉えらそうな口利きいていいと思ってるのか？」

「んぁ…っ、や、あ……っ」

　唇くちびるを抓つままれたかと思ったら、無むり理矢理やりこじ開けられ、口の中に指を入れられた。舌を玩もてあそぶように口こう腔こうを搔かき回され、唾液が溢れてくる。

　粘ねん膜まくを指で擦られると背筋がぞくぞくと痺しびれ、閉じられない口から甘あまったるい声が上がった。

「あ、ん……っふ、ぁ……」　>>>♥

　耳元に感じる熱い吐息にぞくりと肌はだをおののかせていると、項うなじのあたりに柔やわらかなものが押し当てられ、強く吸い上げられる。

　吸われて疼くその場所を舌でくすぐられると、上総の肩かたはびくんと跳はねた。

　腰の動きも激しくなり、もうわけがわからない。余計なことを云わなければよかったと後こう悔かいする気持ちも、熱が高まるにつれ、どうでもよくなっていく。

「あっ…あ、ぁ、あー…っ」

「く……っ」

　足で挟んだ屹きつ立りつが大きく脈打ち、びくびくと白はく濁だくを吐はき出すのとほぼ同時に、上総の昂たかぶりも一いつ切さい触れられないまま三度目の絶頂を迎むかえた。

（噓うそ…だろ……？）

　直接の刺し激げきもなく達してしまうなんて、信じられない。上総は荒あらい呼吸をつきながら呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「気持ちよかったみたいだな」

「……っ」

　囁ささやくようにして揶や揄ゆされ、カッと頭に血が上る。だけど、明確な体の反応を見られている以上、否定もできない。

「勃たないどころか、むしろ感じやすいんじゃないのか？　まさか、あれだけでイクとはな」

「～～～～っ」

　当初の懸け念ねんは綺き麗れいに払ふつ拭しよくされたけれど、松前の前で晒さらした痴ち態たいは記き憶おくから消すことができない。恥ずかしさに黙だまり込んでいると、松前はおもむろに起き上がり、上総から離はなれていった。

（あ……）

　背中に感じていた体温が遠とお離ざかる気配に、何な故ぜか淋さみしさを感じる。そんな心細さをごまかしたくて、松前に無理矢理喋しやべりかけた。

「な、なあ、男同士だとみんなああやってするのか？」

「別に男女でもできるだろ。いまのは妊にん娠しんしないようにしたり、体に負担をかけないようにする代わりの行こう為いだ。男同士のセックスだって挿そう入にゆうはある」

「えっ、どこに入れるんだよ!?」

　上総は驚きにがばりと体を起こして、松前に詰つめ寄った。そういえば、朝もそんなことを云っていたけれど、聞き返したら言葉を濁にごされたのだ。

「そのくらい自分で考えろ。そうだな、次までの宿題だ」

「考えろって云われても……」

　男には女性と違って、異物を受け入れる器官はない。となると、その代用にするものがあるはずだ。

（口……はさっきされたから違ちがうだろうし、いまのも代わりの行為だって云ってたし……ってことは───）

　思い当たった答えに上総は動どう揺ようする。

（そりゃ、薬を入れることもあるわけだし指くらいは入るかもしれないけど、どう考えてもあれは無理だろ!?）

　張り詰めた松前の持ち物の大きさを思い出し、青ざめた。あんなものを突っ込まれたら、絶対に壊こわれてしまう。第一、そんなことをして気持ちよくなれるとは思えない。

「何、百面相してるんだ」

「へ？　べ、別に……っ」

　声をかけられて我に返った。

（何で俺は自分がされてる想像をしてるんだ……っ）

　浮かんだ考えを振ふり払はらっていると、腕うでに温あたたかなものが触れた。何かと思って目を向けると、いつ用意されたものなのか、蒸むしタオルで松前が体を拭ふいてくれようとしていた。

「じ、自分でできるって！　てゆーか、シャワー貸してくれればいいから！」

「今日は大人おとなしくしてろ。女は奉ほう仕しされるのが好きだからな、それがどんなものか味わっておけ」

「う…うん……」

「この俺が清せい拭しきしてやるんだから、ありがたく思えよ」

　口調は偉そうだけれど、手つきは優やさしく丁てい寧ねいだ。タオルの温度もちょうどよく、汗あせでベタついた体が清められていくのは心ここ地ちよい。

（どうして、こんなことまでしてくれるんだろう……？）

　意外な優しさを見せられ戸惑っていた上総は、ふと女子社員が話していたことを思い出した。

　松前のことを一人は最低だと罵ののしり、一人はいい先生だと褒ほめていた。

　そのときは、どうせ猫ねこを被かぶっていただけだろうと思ったが、松前に接しているうちにどんな人間なのかよくわからなくなってきてしまった。

「───そういやさ、今朝、女子社員があんたのこと態度悪いって噂うわさしてたんだ。普ふ段だんから文句云われるような態度で患かん者じやに接してるわけ？」

「まさか。いつもは丁てい重ちように扱あつかってるに決まってるだろ。患者は大事なお客様だからな。商売に影えい響きようが出るようなことはしない」

「ああそう」

　誠意のない云い方に呆あきれ果ててしまう。つまり、患者の健康より病院の収入のほうが大事だということか。

「文句云ってたってことは先週の女か。あのときはあんまりしつこいんでキレただけだ。胸がデカくて頭悪そうな喋り方してりゃ、どの男も引っかかると思ってるんだろうな、あのタイプは。仕事もろくにできないんじゃないのか？」

「あー……」

　酷ひどい云いようだったけれど、まったくその通りだったので庇かばいようがない。

　彼女の仕事は主に書類を整理したり、必要な資料を集めたり、接待の席を予約したりとサポートがメインなのだが、あまり有能とは云えなかった。

　頼たのんだ期限を守らないのはいつものことで、ミスも多く、仕事が残っていても予定があるからと定時に帰ってしまう。

　もう一人の女子社員がそのフォローをしているためまだ大きな問題に至ってはいないが、このままじゃいずれ取り返しのつかないミスが起こりかねないだろう。

　時折、やんわりと注意をしてはいるけれど、遠回しな忠告を理解してくれているかどうか定さだかではない。

「迷めい惑わくだって云いってんのになかなか帰らねぇから、会社は男漁あさりに来る場所じゃないだろって、つい口が滑すべった」

「大だい丈じよう夫ぶなのかよ、ボロ出して」

　そうまではっきり云えればすっきりするだろうけれど、派は遣けんされてきている医師がそんな発言をしたとなると一大事だ。

　悪い噂が広まったら、これまでの評判に翳かげりが出てくるのではないだろうか？

「問題ない。長年かけて築いた厚い信しん頼らいがあるからな。あの女が何を云おうと、相手にされなかった腹いせにてきとうなこと云いふらしてるんだって思われるだけだろ。何だ、心配してくれてるのか？」

「し、心配って云うか、その……ちょっと気になっただけだ」

「いくらキレたって云ったって、そのへんの見み極きわめくらいはできてるさ。何せ、頭の出来からして人とは違ちがうからな」

　人が真ま面じ目めに訊きいているのに、軽い口調で冗じよう談だんめかした答えが返ってくる。上総は思わずため息をついた。

「……あんた、何で医者になったんだよ」

　本人の云う通り、頭はいいのかもしれないが、人間性は褒められたものではない。もっと適性にあった仕事についたほうがよかったのではないだろうか？

「別に好きで医者になったわけじゃないからな。気がついたら、そういう道に乗っかってただけだ。かといってやりたいこともなかったし、そこそこ出来もよかったから何となくだ」

「そういうの藪やぶ医者って云うんじゃないのか？」

「失礼なこと云うな。腕は確かだ。ただ誠意がないだけで」

　あっけらかんと告げられた言葉は本心なのか、それとも冗談なのか……。

　上総には、松前がわざと露ろ悪あく的に云っているようにも思えた。

「それも最悪だろ」

「そうか？　熱意ばかりで能のない医者よりよっぽどマシだろ。ほら、横になれ。足も拭いてやる」

　上半身を拭き終わった松前が太ふと腿ももの際きわどい部分に触ふれてくる。上総はベッドの上で後あと退ずさりながら、慌あわててベッドカバーを手た繰ぐり寄せて剝むき出しのままだった下か肢しを隠かくした。

「い、いいよっ！　あとは自分でやるって！」

「そうやって嫌いやがられると無理にでもしてやりたくなるな」

　松前は意地の悪い笑えみを浮うかべ、じりじりと迫せまってくる。

　キングサイズのベッドの縁ふちまで来てしまい、どうしようかと迷っていた隙すきに捉とらえられ、足を摑つかんでひっくり返されてしまった。

「なっ…うわっ！　ちょ、やめ、離せ……っ」

「大人しくしてろ。いまさら恥はずかしがることないだろう」

「恥ずかしいに決まってんだろ！　バカ、触さわるなって、この藪医者……っ、あ、や……っ」

　力いっぱい暴れ回ったけれど、松前に慣れた手つきで押さえ込まれ、全身を隅すみ々ずみまで清められてしまった。ついでと云わんばかりに、手て際ぎわよくパジャマを着せられる。

「ほら、終わったぞ」

「…………」

　松前はてきぱきと汚よごれたベッドカバーを剝はがし、使い終わった蒸しタオルをどこかへ持っていく。一人になった上総は抵てい抗こうの疲つかれといたたまれなさに、ぐったりと突つっ伏ぷした。

（……穴あな掘ほって埋うまりたい……）

　さっきまでしていたことを考えると体を拭かれるくらい大したことではないように思えるが、性的な行為とはまた違った恥ずかしさがある。

　なかなか立ち直れずにいると、やがて松前が寝しん室しつに戻もどってきた。もうどうにでもしてくれという気分で横になっていると、今度はいきなりベッドの中に押し込まれた。

「な、何!?」

「お子様はもうとっくに寝ねる時間だろ。俺も朝早いんだ」

　松前はそう云って間接照明の明かりを絞しぼると、上総の横に潜もぐり込んでくる。薄うす明あかりに照らされた端たん整せいな顔を近づけられ、思わず怯ひるんでしまう。

「まさか一いつ緒しよに寝るのか!?」

「恋こい人びとなら朝まで一緒に過ごすもんだろう。まあ、初めのうちくらいは腕うで枕まくらをしとくところか」

　慣れた動作で頭の下に腕を敷しき、腰こしを抱だき寄せてくる。

「ちょっ、そこまでしなくていいって！　俺、もう帰るから…っ」

　松前の腕から抜ぬけ出そうとしたけれど、抱き枕まくらのようにがっちりと抱かかえ込まれ、上総の力ではどうにもならなかった。

「もう終電もないし、タクシーも金かかるだろう。明日の朝、早く起こして、家まで送っていってやるから今日は寝ろ」

「人の話聞けよ！」

　必死に吠ほえたけれど、松前はすでに寝る体勢に入っており、どうあっても離はなしてはもらえないようだ。

「お前の下着とワイシャツはいま洗せん濯たく機きの中だ。濡ぬれた服で帰るっていうなら止めないが？」

「…………」

　わざわざ洗濯までしてくれているとは思わず、返答に困る。しかもそれが嫌がらせなのか親切心からなのか、よくわからない。

（いったい、どういうつもりなんだ？）

　一生のうちで男に弄いじられてイカされることも想像していなかったけれど、男に腕枕をされる日が来ることも考えたことがなかった。しかも、あまり寝ね心ごこ地ちがいいとは云えない。

「……寝にくいんだけど、これ」

「我が慢まんしろ。疲れてるだろうから、すぐに眠ねむくなる」

「てきとうなこと云ってるだろ」

「さあな」

　松前は上総の言葉を聞き流し、目を閉じる。目ま蓋ぶたを下ろした顔も嫌いや味みなほど凜り々りしくて、妙みように悔くやしい。

　欠点を見つけてやろうと思ってまじまじと観察してみたけれど、眉まゆの形に唇くちびるの厚さ、鼻び梁りようの高さや顔の輪りん郭かく、そのどれもが芸術品のように完かん璧ぺきで隙一つなかった。

　唯ゆい一いつ気になるとしたら、目の下にうっすらと浮いている隈くまくらいだろうか。しかし、それも松前の魅み力りよくを損そこなうどころか、疲れた様子が色気を際立たせている気がする。

　その上、背も高く綺き麗れいに筋肉のついた引きしまった肉体まで持っているのだから、憎にくらしいにも限度がある。

（あーあ、俺もこういうふうに生まれたかったよな……）

　運動部に在ざい籍せきしていた上総にとって、華きや奢しやな体格はコンプレックスだった。身長は百七十センチに二ミリ届かず、どれだけ食べても肉がつかない。

　そのコンプレックスに思っている部分を長所として伸ばし、俊しゆん敏びんで小回りの利きく選手として活かつ躍やくしてきたけれど、本音を云えば体格に恵めぐまれている同世代が羨うらやましかった。

　羨んでいるだけではどうしようもないことはわかっていたからできる限りの努力もしたけれど、自分ではどうしようもならないことばかりなのも知っていた。

「俺の顔に何かついてるか？」

　いきなり松前の目がぱちりと開き、間近で視線がかち合う。

「なっ…寝てたんじゃないのかよ！」

「そんなに熱い眼まな差ざしを向けられてたら、気になって仕方ない」

「誰が……っ」

「見てただろう、いま」

「そ…それは、あんたでも目の下に隈作ってんだなって思っただけだよ」

　松前の顔の造作に感心していたと云うのも癪しやくだったので、さっき気づいた事実を告げてみた。

「そりゃ、年中寝ね不ぶ足そくだからな。俺だって機械じゃないんだ、疲ひ労ろうも溜たまる」

「ストレスなんて感じないように見えるけど？」

「比ひ較かく的てき感じないほうかもな。まあ、ストレスがあっても、大人おとななんだからそれなりに取り繕つくろうさ」

「あんたでも見み栄え張ってんだ」

「大人になるってそういうもんだろう？　そう簡単に弱音なんて吐はけるか」

「……そうだな」

　どんなに嫌なことがあったって、それを周囲に悟さとられるような振ふる舞まいをするのはみっともないと思う。

　仕事が大変なのは誰もが同じことだ。みんなそれぞれの苦労がある。そのときいかに辛つらくても、自分だけが大変だと大おお袈げ裟さに嘆なげくのは筋すじ違ちがいだ。

（……ちょっとは気が合うかも）

　松前のように飄ひよう々ひようとしているように見えるタイプも、ストレスを感じていないわけではないのだろう。職業上の悩なやみやジレンマもあるだろうし、弱音を吐きたいときでもプライドが邪じや魔まをするに違いない。

　松前の横おう柄へいな態度は生来のものかと思っていたけれど、意識してカッコつけているのだとしたらちょっと笑える。

　エリートにはエリートなりの苦労があってもおかしくはない。そう思ったら、いけ好かない男なのは変わりないけれど、少しだけ松前に親近感が湧わいた。

「けど、そればっかじゃ疲れるから、甘える相手が欲しくなるわけだ。ただ無条件に抱きしめてもらえていた子供の頃ころとは違ちがうからな」

「あんたにはそういう相手いないのか？」

　達観した物もの云いいが少し気にかかる。遊び慣れているように見えるし、表情も口調も軽いのに、ほんの一いつ瞬しゆんだけ翳かげりのようなものがちらついた。

「生あい憎にく、ここしばらくいないな。だから、こうしてお前みたいなお子様を抱き枕代わりにしてるんだろう」

「誰がお子様だッ」

「そうやって、すぐムキになるところがだよ」

　カラカラと笑われ、返す言葉もない。

（まあ、こいつが気まぐれを起こしてくれたから、いままでしてこられなかった経験をさせてもらってるんだしな）

　レッスンとは云え、していることはあまり気安い行こう為いではない。暇ひま潰つぶし程度に思ってくれていたほうが、関係が重くならずにすんでありがたい。

「あ、そういえばこれって金いらないの？」

「は？」

「だから、レッスン料っていうか診しん察さつ料っていうか……」

　手て慰なぐさみとして相手をしてくれているのだとしても、色々と教えてもらっているのは事実だ。それなりの対価は必要なのではないだろうか？

　そう思って、怪け訝げんな顔をする松前にぼそぼそと告げると、松前は噴ふき出した。

「いるわけないだろ。お前、本当に飽あきないな。むしろ、お前は俺に金くれっていうほうじゃないのか？」

「何で俺がそんなこと云うんだよ？」

「わからないならいいけど」

「この際だから聞くけど、何で俺にここまでするわけ？　あんただったら、相手はよりどりみどりだろ？」

　笑われることにムカついた上総は、一番気になっていたことを訊きいてみた。いくら責任を取るといっても、今朝の一件からして不思議だった。

　興味がなければあんなふうに手を出してくることもなかっただろうし、からかっただけなら自分の素す性じようも住所も教えるわけはないだろう。

　多た忙ぼうな時間を割さいてまでのレッスンは、松前の側にメリットがあるようには思えない。

「そうだな……イッたときの顔が可愛かわいかったからか？」

「なっ……」

「冗じよう談だんだ。退たい屈くつしてたからしばらくつき合ってやってもいいかと思ったんだよ。お前、反応が面おも白しろいしな」

　ろくでもない返答に顔を強こわ張ばらせたあと、思っていた通りの理由を告げられる。

「それに、あの女の手の平で転がされっぱなしじゃ可か哀わい想そうだったんでね」

「云っとくけど、片野はあんたが思ってるような子じゃないからな」

「本当に純情だな。そんなにあの女が好きなのか？」

　逆に訊かれ、考え込む。正直なところ、彼女に恋れん愛あい感情を抱いだいているかよくわからなかった。そういうことを深く考える間もなく、告白の返事を迫せまられたのだ。

「好き…かどうかはつき合い始めたばっかだからわからないけど、大事にしたいとは思ってる」

　言葉を選びながら答えると、鼻で笑われた。

「本気で天然記念物並みに純情なんだな。あの女にはもったいない」

「だから、片野のことをそういうふうに云うなって───んむっ、んんん……っ」

　言こと葉ば遣づかいに対して怒おころうとした途と端たん、突とつ然ぜん唇くちびるを塞ふさがれた。

　触ふれている柔やわらかな感かん触しよくが何なのかくらい、上総にだってわかる。だが、松前の行動の意図はちっとも理解できなかった。

（キス、されてる……？）

　うるさい口を塞ぐのが目的ならこんなに長くなくたっていいだろうし、舌だって入れてくる必要はない。だが、松前は上総の唇を貪むさぼり、捩ねじ込んだ舌で口こう腔こうを舐なめ回してきた。

「んぅ、ん……ん、ん……」

　ざらりと舌が擦こすれ合い、お互たがいの唾だ液えきが混じり合う。さっき甘あま嚙かみされた下唇が舌で擦れるたびにジンと痺しびれ、舌先でくすぐられた上うわ顎あごが甘く震ふるえる。

　松前との初めてのキスは官能的で濃のう厚こうだった。

（そうだ……あんなにやらしいことされたのにキスは初めてなんだ……）　>>>♥

　熱っぽい口づけにくらくらしながら、間の抜ぬけたことを考えてしまう。うっすらと目を開けると、薄うす明あかりに浮うかび上がった松前の顔が至近距きよ離りで目に入った。

　さっきよりも目が暗さに慣れ、その顔がはっきりと見える。

　こうして改めて見ても、やっぱりムカつくほどにカッコいい。

　医者で金もあってキスも上う手まくて───そんな人間がいまは自分一人にかまけているのだと思うと、不思議でたまらなかった。

「ふ……っ、ん、ぁ……んんっ」

　一方的に嬲なぶられるばかりだったキスが少しずつ変化してくる。誘さそい出された舌を吸われたりしているうちに、自分からも舌を絡からめるようになっていた。

　静かな寝しん室しつに濡ぬれた音が小さく響ひびく。上総はどんどん口づけに夢中になっていき、そのうちに何も考えられなくなっていた。

「んん、ん……っは、あ……」

　強く舌先を吸い上げられたあと、ようやく唇が解放される。散々に貪られた口腔には生々しい感触が残り、舌も唇もじんわりと痺れていた。

　すでに鎮しずまっていた体もどことなく熱く、頰ほおも上気している。体に残っていた倦けん怠たい感と相あい俟まって、ふわふわとした気分だ。

　離はなれていった唇をぼうっと見つめていると、ふいに頰を抓つままれた。

「そんな隙すきのある顔してるとまた食われるぞ」

　松前に濡れた唇を拭ぬぐわれ、はたと我に返る。あまりの気持ちよさに意識が飛びかけていた。

「い、いきなり何すんだよっ」

　キスに酔よわされていた自分を取り繕うために声を荒あららげてみたけれど、軽くいなされてしまう。

「潤うるんだ目で文句云われてもな。途と中ちゆうからだいぶ積極的だった気がするんだが？」

「……っ。それは……」

　あまりの気持ちよさに、最初感じていた戸と惑まどいがどうでもよくなっていたのは事実だ。

（つーか、男とキスして気持ちいいって、もしかして俺、ホモの要素があるとか……？）

　一いつ瞬しゆん浮うかんだ疑問を、自分で必死に打ち消した。

（いや！　キスなんて男も女も変わらないって！　こいつのテクニックがすごいだけだ！　そうだよ、こいつのキスが上手すぎるんだよ！）

　いままで、上総がしてきたキスがおままごとのように思えてしまうほど、松前のキスは濃厚で巧たくみだった。

　そもそも、片野とのキスは触れるだけで終わることが多く、あんなふうにしたことはない。

　キスも彼女が初めてだった上総は、どういうタイミングで深い口づけに行けばいいのかわからずに、その一歩がなかなか踏ふみ出せかったのだ。

　そういえば、キスのたびに彼女は物足りなさそうな顔をしていたけれど、やはり不満を感じていたのだろうか？

「やっぱりレッスン料はもらうことにする。そのほうがお前も気が楽だろ？」

「え？　ああ、うん、まあ……」

　松前の脈みやく絡らくもない発言に戸惑いつつも、とりあえず頷うなずく。

　何の代だい償しようもないことは気にかかっていたから、交こう換かん条件のようなものがあったほうがありがたい。かといって、あまり高い金額だと困ってしまう。

　ボーナス時期なら何とかなるが、先月引っ越こしをしたばかりであまり貯金が残っていない上に、一昨日のデートでかなり使ってしまったのだ。

「で、いくら払はらえばいいんだ？」

「金はいらん。レッスン一回につきキス一つ、安いもんだろ？」

「キス……？」

　金額を云いわれると思っていた上総は、告げられた内容に拍ひよう子し抜ぬけした。

　安いか高いかはよくわからないけれど、松前はそれで満足するんだろうか？

「ああ、悪い条件じゃないと思うが。ついでに舌技も盗ぬすめるぜ」

「！」

　つけ加えられた言葉に気持ちが揺ゆれる。

　松前のテクニックが盗めれば、彼女にあんな顔はさせなくてすむかもしれない。松前がどういうつもりなのかは知らないが、これはチャンスとして捉とらえるべきだろう。

「……わかった。それで、いいなら」

「よし、契けい約やく成立だ。レッスンが延長になったときは、追加でもらう。いいな？」

「う、うん」

　松前は上総の返事に満足そうだ。

（そんなにキスすんの好きなのかな……？）

　気になりはしたけれど、訊くタイミングが摑つかめない。

「あの、今日の分は……？」

「今日の勘かん定じようはいまのをカウントに入れておいてやる。あれ以上したら、お前の腰こしが砕くだけそうだからな」

「だ、誰が……っ」

「そうやってすぐに挑ちよう発はつに乗るから、俺にからかわれるんだぞ。いいから、もう寝ねろ」

　誰が怒おこらせてるのだと云い返したかったけれど、掛かけ布ぶ団とんを引き上げられてぽんぽんと背中を叩たたかれると、気き概がいも削そがれてしまう。

「おやすみ、上総」

「!?」

　松前は上総のおでこに唇を押し当てたあと、目を閉じた。不規則にしか睡すい眠みんを取れない医者の習慣からか、すぐに寝ね入いってしまう。

　おやすみのキスなんて、恥はずかしいにもほどがある。本気でしたのか、からかうためにしたのか上総には判断できない。いったい、いまのはどっちなんだろう？

（それにいま、俺のこと名前で呼んだよな？）

　腰にくるような低音で囁ささやかれた自分の名は、不思議と甘い響きが込められていた。

　どういうつもりなのかと訊ききたかったけれど、眠ねむってしまった相手を起こすのも気が引ける。

（……本当に調子が狂くるう……）

　さっきから、キスをされたおでこが火ほ照てってしょうがない。上総はすぐに眠ることを諦あきらめ、男の顔をぼんやりと眺ながめる。

　振ふり回されている自分を自覚しつつも、気持ちよさそうな寝顔を見ていると怒りきれない。

　それに、何をされるかもわからないような人間のところに、捨て身で飛び込むことを決めたのも自分自身だ。どんなことが起ころうが、何事も経験だと思ったほうがいい。

　この選せん択たくが間ま違ちがいだったとしても、もう後あと戻もどりなどできないのだから。

（でも、いつか仕返ししてやる）

　振り回されてばかりで終わるつもりはない。手始めに松前の鼻先を抓つまんでやったら、苦しそうに眉まゆを寄せたがそれでも目を覚ますことはなかった。

　顰しかめられたその顔に少しだけ溜りゆう飲いんの下がった上総は、小さく笑ったあとようやく目を閉じたのだった。
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（……あったかい……）

　体を包み込む温ぬくもりに心ここ地ちよい微睡まどろみを貪っていた上総は、ふと違い和わ感かんを覚えた。

　いつも布団はこんなに柔やわらかくないし、枕まくらもやけに硬かたすぎる。しかも、体を動かそうとしても、何かに締しめつけられているようで寝ね返がえりを打つことはできなかった。

「？」

　よくよく注意を払ってみると、この硬い枕は微かすかだけれど規則正しく上下しており、自分の呼吸ではない誰かの寝息と思われるものも聞こえてきた。

　昔はよく飼い犬が上総の布団に入り込んできて、ベッドの大半を占せん領りようしていることがあったけれど、ここしばらく実家には帰っていないはずなのに。

「うわーっ！」

　何気なく目を開けた上総は、視界に飛び込んできた男の顔に叫さけび声を上げてしまった。

（ななななんで、男と一いつ緒しよに寝てるんだ!?）　>>>♥

　しかも、身動きが取れないほどがっちりと抱だきかかえられている。いきなりの上総の大声に、隣となりで寝ていた男が低く唸うなった。

「……うるさいな。朝から何の騒さわぎだ」

「何のって───」

　上総は徐じよ々じよに覚かく醒せいしてきた頭で、昨晩のことを思い出す。

　須藤と共に大口の取引先の接待に行き、酔った相手をタクシーで送り返したあと、勢いで松前の家に押しかけて……。

（……思い出した）

　この不ふ機き嫌げんな声の持ち主に、口では到とう底てい云いえないようなあんなことやそんなことをされた上に、腕うで枕まくらをされるハメになったのだ。

　一気に蘇よみがえってきた恥ずかしい記き憶おくに、じわじわと顔が熱くなってくる。

　レッスンと割り切っての行こう為いだったけれど、晒さらした痴ち態たいを思い返して平然としていられるわけがない。

「どうした？　まだ眠いならもう少し寝てろ」

　抱きしめ直され、慌あわてて厚い胸むな板いたを押し返す。

「いい加減離はなせよっ！　いま何時だと思ってるんだ！」

　いつまでも男に抱かれたままでいたくはない。上総はジタバタともがき、やっとのことで松前の腕から抜ぬけ出した。

「あ？　何時だ、いま」

「えーと…………え？」

　ベッドの上で起き上がり、サイドボードに置いてある目覚まし時計の針の位置を見た上総は、頭の中が真っ白になった。

　本当なら、もう家を出ている時間だ。ここから会社までどのくらいかかるのかわからないが、彼女との朝の待ち合わせに行くためにはもうあまり時間がない。

「おい！　あんた、何で寝てんだよ！　昨日、起こしてくれるって云っただろ!?」

　時計を松前の顔の前に突つきつけ、声を荒あららげる。自分で携けい帯たい電話のアラームでもセットしておくべきだったのだろうが、この期ごに及およんでは八つ当たりするしかない。

「あ？　ああ、もうこんな時間か。すまん、あんまり抱き心地がいいから寝過ごした」

「ふざけんな！　ああもうっ、これじゃ家に戻もどる時間ないし……っ」

　パニックに陥おちいり、何から手をつけていいかわからない。

「落ち着け。会社ならここから直接向かえばいいだろう」

「あのな、俺は営業なんだぞ!?　同じスーツで行くなんて以もつての外だ！」

　会社のロッカーに、替かえのワイシャツといざというときのために葬そう儀ぎ用のスーツは置いてあるけれど、普ふ段だんから身なりには気を遣つかえと後こう輩はいに云っている立場としては示しがつかない。

「ネクタイくらいなら貸してやるよ。スーツとワイシャツはサイズが俺のじゃ合わないだろうから諦めろ。とりあえず、シャワー浴びてこい。ただし、五分でな。そうしたら、少しは落ち着くだろう」

「だから、そんな時間はないって───」

「いいから行け。それともその五分間、俺に好きにされたいか？」

　パジャマの裾すそから入り込んできた手が、腰を妖あやしく撫なでてくる。尾びてい骨のあたりをくすぐられ、背筋をぞわぞわとしたものが駆かけ上がっていった。

「～～～～、しゃ、シャワーお借りしますっ」

「リビングを出て二番目のドアが風ふ呂ろ場ばだ。あるものをてきとうに使え」

　ベッドから転げ落ちるようにして松前の手から逃のがれ、寝しん室しつをあとにする。

　背中に投げかけられた暢のん気きな声にからかわれたのだと知ったけれど、赤面した顔を見られたくなくて、振り返って文句を云うことはできなかった。

　一人になりたくて飛び込んだバスルームで、また驚おどろいてしまう。想像以上に脱だつ衣い所が広く、浴室との間はガラスのドアで仕切られていた。

　シャワーブースも別個に備えつけられていて、籐とう籠かごにはふかふかのタオルとバスローブ、洗面台には未使用の歯ブラシまで用意されている。

　大きな鏡もピカピカに磨みがき上げられており、まるでホテルのバスルームのようだ。

「……感心してる場合じゃないだろ」

　ぼんやりとしている時間は、上総にはない。五分とまではいかなかったが手早くシャワーを浴び、身み支じ度たくをすませてバスルームを出た。

　着き替がえを持っていかなかったためバスローブでリビングに戻ると、食欲を誘さそういい匂においがしてくる。匂いの元を探すと、カウンターの向こうで松前がすでに身支度を整えた姿でキッチンに立っていた。

「あ……シャワーお借りしました」

「もう上がったのか？　使ったタオルとかはそのへんに置いとけ。スーツは寝室にかけてあるから着替えてこい」

「あ、ああ」

　てきぱきと指示されて寝室に入ると、昨日脱ぬがされたスーツがハンガーにかけてあり、洗せん濯たくしてもらったワイシャツも下着も綺き麗れいに畳たたんでベッドの上に置いてあった。

「……アイロンまでかけてある」

　ほんの十分ほどの間にここまで用意できるなんて、魔ま法ほう使つかいか何かだろうか。医師として、普段から時間に追われている成果なのかもしれない。

　松前の手て際ぎわに驚きながら着替えていると、寝室のドアが突とつ然ぜん開けられた。

「準備終わったか？」

「うわあッ！　開ける前にノックしろよ」

　スラックスを穿はき終わったところだったからいいものの、松前に着替えているところを見られるのは抵てい抗こうがある。

「もう見られて恥はずかしいもんなんてないだろう。メシできたから早く来い」

　告げられた言葉の前半には反論したかったけれど、それよりも後半の言葉に驚いてしまい、声を詰つまらせてしまった。

「メシって……」

「朝飯に決まってるだろう。朝食は一日の基本だ」

　わかりきったことを訊きくなと云いわんばかりの態度で返されたけれど、上総が気になっているのはそのことではない。

「あんたが作ったのか？」

「他ほかに誰がいる。味は保証しないが、栄養バランスは問題ない」

　いま松前が作っていたのは、上総のための朝食だったらしい。まさか、自分のためにそこまでしてくれるとは思わなくて戸と惑まどってしまう。

「え、でも、もう行かないと……片野と、待ち合わせが……」

　ごにょごにょと告げたけれど、真っ当な理由で云い負かされてしまった。

「メシ抜きで行って、仕事に支障をきたしたらどうする。仕事と女とどっちが大事なんだ。それとも、一度寝ね坊ぼうしたくらいで愛あい想そ尽つかすような女なのか？」

「そういうわけじゃないけど」

「今日はそっち行く日じゃないが、会社の傍そばまで送っていってやるから食っていけ」

　そこまで云われては食べないわけにいかない。それにせっかくの厚こう意いを無下にするわけにもいかない。上総は松前のあとについていき、テーブルについた。

「好き嫌きらいはないだろ？」

「あ、うん」

　松前が用意してくれたのは目玉焼きにサラダにトースト。マグカップには湯気を立てているカフェオレが入っている。

「……いただきます」

　両手を合わせて、フォークを手に取る。

　こういう朝食を摂とるのは久しぶりだ。上総も学生時代は自じ炊すいをしていたけれど、就職してからは時間が取れず外食ばかりになってしまっている。

　松前と向かい合って食事をするというのは不思議な気分だ。昨日まではまったく知らない人間だったのに、一夜まで共にしてしまった。

　黙もく々もくと食事をしていたけれど、沈ちん黙もくが気まずくて上総から話しかける。

「料理するんだな」

「好きでしてるわけじゃない。簡単なものしか作れないしな。まあ、食えりゃ問題ないからいいんだよ」

「それなら外で食えばいいんじゃねーの？」

　料理が好きでないのなら、無理に自炊をする必要はないのではないだろうか？

　そう思って問うと、意外な答えが返ってきた。

「患かん者じやに食事の指導をしている立場で、外食だけですますわけにいかないだろう。せめて、朝飯くらいはな」

「ふぅん、一応考えてるんだ」

「一応って何だ」

「いや、意外と真ま面じ目めなんだなと思って」

　医者という道も好きで選んだわけじゃないと云っていたけれど、仕事に対する姿勢は真しん摯しだ。誠意がないようにも見えない。

「『意外と』はいらん。どうもお前は俺に一言多いな」

「あんたがそういう態度を取るからだろ……って、もう食ったのか！　早食いは消化に悪いんじゃないのか？」

　軽口を叩たたいているうちに、松前は皿を空にしていた。

「仕方ないだろう、医者は時間がないんだから」

　椅い子すにかけてあったジャケットを羽織る松前に焦あせってしまう。後片づけを始める松前に急せかされるようにして、残りのパンとサラダを口の中に押し込んだ。

「食ったか？　じゃあ、行くぞ」

「ちょっと待てって、これ片づけるから……っ」

　空いた皿をカウンターへ持っていこうとしたら、制止された。

「そのままでいい。早く行きたいんだろ。いいから来い」

「人を犬みたいに呼ぶな！」

「犬のほうがよっぽど素す直なおだろ」

　上総の主張に、松前は楽しそうに笑いながら、玄げん関かんへと向かっていく。上総は慌あわててカバンを拾い上げ、大おお股またで歩く松前を追いかけた。










　エレベーターで辿たどり着いたのは、一階のエントランスではなく、地下の駐ちゆう車しや場だった。富ふ裕ゆう層向けの高層マンションの駐車場だけあって、並んでいるのはいかにも高級車ばかりだ。

　松前はその中の一台にポケットから出したキーを向けて、ロックを外す。

「それがあんたの車？」

「ああ」

「……高そうな車」

　車はあまり詳くわしくないけれど、上総の給料では気安く手が出るような値段ではないはずだ。

「まあ、初期投資はそれなりにかかってるか。けど、もう五年以上乗ってるから高い買い物ってわけじゃない」

「ふぅん、大事に乗ってるんだ」

　五年ものとは思えないくらい、車体は磨き上げられている。

「お前、車は？」

「免めん許きよ取ったとき以来、運転したことがない」

「ペーパーかよ、もったいねぇな」

「車買う余よ裕ゆうも乗る暇ひまもないんだよ」

「時間は自分で作るものだ。金も何とかならないか？」

「うるさい。俺にだって色々使い道があるんだよ」

　実家の事業が不安定な時期があったため、大学は奨しよう学がく金で行ったのだ。いまはそれを返しつつ、僅わずかだが家にも仕送りをしている。

　商売が持ち直してきたとは云え、生活に余裕のある状態ではない。少しでも家族の足しになればと思ってのことだ。

　だが、そんな内情を松前に話して同情されたりしたくはない。上総は無むり理矢理やり自分から話題を変えた。

「いままでに何人、この助手席に乗せたんだよ」

「一人も。他人を乗せたのはお前が初めてだ」

「はあ？　噓うそつけ。だったら、デートするときとかどうしてるんだよ」

　人数など忘れたとでも豪ごう語ごすると思っていた上総には、松前の返答は意外だった。

「お前と違ちがって、俺はデートなんかで女の機き嫌げんを取る必要はないからな。それに車に乗せると自分が特別だと思い上がるやつばかりだから面めん倒どうなんだ。足が必要なときは相手に車出させりゃいいしな」

「あんたね……」

　松前の物云いに呆あきれてしまう。世の中、不公平だ。どうして、こんな男がモテるのだろう。

　そんな不平を呟つぶやいていると、松前がそういえばと問いかけてきた。

「彼女に連れん絡らくしないでいいのか？」

「あっ！」

　今日は遅おくれるというメールをしようと思っていたのに、バタバタしていたせいですっかり忘れていた。慌てて携けい帯たい電話を取り出し、メール画面を呼び出す。

「何だ、忘れてたのか？」

「い、いましようと思ってたんだよ」

「そういうことにしておいてやるか」

　上総の見え見えの云いい訳に、松前はニヤニヤと笑っている。

（誰のせいで寝坊したと思ってるんだ！）

　喉のど元もとまで出かかった文句を飲み込み、横目で睨にらみつける。どうせ口にしたって、反はん撃げきにあって云い負かされるのがオチだ。

　仕事で口はだいぶ鍛きたえているはずなのに、弱みを知られているせいか松前には子供のような反論しか出てこないのか。

（……憂ゆう鬱うつだ……）

　寝坊して行けないと云ったら、どんな反応をされるだろう？　「真由に会いたくなかったの!?」などと機嫌を損そこねられたらどうしたらいいのだ。

　しかし、連絡もしないで待ちぼうけさせるわけにもいかない。

　重い気分で返事を打ってメールを送信すると、しばらくして手の中の携帯電話が震ふるえた。恐おそる恐る届いたばかりのメールを開いた上総は、その内容にぱちぱちと目を瞬しばたたく。

「えっ…………」

「何て書いてあった？　返事来たんだろ？」

　松前が華か麗れいにハンドルを捌さばきながら、問いかけてくる。

「仕事が忙いそがしいんだから無理しないで、気をつけて来てねって……」

　予想外にあっさりとした返事に拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。むしろ、いままでの彼女からは考えられない文面だ。何かあるごとに甘えた態度を見せていた片野の反応とは思えない。

「女なんてそんなもんだよ。ドライな生き物なんだから、あんまり夢を見るな」

「…………」

　上総が惚ほうけていると、松前が同情的な響ひびきを込めて慰なぐさめてくれた。

　夢を見ているつもりはなかったけれど、松前の言葉はやはり現実なのだろうか。上総が悄しよう然ぜんとしていると、松前は可か哀わい想そうに思ってくれているのかさらに声をかけてきた。

「そういや、彼女とのデートはどこに行ったんだ？」

「……映画見て、買い物して、食事してからホテル」

　いまさら、松前相手に見み栄えを張っても仕方ないと思い、素直に答える。

「思いっきり定番だな」

「仕方ないだろ、初めてだったんだから」

　松前に嚙かみつく気力もなく、ぐったりと背もたれに体を預けながら告げた。

　色々と考えてみたけれど、下へ手たに張り切って失敗するより、スタンダードなところで押さえたほうがいいと思ったのだ。

（結局、最後で失敗したけどさ……）

　あのときのことを考えると、気が滅め入いってくる。もしかしたら、このトラウマは一生消えないかもしれない。

「学生のときにデートもしたことなかったのか？」

「うるさいな。ずっと男子校だったし、大学のときも部活に明け暮れてたんだよ」

　泥どろと汗あせにまみれた青春だった。部活中心の生活は心底楽しかったし、そんな体育会系なところが買われて、いまの会社にだって就職できたのだ。後こう悔かいはしていない。

　いま思えばもう少しくらい、他ほかのことにも興味を持っておいてもよかったかもしれないが、当時は目の前のことで精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

「男子校？　よくお前無事だったな」

「何が？」

　感心したように云われたけれど、上総にはその意味がわからなかった。何のことかと聞き返してみても、松前には軽く流されてしまう。

「その天然さが功を奏したのかもな」

「だから、何のことだよ！」

「とにかく、大学生ならその程度で喜ばれるかもしれないが、相手はＯＬだぞ。あいつら、安くていい店を知ってるんだから、雑誌に載のってるような高いだけの店じゃダメだろ」

「うっ……」

　松前の指し摘てきにギクリとする。どうして、雑誌を見て決めたとわかったのだ。

「ああ、でもお前営業だろ？　接待で色んなとこ行ってるんじゃないのか？」

「接待で使うような店は高すぎて手が出ねぇよ！」

　もし金額が手て頃ごろだとしても、そこで取引先の人間や会社の上司にばったり会ってしまったりしたら気まずすぎる。

「まあ、ついでだから、そっちもレクチャーしてやるよ。今日の昼は予定入ってるか？」

「昼？　営業回りで外出てるけど」

「昼飯食う時間はあるんだろ？　あとで今日のスケジュールをメールしとけ。都合つくようなら、メシ食いに連れていってやる」

「ちょ、ちょっと待てよ。気持ちはありがたいけど、俺、あんまり金ないし……」

　松前の申し出は魅み力りよく的だけれど、財さい布ふの中の残金を考えると来月の給料日までは節約生活をしなくてはならない。

「心配すんな。しばらくは俺が出しといてやるよ。お前の将来に期待して、出世払ばらいってことでいい」

「いや、でも───」

　レッスンをしてもらって、その上食事代まで出してもらうわけにはいかない。そう思って固辞しようとしたけれど、松前は譲ゆずらなかった。

「初期投資はケチらないのが信条なんだ。しばらくは、黙だまって俺の云うことを聞いてろ。悪いようにはしないから。無む駄だ遣づかいだとは絶対に思わせない」

「わ…かった……」

　自信満々な松前に押され、上総は頷うなずいてしまった。

（何で、こいつはこんなに楽しそうなんだ……？）

　上じよう機き嫌げんの松前に、上総はこっそりと首を傾かしげる。いわゆる、金持ちの道楽というものなのだろうか？

　だが、いくら考えても松前の思考回路は理解できない。

　それでもいまは、当初抱いだいていた嫌けん悪おのようなものはすでになく、それどころか好感を抱き始めている自分がいることが驚おどろきだ。

（やっぱり、わけがわからん）

　上総は思考を放ほう棄きし、視線を窓の外へと投げたのだった。
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　あの日以来、レッスンの一いつ環かんと称しようして連れ回されるようになった。

　昼間呼び出されて食事をしたり、仕事帰りに車で拾われてホテルに連れていかれたり、出先で待ち合わせて雰ふん囲い気きのいいバーを教えてもらったり。

　ほんのちょっとの時間でも、それなりにできることはある。時間は自分で作るものだという松前の言葉は尤もつともだと思い知らされた。

　意地は悪いけれど、知識は豊富で頭もよく回る松前とは話をしていても楽しい。

　体のレッスンも二人でいることも、この数日でだいぶ慣れたと思う。そして、今日は彼女とデートをした日からちょうど一週間後の土曜日。

　上総は片野とではなく、松前と約束していた。約束と云っても、「明日の朝、迎むかえに行くからアパートの前で待っていろ」と一方的に云われただけだ。

　目的地は教えてもらっていないが、少し遠出をするらしい。松前は用件だけ告げて電話を切ってしまったので、どういう予定になっているのかさっぱりわからない。

（俺だって、片野と会いたくないわけじゃないんだけどさ……）

　別に彼女より松前を優先したわけじゃない。生あい憎にく、今回は彼女のほうから用事があると云って断られてしまったのだ。

　やはり、この間の一件で愛あい想そを尽つかされたのでは……と不安になったけれど、ずっと前から女友達と買い物する約束をしていたのだと申し訳なさそうにされれば、楽しんでこいよと返すしかない。

　片野との朝の待ち合わせも、あの日以来していなかった。疲つかれてるみたいだからと彼女のほうから、無理をさせたくないからしばらくは会うのを我が慢まんすると申し出てきたのだ。

　上総は大だい丈じよう夫ぶだから会いたいと告げたのだが、涙なみだ声ごえで「那波くんの体が心配なの」と云いわれ、それ以上何も返すことができなかった。

　だから、この一週間で片野に会えたのは昼休みの時間に社内にいることができた水曜日と木曜日だけだ。自じ業ごう自得とはいえ、恋こい人びと同士としてこれじゃいけないと思う。

　早く、松前とのレッスンの成果を上げて、片野に頼たよりがいのある彼氏として見られたい。

　しかし、デートを断られたことは、正直ありがたかった。

（また失敗したら、云い訳のしようがないもんなぁ……）

　松前に触ふれられるときは素す直なおに反応してしまうけれど、彼女といざそういう雰囲気になったときに緊きん張ちようしてしまう可能性は大いにある。

　もし、二度目もダメだったとしたら、名めい誉よ挽ばん回かいのチャンスは多分もらえないだろう。

　そんなことにならないように、もう少し自信をつけておきたいのだ。

「……い。おい、何ぼけっと突つっ立ってるんだ」

「へ？　あ、あれ？　いつの間に？」

　呼びかける声に顔を上げると、すでに見慣れた松前の愛車が停とまっていた。

「寝ね惚ぼけてるのか？　立ったまま寝るなんて、器用なやつだな」

「そういうわけじゃ……ちょっと考えごとしてて……」

　ぼんやりとしていたところを見られた気き恥はずかしさに、ごにょごにょと云い訳する。

「まあいい、早く乗れ。眠ねむかったら中で寝てろ」

「だから、寝てたんじゃないっつーの」

　ぶつぶつと文句を云いながら、松前の車に乗り込んだ。

　この助手席に乗るのも、もう慣れた。座席は上総が調整した位置のまま、少しも変えられていないところをみると、他に誰も乗せてはいないのだろう。

　シートベルトを締しめていた上総は、ふと向けられている視線に気がついた。

「……何見てんだよ」

　ジーンズにカットソーにジャケット。ごく普ふ通つうの格好のつもりだが、どこかおかしいところでもあるのだろうか？

「いや、大学生みたいだなと思って」

「悪かったな、ガキくさくて！」

　自分でもそれなりに気にしていることを、はっきりと指摘されると腹が立つ。

　普ふ段だんはスーツと前まえ髪がみを上げることで童顔を隠かくしているけれど、そうでないときは社会人に見てもらえないのが悩なやみの種なのだ。

「いや、可愛かわいくていいんじゃないか？」

　笑いを含ふくんだ返答に、上総は声を荒あららげる。

「二十五の男が可愛くてどうすんだよ！」

「年上受けを狙ねらって、母性本能をくすぐるタイプになるって手もあるぞ」

「別に、誰彼かまわずモテたいわけじゃない。俺には片野がいるからいいんだよ」

　本音を云えばモテないよりはモテるほうがいいけれど、カッコつけたい相手は一人だけだ。つき合っている恋人の中で一番でいられればそれでいい。

「はいはい。ま、どうせだから今度、私服も見み繕つくろってやるよ。いい服を着れば、着てる人間も変わる」

「そうかなぁ？」

　背せ伸のびをしすぎて、似合わない服を着ているようなタイプもたまに見かける。

　そういう冒ぼう険けんをして、そぐわないものを身に着けるよりは無難なものを選んだほうがよくないだろうか？

「服に見合うようになろうと、所作が気になるようになるだろう？　似合ってないようなのは、元から勘かん違ちがいしているようなやつだ」

「そりゃ、まあ……」

「それに俺が見立てるんだから、似合わないものなんて着させない」

「期待していいんだろうな？」

　松前の自信満々な物云いに慣れてきたのは、決していい加減なことを口にしているわけではないのだとわかったこともあるかもしれない。

　それにいちいち気にしていたら、こっちが疲れてしまう。

「初めてスーツを着たとき、背筋が伸のびる感じがしなかったか？　意識が変われば、顔つきも変わってくる」

「ああ、そういえばそうかも」

　生まれて初めて袖そでを通したスーツは決して高いものではなかったけれど、これで大人おとなの仲間入りをするのだと思って緊張した。

　でも、松前がそんなことを云うなんて意外だった。こんな太ふて々ぶてしいやつにも初うい々ういしい時期があったんだろうか？

（…………）

　松前にも子供の頃ころがあり、学生として勉強をしていた頃もあったはずだが、全然想像がつかない。いまと同じように態度のデカい子供だったのかもしれない。

　じっと松前を見つめていたら、その横顔に小さな笑えみが浮うかべられた。

「何か云いたそうな顔してるな」

「え、いや、別に？　そ、そういえば、今日はどこ行くんだよ？　いい加減、教えてくれたっていいだろ」

　追つい及きゆうされないよう、わざとらしく話題を変える。松前の過去を想像していただなんて知られたくない。

「着いてからのお楽しみだ。行き先がわからないほうが期待できるだろ」

「しねーよ、子供の遠足じゃないんだから」

　そう云いつつも、ほんの少し期待している部分もなくはない。松前と出かけることを楽しみにしていた自分が悔くやしくて、ふいと顔を背そむけた。

「わ……」

　何気なく窓を開けたそのとき、視線を投げた窓の外の景色が変わってきていることに気づいた。建物で遮さえぎられていたはずの青空が大きく広がり、その下には水平線が見え、開けた窓から入ってくる風にも潮の匂においが混じっている。

「海？」

「正解。いいだろう、この時期に来るのも」

　驚おどろいた。海に来るなんて何年ぶりだろう。季節外れではあるけれど夏とは違ちがった表情で、見ているだけで何だかわくわくしてくる。

　松前は手て頃ごろな駐ちゆう車しや場に車を停め、慣れた足取りで海へと向かった。どうやら、この場所には来慣れているようだ。

　防ぼう波は堤ていを越こえると、砂すな浜はまに辿たどり着く。靴くつの裏に感じる砂の感かん触しよくは懐なつかしい感じだった。不安定な足下に、スニーカーを履はいてきてよかったと思う。

　浜はま辺べにはサーファーらしき若者が数名と犬と散歩をしている親子連れがいるだけで、オンシーズンのときの賑にぎやかさはなく、どこまでも穏おだやかだ。

「けど、何でいきなり海なんだ？」

「ああいう女は高い店は慣れてるだろうからな。海も定番と云えば定番だが、シーズン外なら意外性があっていいだろう？」

「なるほど……」

「ただ俺が来たかっただけとも云うが」

「どっちなんだよ！」

　真ま面じ目めに感心していたのに、水を差される。いったい、どっちが本音なんだかわからない。

（でもまあ、気持ちいいからどうでもいいか）

　春先のせいかまだ風は冷たかったけれど、日差しは柔やわらかくて心ここ地ちいい。

「ここにはよく来るのか？」

「時間があるときはな。こういうところでのんびりしてると、疲れが取れる気がしないか？　潮風も気持ちいいし、気分転てん換かんするにはうってつけだろ」

「……そうだな」

　松前はどんなときに、ここへ来るのだろう？

　助手席に誰も乗せたことのない車で一人で訪おとずれ、海を眺ながめながら煙草たばこをふかし、そうしてまた家に帰るのだろうか？

　水平線を見つめる横顔は、いままでになく淋さびしそうに見えた。気づかないふりをしたほうがいいと思い、背中を向けてわざとらしく話しかける。

「あっちに行ってみてもいい？」

「ああ、好きに遊んでこいよ」

　距きよ離りを置いたほうがいいかもしれないと思い、上総は海のほうへと歩いていった。

　松前を一人にしてやろうという気き遣づかいからの行動だったはずなのに、ざくざくと砂浜を歩いているうちに楽しくなってきてしまう。

　徐じよ々じよに足の動きが速まっていき、やがて走り出した上総に、松前が背後から声をかけてきた。

「転ぶなよ」

「転ぶわけないだろ！」

　大声で云いい返しながら波打ち際ぎわまで走っていく。打ち寄せる波に手を伸ばすと、海水は予想以上に冷たかった。

「あ、貝かい殻がらだ」

　上総は形のいい綺き麗れいな貝殻を拾い上げ、砂を海水で洗い流す。そうやって、しばらく子供のようにはしゃいでいたけれど、やがてはたと我に返った。

（何を浮かれてるんだ、俺は！）

　また呆あきれられているのではと不安に思いながら振ふり返ると、松前はこちらを見守るような表情で見つめていた。

　愛いとおしむような眼まな差ざしにドキリとしてしまう。ふいに高鳴り始めた鼓こ動どうに動どう揺ようし立ち尽つくしていると、松前が歩み寄ってきた。

「どうした？」

「べ、別に……くしっ」

　松前の視線にドキドキしていただなんて云えるわけがない。ごまかそうとした瞬しゆん間かん、鼻がむずむずしてくしゃみが出た。

　花か粉ふん症しようにはまだなっていないはずだから、潮風に体が冷えたのかもしれない。

「寒いのか？　四月とは云え、まだ風は冷たいからな」

　松前は自分の首にかけていたマフラーをふわりと上総の首に巻いてくれた。

　カシミヤのそれはとても肌はだ触ざわりがよく、ニットのちくちくした感じが苦手な上総の肌はだにもしっくりと馴な染じむ。

　甘やかされて疼うずく胸が気まずくて、上総は松前の厚こう意いを受けるのを辞退しようとした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって」

「こういうのも一種の演出だ。レッスンの一いつ環かんなんだから大人しくしてろ」

　遠えん慮りよしようとしたけれど、レッスンだと云われてしまえば黙だまるしかない。渋しぶ々しぶ、されるがままになる。

「もしかして、このために持ってきてたのかよ」

「そうかもな」

（くそ、本当に気き障ざだよな）

　男として学ぶべきところは多いけれど、何気なくこういうことをしても様になってしまうところがまた憎にくい。

　果たして、自分が実じつ践せんしてみたときにわざとらしくならずにすむだろうか？

　複雑な気持ちでマフラーを巻いてくれている松前の手を見ていたら、ふいに名前を呼ばれた。

「上総」

「ん？」

　何も考えずに顔を上げた瞬間、唇くちびるの上を温あたたかな何かが掠かすめていった。残された柔らかい感触と一いつ瞬しゆんだけ陰かげった視界に、ワンテンポ遅おくれてキスをされたことを知る。

「な、何して…っ」

　口を押さえて赤くなると、涼すずしい顔で告げられた。

「今日のレッスン料だ。先さき払ばらいってことで」

「する前に何か云えよっ」

（一瞬すぎて、技を盗ぬすむ間もなかったじゃないか……っ）

　いつもは前もって云ってから、キスをしてくる。それも息苦しくなるくらいしつこいのをしてくるくせに、今日はどういう心境の変化なんだ。

（つーか、誰か見てたりしたらどうするんだ！）

　心配になって、あたりをきょろきょろと見回してしまう。幸いなことに、こちらに視線を向けている人はいなかった。

「誰も見てないって。見られてたって、二度と会うやつなんていないんだから気にするな」

「普ふ通つうは気にするっつーの！」

　男女でも人目を憚はばかるべき行こう為いなのに、男同士でしていたら奇き異いの目で見られかねない。松前に足りないのは、恥はじらいの気持ちではないだろうか。

「少し早いがメシにしよう。温かいものを食べれば、体も温まる」

「あんた、人の話聞いてないだろ？　ちょっ、おい、引っ張るなよ！」

　松前はいきなり上総の手を摑つかんで歩き出した。力強く引っ張られ、上総はたたらを踏ふんだ。先に立って砂地を歩いていく松前は、上総の手を離はなそうとはしない。

「一人で歩けるって」

「恥ずかしがることないだろう。それにこういうときに手を繫つながなくてどうする。足下が砂で歩きにくいんだからチャンスだろ？」

「そりゃ、そうかもしんないけど……」

（いま、俺があんたと手を繫ぐ必要はどこにあるんだ）

　いくらレッスンだとはいえ、この程度のことなら口で云ってくれれば実践しないでも理解できる。だが、そんな主張は何な故ぜか声にはならなかった。

（あったかい手……）

　冷たい風が吹ふきつけてくる中、ぎゅっと握にぎられた指先とマフラーが巻かれた首元だけは温かい。そのどちらも、上総から振り解くことはできなかった。　>>>♥

　無言のまま大おお股またで砂すな浜はまを歩いている間、やけに時間が長く感じられた。自分の指先をこんなに意識するなんて初めてだ。

　少しずつ汗あせばんできている手の平が気になってくる。

「……おい。いつまで繫いでんだよ」

　防ぼう波は堤ていとなっているコンクリートの階段に差しかかったところでようやく、そう切り出すことができた。

「ん？」

「もういいだろ、ここまで来たんだから」

　それでも、自分からはどうすることもできず、汗ばんだ手を意識するばかりだ。

「何だ、やっぱり恥ずかしいのか？」

「……っ」

　手の平を指でくすぐられ、びくりと反応してしまう。その弾はずみで反射的に手を引き、松前の指の感かん触しよくが残るそれを握りしめた。

　体に走った慄おののきを隠かくすことができず、かぁっと頰ほおを染めてしまう。

「そういう反応をするから、つけ入られるんだぞ」

「ヘンなことしてくるのはあんただけだろ！」

　過か剰じような反応をしてしまった自分が恥ずかしくて、くっくっと肩かたを震ふるわせて笑う松前の胸を握った拳こぶしでドンと叩たたいた。

「どうだかな。お前が気づいてないだけってこともあると思うが？」

「そこまでバカじゃねぇよ！」

「本当にそうやってムキになるところが可愛かわいいよな。自分で気づいてるか？　機き嫌げんが悪くなると、口が尖とがるって」

「！」

　無意識に尖らせていた唇を指で突つかれ、さらに笑われる。唇を弄いじる指先の感触に、あらぬことを思い出してしまう。

　口こう腔こうを舌や指で搔かき回され、甘ったるく喘あえぐ自分。それは松前と出会うまではいないはずの存在だった。

　蘇よみがえってきた記き憶おくに体の奥がずくりと疼く。晴れやかな空の下、そんなことを考えてしまう自分にも思い出させてくる松前にも苛いら立だちを覚えた。

「ムカつくって顔に書いてある。本当にわかりやすい」

「～～～っ、勝手に云いってろ！」

　しつこくからかわれ、上総は堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。標識の矢印に従って、最も寄よりの駅に向かって歩き出す。

「おい、どこ行くんだ」

「もう帰るんだよ！」

「帰るって、駐ちゆう車しや場はそっちじゃないだろう」

「電車で帰る。あんたはまだここにいればいいだろ」

「怒おこったのか？　待てよ。悪かった、調子に乗りすぎた」

　そっけなく告げると、松前は慌あわて出した。もっと軽くいなしてくるかと思ったのに意外だ。とは云え、上総ももう引っ込みはつかない。

　もう知るかといった態度でずんずんと歩いていると、強い口調で名前を呼ばれ、背後から腰こしを引き寄せられた。

「上総！」

「うわ…っ」

　バランスを崩くずした上総の体は、背中から松前の胸へと倒たおれ込んだ。抱だき止められた体勢のまま見下ろされ、視線がかち合う。

「な…にすんだよ」

　憤いきどおりをぶつけようと口を開いたけれど、戸と惑まどいのほうが先に立ってしまった。松前の顔にさっきまでの笑い混じりの表情はどこにもなく、いまは真顔で上総を見つめてくる。

「ごめん。怒おこらせるつもりはなかったんだ」

　上総をからかってばかりいた声が真ま面じ目めな響ひびきに変わり、今度は許しを乞こうてきた。

（……反則だよな、この顔は……）

　松前の顔で真しん摯しな眼まな差ざしを向けられると、不思議と怒いかりが削そがれてしまう。

　いままで顔で人を判断したことはなかったはずだけれど、松前のような美形が間近に来るとそれだけでつい怯ひるんでしまうのだ。

　目を見て話されるだけでドキドキしてくる。思わず見み蕩とれてしまうせいで、怒りに集中できなくなるからだろう。

「機嫌直せよ。美う味まいメシ食わせてやるからさ。ここまで来て、何も食わないで帰るのはもったいないだろう？　お前だって腹減ったんじゃないのか？」

「俺は別に───」

　その瞬しゆん間かん、言葉とはうらはらに上総のお腹なかが派手に鳴った。今朝は出かける仕し度たくに手間取ったため（何を着ていけばいいのかわからなかったのだ）、朝食を食べていない。

「詫わびに奢おごる。コースを一人で食っても味気ないからつき合えよ」

　上総の張った意地は気づかぬふりでさらりと流し、下手に出て頼たのんでくる。怒りも持続せず、空腹とあらば首を横に振ふり続けるのは難しい。

「し…仕方ねぇな……」

「よし」

　渋しぶ々しぶといった体で頷うなずくと、松前は嬉うれしそうに小さく微笑ほほえんだ。

「……っ」

　どくん、と跳はねた心臓は早はや鐘がねを打ち続け、上総の体温を上じよう昇しようさせる。意地も悪いし、いけ好かないのに、たまに見せられるこういう表情に何故か胸が騒さわぐ。

（……こいつが無む駄だに美形なせいだ）

　松前が本気を出して口く説どいたら、落ちない人間はいないだろう。

　いい男に傅かしずかれて悪い気分になる人間もそうはいないだろうし、どんなに気き障ざで恥ずかしい台詞せりふもこの声とこの顔で云われれば、笑い飛ばせなくなる。

「じゃあ、行こう」

　松前は上総を一人で立たせると、いま来た道を戻もどっていく。目的地は駅とは反対方向にあるらしい。

　開いていく距きよ離りを埋うめるべく、上総は松前を追いかけた。

　広い背中を見つめながら、ふと疑問に思う。

（何でこいつは俺の機嫌なんか取ってんだ？）

　本来なら上総のほうが下手に出てもいいくらいなのに、怒った上総を松前は必死に引き止めてきた。これも松前にとっては、遊びの一いつ環かんなのだろうか。

　───まだまだ、謎なぞの多い男だ。

　ゆったりとした足取りの松前に続いて歩いていると、昔ながらの街並みと新しい洋風の家が混じり合うようにして建ち並んだ景色が目に入ってくる。

　海岸沿いの道から一本入っただけなのに、ずいぶんと雰ふん囲い気きが違ちがうものだ。

　民家の庭には遅おそ咲ざきの桜が花をつけ、そよ風に新しい青葉が揺ゆれ、煉れん瓦が造りの花か壇だんには色いろ鮮あざやかなパンジーが咲さき乱れている。

　いわゆる閑かん静せいな住宅街といった風ふ情ぜいで、このあたりに飲食店があるようには到とう底てい思えない。

「───そういや、メシってどこで食うんだ？」

「この先にいいフレンチレストランがあるんだ。席は少ないが品のいい店で、料理も美味い。窓まど際ぎわの席から見える中庭もよく手入れされていて、目でも楽しめるしな」

「いつも思うけど、そういうのよく知ってるよな。どこで情報仕入れてるんだ？」

「昔、よく母親に連れて歩かされてたんだよ。いまから行くところも知り合いの店だしな」

「これだから、いいとこのボンボンは……」

「何か云ったか？」

「独り言だ」

　舌打ち混じりの呟つぶやきが耳に入ってしまったらしい。ごまかすのもバカらしくて、そっけなく返すと、松前はあらぬ方向へと顔を向けた。

「どうかしたのか？」

「何か聞こえないか？」

「何かって……猫ねこの鳴き声？」

　耳を澄すましてみると、微かすかに動物の鳴き声のようなものが聞こえてくる。上総は気に留めるほどのことでもないだろうと思ったが、松前は違ちがった。

「いや、子供だ」

「え？」

　足取りを速め、声のするほうへと向かう松前を追いかける。すると、二つ先の路地を曲がったところで、子供が一人、座り込んで泣いていた。

　よく見ると、擦すり剝むいた膝ひざに血が滲にじんでいる。事故にでも遭あったのだとしたら大変だ。

　上総が内心で慌てていると、松前はその男の子の目線に合わせるようにしゃがみ込み、親しげに話しかけた。

「どうした、坊ぼう主ず」

「お…おに、おにいちゃんいっちゃった……ぼくもいっしょにいくっていったのに……っ」

「転んで置いてかれちまったのか」

「ぼく、まってっていったのに、じゃまだって……」

　男の子はしゃくり上げながら云ったあと、再び泣き出してしまう。どうやら、怪け我がが痛くて泣いているわけではなく、兄に置いてきぼりにされたことが悲しいようだ。

「手当をしたらまた遊びに行けるんだから泣くな。ほら、膝ひざ小こ僧ぞう見せてみろ」

　優やさしく話しかけられてだんだんと落ち着いてきたのか、男の子の涙なみだは引っ込んできた。鼻を啜すすりながら、逆に訊たずねてくる。

「おじちゃんたち、だぁれ？　しらないひととはなしちゃダメって、ママがいってた」

　ませた口調に笑いを誘さそわれた。このご時世、外で何があるかわからない。母親が常にそう云い聞かせているのだろう。

「おじさんはお医者さんだから、怪我してるやつがいたら診しん察さつしないといけないんだよ」

「そうなの？」

　男の子が大きな瞳ひとみで見上げて、上総にも問いかけてくる。ここで駄だ々だを捏こねられるわけにはいかないと思い、咄とつ嗟さに笑えみを浮うかべて松前の言葉に同意した。

「そ、そう！　そういう決まりなんだ」

「わかった」

　二人の言葉を信じ、男の子はこくりと頷く。

　松前は男の子が伸のばした足に触ふれ、ゆっくりと曲げたり伸ばしたりしながら怪我の具合を診みる。上総ははらはらしながら、その様子を見守った。

（何ともなければいいけど）

　心の中で祈いのっていると、松前はポケットから出したハンカチを手早く男の子の膝に巻いた。

「血は出てるが、大したことはないみたいだな。骨にも異常はなさそうだ。坊主、どこか痛いところはあるか？」

「ううん、男だからいたくない」

「そうか、偉えらいな」

　松前はがしがしと大きな手で、男の子の頭を撫なでる。褒ほめられた男の子は、誇ほこらしそうな表情を浮かべた。

「いま、家にお母さんはいるのか？」

「ママのこと？　うん、さっきおせんたくしてた」

「どっちだ？　おじさんが家まで運んでいってやろう」

「うわあっ」

　松前はその子を抱かかえ上げ、自分の肩かたにひょいと乗せてしまった。突とつ然ぜんの行動に、上総もビックリしてしまう。

「すごーい、おじちゃんおっきいねえ！　パパの高い高いよりすごいよ!!」

　松前の肩に乗った男の子は、さっきまで泣いていたとは思えないほど上じよう機き嫌げんだ。

「機き嫌げん直ったな。よし、しっかり摑つかまってろよ」

「うん！」

「上総、少し寄り道してもいいか？」

　思い出したかのように伺うかがいを立てられ、上総は小さく噴ふき出した。

「もうしてるじゃないか。いまさら訊きくなよ」

「それもそうか」

「早く送っていってやろう」

　小さな手が指し示すほうへと歩いていく。

　その後ろをついて歩く上総は、松前が子供に親身に接している姿に改めて驚おどろいていた。楽しげに会話を交かわし、すっかり男の子は警けい戒かいを解いている。

　以前、医者には好きでなったわけではなく、誠意もないと自分で云いっていたけれど、そんなふうには決して見えなかった。

　医者は商売だと豪ごう語ごしていたけれど、あれは果たして本心だったのかどうか。松前は松前自身が云っているよりも、医者の仕事や人が好きなのではないだろうか？

「そこがぼくのおうちだよ」

「あの白い壁かべの家か？」

「うん」

　しばらく行くと、すぐ近くに新しめの一いつ軒けん家やがあった。玄げん関かんの前に置いてある三輪車は男の子のものに違いない。

「もう歩けるだろ？　ちょっとママ呼んできてくれるか？」

　肩に乗せていた男の子を下ろすと、弾はじかれたように走り出す。

「わかった！　ママー！」

「おい、走ってまた転ぶなよ」

　危なっかしい様子に二人で苦く笑しようしていると、奥から大人おとなの話し声が聞こえてきた。やがて、庭のほうからやってきた若い母親らしき女性は、上総たちの姿に少し怪け訝げんな顔をする。

「あの、どういったご用件でしょうか…？」

「すぐそこでお子さんが転んで怪我をしていたので、送ってきたんです」

　ヘンな誤解をされてはたまらない。上総はいつもの営業スマイルを浮かべて説明した。

「えっ!?　ちょっとまあくん、そのお膝どうしたの!?」

　母親はいまになって男の子の膝に巻かれたハンカチに気づいたらしい。傷の様子を見ようと、子供の前に屈かがみ込む。

「えっとね、またころんじゃったの」

　その言葉からすると、彼はよく転ぶのだろう。

　ぐっと唇くちびるを引き結び、怒おこられるのを覚かく悟ごしているような表情になる。

「念のため診させていただきましたが、擦り傷きずだけのようですから、よく水で洗い流して消毒するだけで大だい丈じよう夫ぶです。絆ばん創そう膏こうを貼はっておけばすぐに治りますよ」

「失礼ですけど、どういった…？」

　母親は松前の言葉に不思議そうな顔をした。見知らぬ人間にいきなり怪我の説明をされては驚いて当然だ。

「ああ、私は医師をしているんです。身元が気になるようなら、ここに問い合わせて下さい。それと、そのハンカチは止血のために巻いたんですが、もう出血は止まっているでしょう。気になるようなら、かかりつけの病院に行ってみて下さい」

「まぁ、わざわざすみません」

　松前は上総の営業スマイル顔負けの完かん璧ぺきな笑え顔がおで微笑ほほえみかける。若い母親は、傍はたから見てもわかりやすく松前に見み蕩とれていた。

　最初に見せた警戒心など、いまは欠片かけらも残ってないようだった。

（詐さ欺ぎ師しにもなれるな……）

　この笑顔に丁てい寧ねいな語り口をされたら、大たい抵ていの女性はぼうっとなってしまうに違いない。上総は横で見ながら、感心していた。

　そんな中、ぼんやりとする母親のスカートを引っ張って、男の子が嬉うれしそうに報告する。

「ママ、あのね、さっきおじちゃんに高い高いしてもらったの!!」

「え？」

　我に返った母親が目を瞬しばたたく。

「ああ、ここに連れてくるのにちょっと肩に乗せたんですよ」

「おじちゃんね、パパより大きいんだよ」

　嬉き々きとして告げる男の子とは対照的に母親はしきりに恐きよう縮しゆくし、深々と頭を下げた。

「何から何までご迷めい惑わくをおかけして、本当に申し訳ありませんでした」

「通りかかっただけですので、気になさらないで下さい。それより、早く手当をしてあげて下さい」

「あ、はい。あの、でも、何かお礼を……それにこのハンカチも洗ってお返ししないと」

　その場を辞しようとした上総たちを母親が引き止めてくる。

「いえ、私たちは大したことはしてませんので。ハンカチも必要なければ捨てて下さい」

「でも……あっ、まあくん、ちゃんとお礼は云った？」

「えっとね、まだ」

　母親の言葉に、男の子は神しん妙みような顔つきで首を横に振ふった。云いつけを忘れていたことに気づき、バツが悪くなったのだろうか。

「じゃあ、ありがとうって云わなくちゃ」

「おじちゃんありがとう！」

「どういたしまして。じゃあな、今度からは気をつけろよ」

　元気よく礼を云う男の子に、松前は軽く手を上げて踵きびすを返す。去っていく上総たちに、彼は尚なおも続けた。

「うん！　おじちゃんもまた高い高いしてね！」

「おう、また会えたらな」

　親子に別れを告げて元来た道に戻もどると、松前が謝ってきた。

「つき合わせて悪かったな」

「別にいいって。あの子を放っておくわけにいかなかったしな。それに面おも白しろいものも見られたから」

「何が云いたい」

　上総の感想に、松前が眉まゆ根ねを寄せる。そんな松前に、さっき感じた疑問をぶつけてみた。

「あんたさ、医者の仕事とか子供とか好きだろ」

「何だいきなり」

　眉み間けんに刻まれた皺しわがさらに深くなる。

「あのとき、泣き声を無視して行くこともできたのに、あんたはそうしなかった」

　上総には猫ねこの鳴き声くらいにしか聞こえなかったのだ。注意を払はらって、探しに行かなくてはあの子を見つけることはできなかっただろう。

「人として当然だろう」

「それを当然って思えるところが優やさしいんだよ。当たり前のことでも、できなかったり気に留めなかったりする大人はたくさんいる。現に俺は云われるまで気づかなかったしな」

「たまたまだ。ガキの泣き声は聞き慣れてるから、耳に入りやすかったんだろ」

「あと、すごい優しい顔してた。あんな顔、普ふ段だんはしないじゃないか」

　歩きながら、さっき思ったことを本人に伝える。

「いわゆる営業スマイルってやつだ。お前も仕事でするだろう？　この顔で笑えば、誰だって見てくれに騙だまされる」

「そんなことない。これでも人の顔色窺うかがう仕事してんだ。本気の顔か作った顔かくらい、見分けはつく。素す直なおになればいいじゃん、意地張ってないでさ」

「バカなこと云うな。誰が意地張ってるって？」

　あの若い母親に向けていた笑顔は作りものだったかもしれないけれど、少なくとも男の子と話しているときの松前は本当に楽しそうだった。

　曲がりなりにも営業という仕事をしてきたことで、人の表情が本物か作りものか見分けることは得意だと自負している。

　それに、子供は大人が思っている以上に聡さとい。上辺だけで接せられていたのだとしたら、あんなふうに無む邪じや気きに懐なついてはこないはずだ。

「本当に優しい顔してたよ」

「…………」

　自信を持って告げると、松前は急に黙だまり込んでしまった。上総の言葉に怒ったのだろうかと思い、その表情を窺おうとしたら、早足になってずんずんと先に行ってしまう。

「ちょっ、待てよ」

　突とつ然ぜんの変化に戸と惑まどいつつ追いかけた上総は、松前の耳が少し赤くなっていることに気づいた。

（もしかして、照れてる……？）

　照れ隠かくしに怒っているような素そ振ぶりをしていたのだ。

　気づいてしまった事実に、こっちまで恥はずかしくなってしまう。それからしばらく奇き妙みような沈ちん黙もくが続いたけれど、気まずさは少しもなかった。

　むしろ、こんなふうに松前の意外な一面が見られたことが嬉しい。

　松前の背中を追いかけながら、上総はこっそりと微笑みを零こぼしたのだった。










　連れていってもらったフレンチレストランは、松前が云いっていた通り料理は絶品で、用意されていた窓まど際ぎわの席から見える春の花が咲き乱れた庭も素す晴ばらしかった。

　バツが悪そうにしていた松前も、レストランに着く頃ころには普段の調子を取り戻していた。

　照れていたことなど忘れたと云わんばかりの表情がおかしくて、上総はこっそりと笑ってしまった。

　ゆっくりと昼食を摂とったあとも、近くにある神社の境けい内だいに遅おそ咲ざきの桜を見に行ったり、湾わん岸がん道路をドライブしながら水平線に沈しずむ夕ゆう陽ひを見たりと、丸一日遊び倒たおした。

　こうやって、子供のときのように時間をまったく気にすることなく過ごすなんて、何年ぶりのことだろう？

　就職してからは友人と会う機会も減り、休日は日ひ頃ごろの疲つかれを取ったり普段できない家事をしたりと、外に出ること自体が減った。

　出かけたとしても、進行中の仕事のことが頭から離はなれず、そわそわとした気分が抜ぬけないときもある。

　だけど、今日は他ほかの何に気を取られることなく、純じゆん粋すいに楽しんでいた。それは多分、話題も豊富でエスコート慣れした松前のお陰かげだろう。

　ときには腹の立つ軽口のせいで、余計なことを考える暇ひまもなかった。

「ちょっと食べすぎたかも……」

　ドライブの休きゆう憩けいを兼かねて、途と中ちゆうで見つけたレストランで夕食を摂ったのだが、思った以上のボリュームで、食べ終わってみたらお腹なかがぱんぱんになっていた。

　車に戻り、助手席のシートに身を任せた上総は大きく息を吐はく。

「だから残せって云ったんだ。無理に食うから、そうやって苦しくなるんだろう」

　運転席のドアを閉めながら、松前が呆あきれたように返してくる。

「だって、もったいないだろ。あーあ、昔はあのくらいの量、大したことなかったのにな」

　サッカーをしていた頃は一日三食では足りなくて、弁当を一つ多めに持っていっていたというのに。それでも足りないくらいで、帰りがけによく買い食いをしていたものだ。

「そりゃ、学生の頃とは代謝も違ちがうだろ。苦しいなら、シートを倒して寝ねていろ。お前の家に着く頃に起こしてやるから」

「え？　もう帰るのか？」

　松前の言葉に、目を瞬く。時刻は九時を過ぎたばかりだ。このあともどこかに行くか、松前の家へ行くものだとばかり思っていたので驚おどろいてしまったのだ。

　平日のレッスンのときは、会社帰りということもあってか別れるのは日づけが変わる頃だ。それを考えると、いまはまだまだ宵よいの口と云える。

「何だ、帰りたくないのか？」

　答えの代わりに問い返され、はっとした。

（いまの言葉じゃ、まだ一いつ緒しよにいたいと云ったようなもんじゃないか）

　気き恥はずかしさをごまかすために、上総はしどろもどろに云い訳する。

「帰りたくないっていうか、いつもはもっと遅おそくまでかかってるし……」

「だから、別れがたいってことだろ」

「違っ、そういうわけじゃ……っ」

「誘さそい文句はもっとわかりやすいほうがいいと思うが、初心者としては及きゆう第だい点かな」

「違うって！」

　他意があったわけじゃないと説明しようとしたけれど、松前は耳を貸そうとはせず、一方的に訊たずねてくる。

「ここからは別料金になるが、どうする？」

「どうって……」

「この先も教えて欲しいかどうか聞いてるんだよ」

「……っ」

　選せん択たくを迫せまられ、上総はごくりと唾つばを飲み込んだ。

（この先も───）

　この間、片野とのデートで失敗したのは『この先』のことだ。

　いざ、ホテルに行くことになったら緊きん張ちようしてしまい、この手順でいいのか、何かまずいことはしていないかと不安で体がカチコチになってしまった。

「どうするんだ？　上総」

　再度問われ、決意を固める。

「……お願い…します」

「延長は高くつくぞ」

　冗じよう談だんめかした返事のあと、頰ほおを指が滑すべっていく。そっと顎あごを持ち上げられ、吐と息いきごと唇くちびるを奪うばわれた。

「……んっ……」

　海岸での羽根のような口づけとはうって変わり、初めから情熱的だった。目を閉じると、口こう腔こうに舌が入り込んでくる。

　口の中を搔かき回す温あたたかくぬめった感かん触しよくにぞくりと頭の芯しんが痺しびれ、全身が震ふるえた。

「……ん、ぁん……っ」

　搦からめ捕とられた舌を吸い上げられると、腰こしの奥が疼うずく。キスが深くなるにつれて体が熱を孕はらみ、車の中に濡ぬれた音が響ひびき、気持ちが昂こう揚ようしていく。

　レストランの駐ちゆう車しや場でこんなことをするなんてと思う自分もいたけれど、与あたえられる快感に抗あらがうことはできなかった。

「ん……っ、んん、んぅ……」

　自分からも舌を絡め、積極的にキスを貪むさぼった。松前の舌には最後に飲んだエスプレッソの苦味が僅わずかに残っていた。

「……っは……」

　松前は唇を離したあとも上総の髪かみを梳すきながら、名な残ごり惜おしげに啄ついばむようなキスを続ける。

「潮風に当たったから、髪が少しベタついてるな。帰ったら洗ってやろう」

「そのくらい自分でするって」

　前まえ髪がみを指で掬すくわれ、その先にそっと口づけられる。普ふ通つうの男がしたら気き障ざすぎる所作も、松前がすると嫌いや味みなほど似合うのだから不思議だ。

　子供扱あつかいされれば腹も立ちそうなのに、松前が相手だとあまり怒おこる気になれない。甘やかされて心ここ地ちいいと思えるのは、どうしてだろう。

「レッスンの一いつ環かんだ。大人おとなしく、料金ぶん甘やかされておけ」

「……っ、ぁん、んん…ん……っ」

　ガクンとシートの助手席を倒され、再び唇を塞ふさがれる。口腔をますます淫みだらに搔き回され、意識は自おのずと霞かすんでいった。

　松前は上総にのしかかるようにしながら、体をまさぐってくる。キスで興奮した体は腰を撫なで上げられるだけで、ぞくぞくとおののいた。

「ふっ……ぅン、あ……っ」

　服の下に松前の手が入り込んでくる。少しかさついた感触は、上総の肌はだによく馴な染じんでいた。

　首筋を唇が這はい、耳みみ朶たぶを甘あま嚙かみされる。耳の中に舌を差し込まれるとくちゅりという音がすぐそこから聞こえてくる。

「やっ、あ…ぁ……」

　脇わき腹ばらを撫で上げていた指に胸の先の尖とがりを捉とらえられ、ずくりと腰の奥が疼いた。教え込まれたその感覚に、これ以上はまずいと頭の中で理性が警告してくる。

「な、なあ、いつまでしてんだよ。ここ、どこだと思って……」

　ちょっとくらいならと流されかけたけれど、淫らなことに耽ふけるべき場所ではない。だが、松前は上総の心配を笑い飛ばすかのように、喉のど元もとに軽く歯を立ててくる。

「どうせ誰も来ない。来たって気を利きかせてくれるだろ」

「そういう問題じゃ───…っあ」

　微かすかな痛みが走った部分をねっとり舐なめられ、背筋が震えた。松前を押し返そうとしたけれど、与え続けられる愛あい撫ぶに力が入らない。

「んっ、は……っ、待っ……あ、ぁ……んん」

　唇を嬲なぶられながら、変化し始めている足の間をそっと撫でられ、甘い吐息を零こぼす。そこを強く押されると、小さく腰が跳はねた。

　松前はそんな上総の反応に満足そうに笑い、さらに刺し激げきしてくる。

「んぁ…っ、あっ、あ……っ」

　また欲望に流されてしまいそうになった瞬しゆん間かん、車の外から物音がした。

「……っ！」

　レストランに寄るために駐車場に車が入ってきたようだ。やがて聞こえてきたドアを閉める音と楽しげな話し声に、上総は体を強こわ張ばらせる。

　その不安が伝わったのか、松前も動きを止めた。

「……やっぱ、やだ……」

　松前の服をぎゅっと摑つかみ、か細い声で告げる。

　体はもう引き返せない状態だったけれど、こんな場所で続きをするのは嫌いやだ。いくらレッスンをしてくれと頼たのんだのは自分だとしても、耐たえられないことはある。

「上総？」

「───帰りたい」

　自分の家ではなく、松前の部屋へ。

　そんな気持ちを込めて、のしかかる男の顔を見上げた。

「わかった」

　松前は前髪を搔き上げて上総のおでこに口づけると、乱れた服を整えてくれる。

「少しだけ我が慢まんしててくれ」

「……ん」

　上総は唇を嚙かみしめて頷うなずく。ずきずきと疼く熱を体の奥に抱かかえたまま、松前の部屋に辿たどり着くまで一言も発することはできなかった。










　高速道路を飛ばしてくれたお陰かげで、あっという間に松前のマンションに到とう着ちやくした。けれど、体の昂揚を必死にこらえていた上総にとって、それは永遠のように長く感じられた。

「着いたぞ」

「う…うん……」

　声をかけられたけれど、上総は自分からは動けなかった。

　全身が酷ひどく熱くなっていて、神経もささくれ立ったように敏びん感かんになっていた。こんな状じよう況きようで少しでも動いたら、どうなってしまうかわからない。

「車くるま酔よいでもしたか？」

「そうじゃ…ないけど……」

「ほら、来い」

　松前は助手席に回り、上総が降りるのを手伝おうとしてくれる。だけど、腕うでを摑まれて引っ張られた瞬間、張り詰つめた自身がジーンズの硬かたい生き地じに擦こすれ───。

「……っ……」

　びくびくと下腹部が震え、生温かいものでじわりと下着が濡れる。結局、我慢しきれずに達してしまった。

　絶頂の余よ韻いんに震える体を自らの腕で抱だきしめ、訝いぶかしげな視線で見つめる松前から自分を隠かくそうとする。

「上総？」

　恥はずかしさに耐えながら、いつものようにからかわれるのを覚かく悟ごした。だが、松前は何も云わずに上総を車から引っぱり出す。

「なっ……」

「行くぞ」

　松前はたたらを踏ふんだ上総の体を抱えるようにして引き摺ずっていく。エレベーターに乗せられ、部屋に辿り着いたと思ったら、無言でバスルームに連れていかれた。

　そして、松前は薄うす手でのコートを脱ぬぎ捨てると、上総をガラス張りのシャワーブースに押し込んでくる。

「何のつもり───」

「髪を洗ってやるって云っただろ？」

　そう云って、シャワーのコックを勢いよく捻ひねる。上総は服を着たままシャワーを頭から浴びせられた。

「うわ！　何するんだよ!?」

　首からお湯が入り込んできて、あっという間にびしょ濡ぬれになってしまう。

「どうせ朝まで服は着ないんだ。濡れたってかまわないだろう」

「そういう問題じゃ……」

「あとでまとめて洗せん濯たくしといてやるよ。おら、さっさと脱いじまえ」

　濡れそぼったジャケットを脱がされ、下に落とされた。カットソーもすぐにお湯が染しみ、素す肌はだに纏まつわりつく。

　もしかして、下着を汚よごしたことをごまかせるように自分をバスルームに連れてきてくれたのだろうか？　好意的に解かい釈しやくしかけた瞬間、濡れた布地越ごしに胸の尖りを指で押し潰つぶされた。

「んっ……おい、髪、洗うんじゃなかったのかよ……！」

「それは気持ちいいことしたあとでもいいだろう？　乳ち首くびが透すけてる。ここ、もう立ってるぞ」

「あっ……人の話聞いて───あっ…ぁ、ん」

　痛みを感じるほど強く捏こねられ、眉まゆ根ねが寄る。思わず後あと退ずさったけれど、すぐに背中がガラスにぶつかり、逃にげ場を失った。

「あ……ぅ、ん、やっ……」

　押すようにして揉もまれ、またジーンズの中が窮きゆう屈くつになってきた。濡れているせいで、布地が硬くなっているような気がする。

（……くそっ）

　上総は心の中で悪態をつくと、思い切って自分から服を脱ぎ始めた。カットソーを脱ぎ捨て、濡れたジーンズを下着ごと引き下ろす。

　びしょ濡れの衣服を足で蹴けり、シャワーブースの端はしへと追いやった。

「ずいぶんと大だい胆たんになってきたな」

「あんたも脱げよっ」

　揶や揄ゆされたことが気き恥はずかしくて、ぶっきらぼうに云い返す。しかし、松前の切り返しは予想を上回っていた。

「じゃあ、手伝ってくれ」

「…………」

　素す直なおに従うのも癪しやくだったけれど、自分だけ裸はだかなのも恥ずかしい。上半身の服を引き剝はがし、ズボンを脱がすためにしゃがみ込む。

　無造作に引き下ろすと、松前の欲望はすでに熱く漲みなぎっていた。

（うわ……やっぱり、すごい……）

　自分のより大きいことは以前触ふれたときに知っていたけれど、こうして目の前にすると迫はく力りよくが違ちがう。

「どうかしたのか」

　屈かがんだまま固まっていると、苦く笑しよう混じりに問いかけられた。

「えっと……これ、苦しくないのか？」

　同じ男としては、あまりに辛つらそうだ。限界まで張り詰めている昂たかぶりに、思わず見上げて訊きくと、松前は小さく肩かたを竦すくめた。

「それなりにキツイが耐えられなくはない」

「……俺、しようか？」

　いつも、松前にしてもらってばかりだし、たまには自分からも何かしたほうがいいような気がして。だが、松前は上総の申し出を笑い飛ばす。

「別にいい。気を遣つかうな」

「あんたみたいに上う手まくできるとは思わないけど……それとも、俺にされるの嫌か？」

「そんなことはないが……」

「じゃあ、してもかまわないだろ」

　珍めずらしく松前が戸と惑まどいを見せたことに気をよくし、目の前の欲望に手を添そえた。触さわったそれは熱く昂ぶり、ドクドクと激しく脈打っていた。

「……ん……」

「上総……」

　好こう奇き心も背中を押したのかもしれない。奇き妙みような昂こう揚ようを感じながら、屹きつ立りつに舌を這はわせた。思っていたより嫌けん悪お感を覚えずにほっとし、思い切って先せん端たんを口に含ふくんだ。

　松前にされたときのことを思い出して舌を動かすと、小さな呻うめき声が聞こえてきた。

「……っ」

　松前が零こぼした吐と息いきに、上総の体もつられて熱くなる。口こう淫いんをしているのは自分のほうなのに、興奮してくるのは何な故ぜだろう？

　歯を立てないよう気をつけながら松前の昂ぶりを舐なめしゃぶり、喉のどの奥おくまで飲み込んでいく。唇くちびるで表面を擦こすり、体液の浮うく先端を吸い上げた。

「んぅ……く……」

「もういい、無理するな」

「無理なんかしてない、ん、ぅ……」

　反論してから、再度それを口に含む。舌を絡からめるように動かすと、松前は髪かみを摑つかんで軽く引っ張ってきた。

「いいから離せ」

「んん、ん、んん…っ」

　抵てい抗こうし、愛あい撫ぶを続けると、松前は強い口調で名前を呼んでくる。

「上総」

「ンぅ、んぁ……っ、あ…！」

　無理矢理頭を押し返された瞬しゆん間かん、熱いものが顔にかかった。とろりとしたそれは顎あごを伝い落ちていく。　>>>♥

「バカ、だから云ったんだ」

　何が起こったのか把は握あくできず呆ぼう然ぜんとしていると、松前はむっとしたように呟つぶやいた。そして、シャワーのノズルを摑み、上総の顔を洗い流す。

　頰ほおを指で擦られ、ようやく事実に気がついた。

（か…顔にかかっちゃったんだ……）

　かぁっと顔が熱くなり、急に恥ずかしさが込み上げてくる。羞しゆう恥ちで興奮が引き、自分の大胆な行動を思い返すと、またさらに恥ずかしくなってきた。

　松前の体越しに降り注ぐお湯よりも、いまは自分の体のほうが熱くなっているような気がする。ぺたりと座り込んでいると、頭上から独り言のような悪態が聞こえてきた。

「……ったく、お前は」

「へ？───ぅわっ」

　両りよう腕うでを摑まれて強ごう引いんに立ち上がらせられると、向かい合わせのまま抱き寄せられる。

「な…に……？　ひぁ…っ」

　腰こしを抱かれたまま後ろの窄すぼまりを探さぐられたかと思うと、そこへ指を突つき入れられた。予想外の出来事に目を瞠みはる。

　困こん惑わくして固まっている上総の中を、松前は無ぶ遠えん慮りよに搔かき回してきた。

「あ…ぁ…っ、や…め……っ」

　何度か強引に抜ぬき差しされたあと、指を増やされる。

　そのまま強引に内ない壁へきを擦られ、上擦った声が上がった。体内に入り込んだ指が中でばらばらに動く奇妙な感覚に戸惑わされる。

　松前の指が内壁の一部を強く押した瞬間、全身を電流のようなものが駆かけ抜けていった。

「やぁ……っ」

「ここか？　お前のいいところは」

「ああっ、そこ、や……あっあっ、あ……！」

　敏びん感かんなそこを執しつ拗ように弄いじられ、零れ落ちる嬌きよう声せいをこらえることができない。ぐりぐりと刺し激げきされているうちに追い詰つめられ───欲望が爆はぜた。

　絶頂の衝しよう撃げきに、意識と四し肢しが一時的に麻ま痺ひした。だんだんと理性が戻もどってくるに従って、自らの体の反応が信じられなくなってくる。

（噓うそだろ……）

　すでに昂ぶりかけていたとは云いえ、一度も触れられずにイッてしまったことが信じられない。だが、頭の天てつ辺ぺんまで駆け抜けるような快感があったことは紛まぎれもない真実だ。

「おい……これも、レッスンの一いつ環かんなのか……？」

　上総は息も絶え絶えに問う。気け怠だるい体は力が入らず、松前にもたれかかったままだ。

「前ぜん立りつ腺せんマッサージだ。主に風ふう俗ぞくのサービスとして用いられている」

「……ってことは、普ふ通つうの女の子はしないんじゃないのか……？」

　脳のう裏りに浮かんだ疑問を口にすると、松前はしれっと答えた。

「まあ、そうだな」

「なっ…!?」

「でも、気持ちよかっただろ？　さっきのお返しだよ」

　さっきまでむっとした顔をしていたのに、いまは見るからに機き嫌げんがよさそうだ。上総はぼそりと云い返した。

「……仕返しの間ま違ちがいだろ……」

　きっと、ビギナーの上総にイカされたことが悔くやしかったに違ちがいない。

「何だ、お前も云うようになったな。それじゃ、レッスンはレベルアップしても問題なさそうだな」

「は……？」

　上総の考えは当たっていたようだったけれど、口にしたことで墓ぼ穴けつを掘ほってしまったらしい。

「これからは本ほん腰ごし入れて仕込んでやるよ」

「本腰って……これ以上、何かあるのかよ!?」

　上総にしてみたら、いままでの全すべては充じゆう分ぶん刺し激げき的だった。レベルアップしたら、いったいどうなってしまうのだろう。

　困惑する上総に、松前はしゃあしゃあと答える。

「当たり前だろう。いままでは初心者コースだ。覚かく悟ごしろよ」

「ぅあッ!?」

　入れられたままだった指を動かされ、びくんっと背中が撓しなった。抜き差しの動きもだんだんと激しくなっていき、指を突き入れられるたびに腰が震ふるえる。

「や…だ……っ、それ、抜いて……ぁあっ」

「ここは抜いて欲しいなんて云ってない」

「あっあっ、や…そこ、やめ……もっ……」

　お終しまいにして欲しいと云えば云うほど、指を大きく淫みだらに動かされる。搔き回してくる指が増やされ、上総の嬌声も甘さを増した。

　一方的に喘あえがされ続け、場所を寝しん室しつに変えたあとも空が白み始めるまで快感を与あたえ続けられたのだった。
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　上総は人の流れに沿うようにして改札を通り抜けながら、大きな欠伸あくびをする。毎週のことだけれど、月曜日の朝は憂ゆう鬱うつだ。

　またこれから一週間が始まると思うと、うんざりする。

　仕事は好きだしやりがいも感じているけれど、休みの次の日にもっとゆっくり寝ねていたいという欲求を振ふり払はらうのは容易なことではない。

（とくに昨日は上げ膳ぜん据すえ膳だったしなー……）

　土曜日の模も擬ぎデートのあとはずっと松前の家で過ごした。一いつ泊ぱく食事つきのレッスンというところだ。

　朝は大きなふかふかのベッドで惰だ眠みんを貪むさぼり、朝食を兼かねた昼食には中ちゆう華かのデリバリーを取ってもらい、昼過ぎに松前が病院から呼び出されるまではだらだらと二人で過ごした。

　帰りも車で家まで送ってもらったし、快適としか云いようのない時間だった───気き恥はずかしい体のレッスン以外は。

　世間の恋こい人びと同士は普ふ段だん、ああいうふうに過ごしているのだろうか？

　乱れているというか、爛ただれているというか、とにかく思い出すだけで恥はずかしい。

　人ひと肌はだに慣れるための練習のはずなのに、回を重ねれば重ねるほど、身構えてしまう。裸はだかで過ごすことにはちょっと慣れたけれど、体を撫なで回されることに平然とはしていられない。

　どうも、初めの頃ころより神経も過か敏びんになっているような気がするのだ。

（とくに首とか……胸、とか……）

　女の子のように柔やわらかな膨ふくらみがあるわけではないのに、松前は胸のあたりを執拗に探さぐってくる。それまでほとんど意識したことのなかった小さな粒つぶをしつこく弄られているせいで、いまではワイシャツに擦すれたりするだけで感じてしまうこともあるのだ。

（やばい……こんなとこで思い出すなんて……）

　松前の指がどんなふうに動き、舌がどんな感かん触しよくをしていたか、生々しく蘇よみがえってくる。つられるようにして、腰の奥が疼うずき出した。

「おはよう、那波」

「！」

　歩きながら記き憶おくを振り払おうと努めていたそのとき、後ろから背中を叩たたかれた。飛び上がりそうなほど驚おどろいて振り返ると、そこには上司の須藤の顔があった。

「す、須藤さん」

　心臓がバクバクと早はや鐘がねを打っている。朝から卑ひ猥わいなことを考えていた後ろめたさが、驚きを増ぞう幅ふくさせたせいだ。

「悪い、驚かせてしまったか？」

「いえ、おはようございます。今日はずいぶん早いですね」

　須藤はいつも始業時間近くになってから出社する。上総も以前はそうしていたのだが、片野と朝の待ち合わせをするようになってから早起きがくせになってしまったのだ。

（待ち合わせ自体は中止したままだけどさ）

　二に度ど寝ねをすると今度は寝坊しかねない。かといって、家でだらだらしていても落ち着かないため、習慣通り早い時間に出社しているのだ。

「週末にいいアイデアが浮うかんだから、今日の会議に出そうと思ってるんだ。早めに行って、それをまとめようと思ってね」

　そう云いながら、須藤は上総の肩かたに置いていた手を滑すべらせ、腕うでを撫でてくる。

「そ、そうですか」

　シャツの袖そでと腕うで時計の隙すき間まを指先で撫でられ、ざわりと鳥とり肌はだが立った。相手は上司なので大おお袈げ裟さに手を振り払うわけにもいかず、顔を引きつらせながら我が慢まんする。

「須藤さんの案、会議で拝見するの楽しみにしてます」

「楽しみにしてるだけじゃダメだぞ。那波も何か考えてきたんだろうな？」

「一応は。でも、あまりこれといったアイデアが思いつかなくて」

「那波は足で稼かせぐタイプだからな。小売店とも信しん頼らいがあってこそ、キャンペーンを成功させることができる。君のような人間がいなければ、いままでのキャンペーンだって上う手まくいっていたかわからない」

「そんなにおだてても、これ以上残業はできませんよ」

「本心だよ。私は本当に君に期待してるんだ」

「……っ」

　尻しりをさわりと撫でられ、小さく息を吞のんだ。

（この人、やっぱり何かヘンなんだよな……）

　その正体が何なのかははっきりとわからないけれど、須藤と二人きりでいると何となく嫌いやな感じがするのだ。元々スキンシップ過多な人だったけれど、最近はやけに過か剰じようになっているような気がしてならない。

　いまは独り身とは云いえ、以前は結けつ婚こんしていたことを考えると、そっちの気があるわけではないのだろう。変な意図はないとは思うが、こうも頻ひん繁ぱんに体を触さわられると意識してしまう。

　だが、不快感を露あらわにして、職場でぎくしゃくとした関係になるのも嫌だ。結局は自分一人我慢していればすむことだという結論に落ち着いてしまう。

「そういえば、週末でしっかりリフレッシュできたか？　先週はだいぶ疲つかれが溜たまっていたようだからな」

「え、ええ、まあ……」

　歩きながら須藤と距きよ離りを取ろうとするけれど、一歩横にずれると須藤もまた近づいてくる。初めは気のせいかと思っていたけれど、やはり思い過ごしではなさそうだ。

　仕事上では尊敬できるし、時折してくれるアドバイスも的確で話もわかる。揚あげ足ばかり取って仕事の効率を悪くしていた前の部長と比べたら、上司として申し分のない人間だ。

　他ほかの誰からもセクハラじみたことをされたという苦情も聞いたことがない。それなのに、どうして自分にばかりちょっかいを出してくるのだろう？

　困り果てていると、背後から聞き慣れた低い声が聞こえてきた。

「おはよう」

「え？　あっ、お、おはよう…ございます」

　須藤との間に割って入るようにしてきたのは松前だった。朝からこんなところで会うなんて思ってもみなかったため、戸と惑まどってしまう。

　人目を気にして、咄とつ嗟さに言葉を敬語に換えることはできたけれど、驚きは隠かくせなかった。

（でも、助かった……）

　べったりと隣となりを歩いていた須藤との間に入ってくれたお陰かげで、距離を取ることができた。いつ触られるかという不安から解放されて、上総はほっとする。

「こちらは？」

「いま、松前総合病院から派は遣けんされている松前先生です」

「ああ！　あなたがそうでしたか」

　上総の紹しよう介かいに、須藤は急に愛あい想そをよくした。松前がどういう立場の人間か、把は握あくしているのだろう。

「那波とはどこで知り合いに？」

「あっ、あの、この間医務室に行くことがあって、それで……っ」

　松前が答える前に上総がしどろもどろに説明をする。彼女との遣やり取りを見られて、手取り足取り指導してもらうことになったなどと云えるわけがない。

「医務室に？　どこか具合でも悪かったのか？」

「ちょっと頭が痛いときがあったので、薬をもらおうと───」

「その前に会ってるだろう？　お恥はずかしながら、赴ふ任にんしたばかりの頃、社内で迷子になってしまいましてね。そのときに那波くんに案内してもらったんですよ」

　笑え顔がおで同意を求められ、困こん惑わくしながら首を縦に振った。

（何なんだ、その作り話は……）

　怪け訝げんに思ったけれど、話を合わせなければ須藤に怪あやしまれてしまう。松前が何を考えているのかわからなかったけれど、成り行きを見守ることにした。

「先生が迷子？　そんなタイプには全然見えませんね」

「いえ、こう見えて抜ぬけたところがあるんですよ。会社勤めをしたことがないので世間知らずなところがあるので、那波くんのような親切な社員の方に会えて助かりました」

「…………」

　抜けたところがあるどころか抜け目ない性格をしているくせに、と心の中でツッコミを入れる。呆あきれてものも云えないというのは、こういうときに使うのかもしれない。

　松前の爽さわやかな作り笑顔は完かん璧ぺきだ。見事な猫ねこの被かぶりっぷりに感心してしまう。語り口もまるで上総の知らない誰かのようだ。

「そうそう、申し遅おくれました、私は営業部長の須藤と申します。今後、お見知りおきを」

「こちらこそよろしくお願いします」

　松前は差し出された須藤の手を力強く握にぎり返す。にこにことそつなく対応してはいるけれど、目が笑っていない。

「何かありましたら、医務室にいらして下さい。まあ、来ずにすむのが一番ですが、ここの社員の方はみんなハードワークなようですから」

「そうですね、そのうち。それにしても、松前先生に会ったと云ったら、ウチの部署の女子社員に羨うらやましがられるな」

「どうしてです？」

「何、若い子がよく先生の噂うわさをしているんですよ」

「怖こわいな、どんな噂をされてるんでしょうね」

「いやいや、話に聞いていた通りの男前だ。さぞかし、女性にモテるのでは？」

　二人の会話を横で聞きながら歩いていた上総は、ふと気にかかることがあった。大きな歩ほ幅はばで歩くスーツ姿の松前に違い和わ感かんを覚えたのだ。

（いつも、車で会社来てなかったっけ？）

　会社に来ることになっている曜日も、午後からは病院での勤務があることが大半らしい。そのために車で通っていたはずだが、今日はどうしたんだろう。

　首を傾かしげていると、須藤の携けい帯たい電話が鳴った。失礼、と云って彼が電話に出て会話が途と切ぎれたところでこそっと声を潜ひそめて訊たずねてみる。

「なあ、車はどうしたんだ？」

「いまちょっと調子が悪くてね」

　同じように小声で返されたが、疑問は深まるばかりだった。

　昨日はそんな様子はなかったのに、いつ不調になったんだろう？

　気になりはしたけれど、このまま内ない緒しよ話を続けて須藤に松前とプライベートなつき合いがあることをバラしたくはない。

　いまは深く追つい及きゆうしないほうがいいだろう。そう考えていると、松前は意味不明なことを口にした。

「……まったく、お前は本当に俺に色んな感情を経験させるな」

「は？」

「いや、何でもない」

　怪訝な顔で見つめたけれど、松前は口元に笑えみを浮かべるばかりで、その言葉の意味を教えてはくれなかった。

「失礼しました。仕事のメールが入ってしまって」

「いえ、朝から大変ですね」

「先生こそ、病院とウチとをかけ持ちなさってるんでしょう？　ご苦労様です───ん？　またメールかな？」

　松前と須藤の会話を再び遮さえぎったのは、さっきとは違ちがう携帯電話の音だった。松前の言葉の意味を考えてぼんやりしていた上総は、数すう拍はく遅おくれて我に返る。

「す、すみません、俺です！」

　上総が慌あわててポケットから二つ折りの携帯電話を取り出すと、液えき晶しよう画面はメールが一件到とう着ちやくしたことを知らせていた。

　誰からだろうと思いながら受信画面を開いた上総は、小さく声を上げた。

「あ」

　メッセージは片野からだった。この週末は一度もメールをもらっていないから、実に丸三日ぶりだ。その間彼女のことを少しも思い出すことがなかったことに気づき、愕がく然ぜんとする。

（……すっかり忘れてた……）

　彼女からの連れん絡らくもなかったけれど、上総も一度としてメールや電話をしようとは思わなかった。以前は他た愛わいもないメールを散々遣り取りしていたのに。

　片野との交際が上う手まくいくように、松前にレッスンを頼たのんだのに、これでは本末転てん倒とうだ。

「どうかしたのか？」

「いえ、別に」

　動どう揺ようを押し隠し、気を取り直す。後こう悔かいばかりしていても先には進まない。

　片野からのメールは、昼食を一いつ緒しよに食べようと誘さそう内容だった。せっかく向こうから誘われたのだから、この機会にこれまでのレッスンの成果を発揮するべきだ。

　だが、松前にあれこれと教えてもらってはいるけれど、自分が彼女を前にしたときに松前のように振ふる舞まえるかどうか……。

　あんなふうに誰かをエスコートしている自分を想像するのは難しい。

（やっぱり人には適性ってものがあるよなぁ……）

　恥はずかしい台詞せりふも気き障ざな仕草も、上総には到とう底てい似合わないだろう。というか、松前以上に様になる人間はあまりいない気がする。

　師事する相手を間ま違ちがえたかもしれない。松前が目指す目標では、ハードルが高すぎる。

　まずは、この間教えてもらったカフェレストランに連れていってみよう。あそこのランチならきっと喜んでもらえるはずだ。

　張り切って返事を打っていると、今度は松前が声を潜めて訊ねてきた。横からメールの内容を覗のぞき込んでいたらしい。

「行くのか？」

「当たり前だろ」

　何な故ぜそんなことを訊きいてくるのかと思いながら答えると、松前は不ふ機き嫌げんそうに黙だまり込んでしまった。

「…………」

　何が云いいたいのかと視線で問いかけてみたけれど、わざとらしく目を逸そらされてしまう。

　いまの上総ではまだ不安だとでも云いたいのだろうか？　人がせっかくやる気になっているのに、水を差さないでもらいたい。

「どうかしましたか？」

「ああ、すみません、ちょっと考えごとを。担当している患かん者じやについて」

　須藤の問いかけに松前はすぐに表情を取り繕つくろい、微び妙みような態度を取っていたことなどなかったかのように振る舞った。その変わり身の早さには舌を巻く。

（何なんだよ、いったい……）

　時折笑いを交まじえながら会話を交わす二人を横目に見ながら、上総はむっとして黙り込む。

　結局、会社に着くまでの間に松前の不可解な態度のわけを訊くタイミングは得られず、疑問は解消されないままだった。










「ああもうっ、こんなときに遅れるなんて！」

　予定よりも遅おそくなって会社を飛び出した上総は、走りながら悪態をついた。会議が長引いたせいで、昼休みの時間が押してしまったのだ。

　待ち合わせに遅刻ちこくしては、名めい誉よ挽ばん回かいどころではない。

　遅れるとメールを打つ間も惜おしく、全力疾しつ走そうで約束したレストランへと向かう。

　ドアを潜くぐる前に手早く髪かみを直し、ネクタイも締しめ直す。呼吸を落ち着かせて店に入り、奥の席に座っている片野を見つけた。

　片野は短めにした制服のスカートから伸のびたスラリとした細い足を組み、くるくるに巻かれた茶色い髪を指で玩もてあそびながら、もう片方の手で携帯電話を弄いじっている。

　待たせてしまったことで退たい屈くつしてしまったのだろうと思い、足早に近寄った。

「片野！　ごめん、遅くなって」

「那波くん」

　声をかけると、片野は驚おどろいた様子で顔を上げた。組んでいた足を下ろし、携帯電話も閉じて制服のポケットにしまう。

「連絡もできなくてごめん。会議が長引いて」

「ううん、いいの。那波くん、忙いそがしいんだし」

　マスカラで縁ふち取どられた目が大きく開かれ、ピンクのルージュが引かれた唇くちびるが笑みを形作る。だが、普ふ段だんの笑顔とはどことなく違うような気がした。

「お腹なか減っただろ？　もう何か注文した？」

「……ううん、まだ」

　片野の正面に腰こしを下ろしながら訊ねると、片野は緩ゆるく首を横に振った。遅おくれたことは気にしていないと云っていたけれど、片野の表情はぎこちなくなった。

　空腹で機嫌が悪いのだろうかと思い、努めて明るく話しかける。

「どうかした？　何だか気分が悪そうだけど。もしかして、体調悪い？」

　思い詰つめた様子が心配になり、声を落として訊ねてみた。すると、片野はしばらく視線を彷徨さまよわせたあと、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「───違ちがうの」

「じゃあ何？　悩なやみごとでもある？」

「真由ね、今日、那波くんに大事な話があるの」

「大事な話？」

　やはり、何か悩みごとでもあるのかもしれない。居住まいを正して、片野の顔をまっすぐに見つめる。だが、彼女は上総の顔を見ようとはしなかった。

「……私たちもう終わりにしたほうがいいと思うの」

「は……？」

　突とつ然ぜん切り出された別れの言葉に、上総の頭の中は真っ白になる。

（いま、何て……？）

　聞き間違いではないかと思ったが、続けられた言葉はさらに上総にショックを与あたえた。

「この間から考えてたの……那波くんに真由はふさわしくないなって……」

「ちょ、ちょっと待って。片野、何云って───」

　上総はパニックに陥おちいり、待ったをかける。だが、片野は一方的に話し続けた。

「真由、那波くんにわがままばっかり云ってるでしょ？　迷めい惑わくかけてるんじゃないかなって思って」

「迷惑なんて全然！」

「つき合ってって云ったのも真由からだし、那波くん、無理してくれてるでしょう？　那波くんに真由は釣り合わないと思うの」

「そんなことないって！」

　必死に首を横に振ったけれど、上総の言葉は片野の耳には届かなかった。

「いいの、気を遣つかわないで。でも、もう無理なの。ごめんなさい……っ」

　片野は口元を押さえながら席を立つと、踵きびすを返して行ってしまう。

「か、片野!?　あいたっ」

　引き止めようと上総も立ち上がったけれど、テーブルに足をぶつけ、追いかけ損そこねてしまった。痛みをこらえているうちに片野は店から出ていってしまった。

　上総は脱だつ力りよくし、椅い子すに座り直す。予想外の展開に呆ぼう然ぜんとしていると、ウェイターが注文を取りに来た。

「お客様、ご注文はお決まりですか？」

　会議中はお腹が鳴らないようにするのに骨を折ったのに、いまでは食欲があったことすら噓うそのようだ。

　それに振られる現場を見られていたかと思うと、いたたまれなくてたまらなかった。

「あ、あの、すみません、今日はやっぱり帰ります」

　同情的な視線を浴びながらしどろもどろに告げ、上総は慌あわただしく店をあとにした。

　とぼとぼと会社へと戻もどりながら、深々とため息をつく。

（……何がいけなかったんだろう……）

　仕事が忙しくて、片野にかまう時間が少なかったことは云い訳のしようもない。それでも、できる限り彼女が喜んでくれるよう努力をしてきたつもりだ。

　片野だって同じ会社に勤めているのだから、上総の忙しさは許容していてくれたはずだ。あのデートの夜以降、目に見えてそっけなくなるまでは。

　だからこそ、二度と情けない様を晒さらさないよう松前にあれこれ教えてもらっていたというのに、いままでのレッスンの成果を何一つ活いかすこともできなかった。

（そうだ……もうレッスンは必要ないんだよな……）

　その事実に気づいた途と端たん、それまで以上の喪そう失しつ感かんを覚えた。そして、そのことに衝しよう撃げきを受ける。自覚している以上に、松前の存在が自分の中に入り込んでいたようだ。

　松前のレッスンが始まってからは、そっちに夢中になってしまったこともいけなかったのかもしれない。片野が会う時間を減らそうと云ってきたとき、もっと強く反対していればこんなことには───。

（いや、いまさらそんなこと考えたってしょうがない。どっちにしろ、片野にとって俺はいい彼氏になれなかったんだから）

　彼女に対して申し訳ない気持ちを覚えつつも、心のどこかで成り行きを達観している自分もいた。気落ちしていないと云えば噓になるけれど、不思議とあまりショックではないのだ。

　これまで恋こい人びとと別れて落ち込む友人の姿を何人も見てきたが、何故か彼らのように悲観的な気分にはなれない。

　たとえて云うなら、好こう感かん触しよくを得ていた営業先にある日突とつ然ぜん袖そでにされたときと同じ感覚だ。

（やっぱり俺、片野のこと好きになれてなかったのかな……）

　あんなに好意を寄せてくれていたのだから、想おもいを返したい、大事にしたいと思っていた。けれどそれは自己満足にすぎなかったのかもしれない。

　この歳になるまで交際したことがなかったというコンプレックスからの焦あせりもあっただろう。初めて告白されたことに浮うかれ、自分の本当の気持ちが見えていなかったのだとしたら、片野の気持ちが離はなれていった説明もつく。

　片野は、上総が自分のことを好きでつき合っているのではないことを察してしまったに違ちがいない。

「……謝ったほうがいいのかな……」

　結果的に振ふり回してしまったことを謝罪したい。だけど、深追いすることが彼女にとっていいことなのかどうか、上総には判断できなかった。

（そうだ、こういうことこそあいつに相談すりゃいいんだよな）

　もうレッスンは必要なくなってしまったけれど、アドバイスを受けることはできる。

　きっと、松前は今夜の予定がわかったら連れん絡らくをしてくるだろうから、そうしたら、片野のことを相談してみよう。今朝の不可解な態度のわけも訊ききたいし、ちゃんと話をしておきたい。

　そんなふうに考えながら信号待ちをしていると、大通りの向こうに松前の姿を発見した。

「あれ？」

　月曜は午後から病院勤務のはずだ。何な故ぜ、この時間に会社の近くにいるのだろう？

　考えるよりも本人に訊いたほうが早いと思い、信号が青に変わったところで松前に駆かけ寄ろうとした。

　だが、その隣となりに女性がいることに気づいた瞬しゆん間かん、踏ふみ出した足が凍こおりつく。徐じよ々じよに鼓こ動どうが速まり、何故か手の平が汗あせばんできた。

（一いつ緒しよにいるのって、秘書課の子じゃないか？）

　去年入社してきたばかりの社員で、楚そ々そとした美人でスタイルもいいことに加え、会長の孫まご娘むすめでコネ入社という立場から社内ではかなりの有名人だ。

　どういう関係なのか、二人は親しげな様子で連れ立って歩いている。

「……ッ」

　上総は急に心臓に痛みを感じ、服の上から胸を押さえた。刺さすような痛みと締しめつけられるような苦しさに息が詰まる。

　二人の姿から目を離せずにいると、突然けたたましいクラクションの音がした。

「何突つっ立ってんだ！　あぶねぇだろ!!」

「す、すみませんっ」

　気づけば信号は赤に変わり、上総は一人横断歩道の上に取り残されていた。慌てて道路の端はしへと飛び退のくと、足止めを食くらっていた車が苛いら立だった様子で急発進する。

　クラクションの音に驚おどろかされたせいでうるさく鳴り響ひびく鼓動を宥なだめながら、さっき松前たちがいたほうへと目を向けると、二人はもういなくなっていた。

（……何なんだ、これ……）

　胸がざわめいているのは、大きな音に驚いたせいだけではない気がする。信号が変わったことにも気づかずに呆然としていた自分の動どう揺ようぶりにも、上総は困こん惑わくしていた。

　食欲は少しも湧わかないけれど、何か口にしたほうが落ち着くかもしれないと思い、帰り道の途と中ちゆうにあるコーヒーショップで生クリームとキャラメルソースがたっぷりかかったラテを頼たのみ、会社へと戻った。

　自分の席で胸焼けしそうに甘ったるい生クリームを口に運んでいる最中も、思い出すのはさっきの二人の姿だ。

　松前は彼女の歩ほ幅はばに合わせるようにゆっくりとした歩調で歩いていた。傍はたから見たら、誰しも二人がつき合っているものだと思うだろう。

（女は面めん倒どうだとか云いってたくせに───って、どうしてあいつのことばっかり考えてるんだ、俺は！）

　カップの中をストローでぐるぐると搔かき回しながら一人で葛かつ藤とうしていると、外に行っていた女子社員たちが戻ってきた。

「あれ？　那波さん今日は戻り早いですね」

「あ、ああ、うん。報告書、さっさとまとめちゃおうと思ってさ」

　習慣で開いていたパソコンの画面を云い訳に使い、その場をごまかす。女子の間で噂うわさが回るのは早いのはわかっているけれど、自分の口から振られたなどとは云いたくない。

「休み時間まで仕事ですか？　あんまり無理して、体壊こわさないで下さいね」

「ありがとう、気をつけるよ」

　真ま面じ目めな上総の言葉を疑う者は誰一人としておらず、彼女たちはミーティング用のテーブルに集まり、買い込んできたらしいお菓か子しを広げながらお喋しやべりを始めた。

「それにしても、さっきのビックリしたよね～」

「ねー！　でも、二人で食事してたってことは、あの噂本当だったってこと？」

「婚こん約やくしてるってやつ？　本当に決まってるじゃない。医者と秘書課に接点なんてないでしょ。ろくな仕事なんてしてないんだから、ストレスで医務室に行くことなんてあるわけないって」

　聞こえてきた医務室という言葉に、上総はギクリとし、透とう明めいのカップの中を搔き回していた手を止める。どうやら、彼女たちは松前のことを話しているようだ。

（……まただ……）

　わけのわからない息苦しさと心臓の痛みに、震ふるえる指でさっきと同じように胸のあたりをぎゅっと摑つかむ。

「そうだよね～、大病院の御おん曹ぞう司しが企き業ぎようの医務室に派は遣けんされてくること自体おかしいもんね。やっぱ、婚約のお膳ぜん立だてのためだったってことかなぁ？」

　初めて知る事実に、口を挟はさみたくなる衝しよう動どうを必死に抑おさえる。

（ちょっと待て！　あいつが婚約してるなんて、俺は聞いてないぞ!?）

　それなりの時間を松前と一緒に過ごしたけれど、婚約までする深い関係の相手がいるようには到とう底てい見えなかった。

　あれだけ頻ひん繁ぱんに上総と会っていたことを考えると、女と会っている暇ひまはなかったはずだ。

「いいわよねぇ。会長の孫娘だか何だか知らないけど、コネがある人は。就職だけじゃなくて、いい男まで宛あてがってもらえるんだから」

　一人が口にした愚ぐ痴ち混じりの嫌いや味みのような言葉に、彼女たちは揃そろってため息をついているが、上総は体から血の気が引いていくのを感じていた。

「…………」

　落ち着かない気分になり、上総は席を立って化け粧しよう室に駆け込む。洗面台で水道のコックを最大まで捻ひねり、冷たい水で顔を洗った。

　顔を濡ぬらしたまま鏡を見ると、そこにはいままで見たことのないような自分がいた。いまにも泣き出しそうな表情で、顔色は青ざめ、唇くちびるは小刻みに震えている。

　だけど、その理由がわからない。基本的に自分は健康体のはずなのに。

　おかしくなったのは、外で松前の姿を見てからだ。女子社員がしていた噂うわさ話ばなしを聞いているうちに息苦しくなり、貧血に似た症しよう状じようが現れ始めた。

　───何故、松前のことを考えると、こんなに苦しいんだろう。

（俺……片野に振られたばっかだっていうのに……）

　浮うかんでくるのは松前のことばかりだ。松前が誰かと結婚し、自分にしたように口づけ、あの腕うでで抱だきしめるのかと思うと、胸が張り裂さけそうになる。

　それと同時に、何もかもを失ったような虚きよ無む感かんに包まれる。

　いままで感じたことのない感覚に戸と惑まどうばかりだ。失しつ恋れんの痛みがあるとしたら、こういうものなのかもしれない。

「……失恋？」

　脳のう裏りに浮かんできた単語に愕がく然ぜんとする。

（俺はあいつのことが……好き、なのか……？）

　ふとした弾はずみで辿たどり着いた答えは、上総にとって素す直なおに受け入れられるものではなかった。

「噓うそ…だろ……？」

　上総は鏡に向かって問いかけたけれど、そこにいる自分も戸惑った表情を浮かべていた。

　本当に？　と自問してみるけれど、よくわからない。

　何もかもが初めてのことばかりで、比ひ較かく材料がないのだ。

　けれど、一つだけはっきりしていることがある。それは、知らない間に自分の中で松前の存在が途と方ほうもなく大きくなっていたということだ。

　さっき、レストランで片野に別れを告げられたときもショックだったけれど、いまはそのときとは比べものにならないくらい苦しい。

（これが恋こいするってことなんだ……）

　片野とは恋れん愛あいをしていたのではなく、恋人ごっこをしていたのだろう。

　上総がちゃんと片野のことを好きになれなかったのを、片野本人は見み抜ぬいたからこそああして別れを切り出してきたに違いない。

　生まれて初めて告白されたからといって舞まい上がり、その状じよう況きように酔ようばかりで本当に彼女のためになることを考えてあげられなかった。

　いまさら気づいたって、もう遅おそいけれど。

　人を傷つけた罰ばちが当たったのかもしれない。だから、こんな形で本当の恋に気づき、そして失恋も同時に体験することになったのだろう。

「……くそっ」

　じわりと浮かんできた涙なみだの痕こん跡せきを消すために、上総は再び冷水で顔を洗う。だけど、締めつけられるような胸の痛みを一いつ緒しよに消すことはできなかった。










「くそっ、何やってんだ、俺は」

　もう何度目かわからないキーボードのミスタッチに、上総は悪態をつく。

　今日一日は普ふ段だんしないようなミスを連発してしまった。そのせいで残業が長引き、すでに暗くなったフロアにいるのは上総一人だけだった。

　苛いら々いらとしているのは、疲つかれているせいもあるだろう。早く帰って寝ねてしまいたいのは山々だったけれど、報告書と始末書はまだ完成していなかった。

　翌日に持ち越こすことも考えたけれど、明日は外での打ち合わせが入ってしまっている。

　普段の上総ならばすぐに終わらせることができるはずなのに、今日に限って集中できないのは気づいたばかりの自分の気持ちを持て余し、上の空になってばかりいたせいだ。

（もう、あいつのことなんて考えるな）

　何度もそう自分に云い聞かせたけれど、忘れようとすればするほど脳裏から離はなれなくなった。

「次、どんな顔で会えばいいんだよ……」

　いままで通りに振ふる舞うなんて無理だ。だからといって、この気持ちを告げるなんてことはできるわけがない。

　とにかく、松前に片野に振られたことを伝え、レッスンを終わりにしてもらわなければ。

「……そうだ、連れん絡らくしないと……」

　しかし、どうやって？

　顔を合わせてしまうと余計なことまで云ってしまいそうだから、できることなら会いたくない。電話で話すか、それともメールですませるか。

　ポケットから取り出した携けい帯たい電話を見つめながら、考え込む。連絡を取ることに躊躇ためらっていると、握にぎりしめていた携帯電話が突とつ然ぜん鳴り出した。

「うわっ」

　あまりのタイミングの悪さに過か剰じよう反応し、携帯電話を取り落としてしまいそうになる。慌あわてて両手で捕つかまえ、表示されている名前を確かく認にんした。

「噓だろ……」

　すっかり口くち癖ぐせのようになってしまった言葉を呟つぶやく。電話は松前からだった。

　なかなか出ることができなかったけれど、最終的には鳴り続ける携帯電話に根負けした。震える指で通話ボタンを押し、恐おそる恐る耳に近づける。

「も、もしもし」

『やっと出たな。俺だ』

「……っ」

　松前の声を聞いた途と端たん、心臓が大きく跳はねた。不思議と気持ちも昂こう揚ようしてくる。

（どうしよう……俺、本当にこいつが好きなんだ……）

　あれこれと自分に云いい訳をしてはみたけれど、もうごまかすことはできない。認めたくないといくら思っても、胸を支配する甘い痛みがうるさいほどに主張している。

　だけど、松前のことを好きだと認めたところで、この気持ちが報むくわれることは絶対にないだろう。

　松前が自分につき合ってくれていたのはただの気まぐれなのだろうし、告白したところで迷めい惑わくに思われるだけだ。

『いま大だい丈じよう夫ぶか？』

「うん、まあ」

　実際は全然大丈夫ではないが、そう云えば理由を問われてしまう。勘かんのいい松前に気づかれないよう、口先だけでも取り繕つくろう。

『今夜のことだけど、帰りが遅くなりそうだから先に家に行ってろ。鍵かぎは渡わたしてあったよな？』

　じゃあと云って通話を切ってしまいそうになる松前を引き止める。

「あ、あのっ、ちょっと待って！」

『何だ？　いまちょっと忙いそがしいんだ。話ならあとでいいだろ？』

「あー、その……もうレッスンは終わりにして欲しいんだ」

　しばらく躊躇ったあと、思い切って切り出した。

『───は？』

「あんたのお陰かげだよ。彼女と上う手まく行ったんだ。だから、もうレッスンは必要ないってこと。その、いままでありがとな」

　噓をつくのは苦手なはずなのに、自分でも驚おどろくほど滑なめらかに言葉が出てくる。対して松前は、意外にも動どう揺ようした様子だった。

『何を云ってるんだ？　上手くいったなんて噓だろう。いいか、あの女はな───すまん、ちょっと待ってろ』

　松前は誰かに声をかけられたらしく、電話から口を離して話し始めた。何を喋しやべっているのかまでは聞こえないけれど、女性の声が漏もれ聞こえてくる。

　もしかして、昼間一緒にいた秘書課の子と一緒にいるんだろうか？

　このまま、電話を切ってしまおうかと思ったが、話を先延ばしにするほうが憂ゆう鬱うつだ。厄やつ介かいごとは早めに終わらせてしまいたい。

　落ち着かない気持ちで待っていると、急に松前の声が近くなった。

『もしもし？　聞こえてるか？　電話じゃ埒らちが明かないから、会って話そう』

「だから、今日は都合が悪いんだって。いま、彼女を待たせてるんだ」

『今夜じゃなくてもいいから時間を作れ』

「明日からも時間が取れるかどうか……。云わなくてもわかるだろ？　とにかく、そういうことだから！　じゃあな」

　云うだけ云って、一方的に電話を切る。ずきずきと痛む胸をこらえながら、電源も落としてしまった。

「はぁ……」

　ため息をつきながら携帯電話を閉じると、フロアに静けさが戻もどってくる。聞こえてくるのは、パソコンの作動音だけだ。

（俺には恋愛が向かないのかもしれない）

　初めての彼女ができたと思ったら、好きになれずに振られてしまった。心から好きになれたと思ったら、その相手は男で、しかもすでに婚こん約やく者が───。

「やっぱり、俺ってホモだったのかな……」

　デスクで頰ほお杖づえをつきながら、独りごちる。

　だが、ホモだろうがホモじゃなかろうが、いまはもうどうでもいい。いくら考えたって、結果が変わるわけじゃない。

　辛つらい気持ちから逃にげたくて、姿勢を正してパソコンに向き直った。そして、松前を意識の中から無むり理矢理やり振り払はらい、頭を切り換かえる。

　無心になってキーボードを打っていたら、どこからかコンコンと硬いものを叩たたくような音が聞こえてきた。

　はっとして顔を上げると、入り口のところに人ひと影かげがあった。一いつ瞬しゆん、息を吞のんだけれど、それが須藤だとわかり、ほっとする。

「那波、まだ残ってたんだな」

「須藤さん！　先に帰ったんじゃなかったんですか？」

　数時間前、先に退社したはずだが、何故戻ってきたのだろう？

「ちょっと忘れ物をしてね。君こそ、どうしたんだ」

「報告書が終わらなくて。もうあとは見直すだけで終わります」

　何とか最後まで書き終わったけれど、文章には自信がない。もう一度、初めから確認しておかなくては。

「そういえば、今日は集中力に欠けてたな。君にしては珍めずらしい」

「……すみませんでした」

「わかっているならそれでいい。誰だってミスはするんだ。思い悩なやむより、次のことを考えろ」

「はい」

　須藤はそれまで上司の顔で諭さとしていたけれど、上総が神しん妙みような顔で頷うなずくと口調を変えた。

「よし、じゃあこれから飲みに行こう。今日は私の奢おごりだ」

「え、あの、でも、報告書が……」

「そんなもの、明日やればいいだろう。遠えん慮りよしているなら、それは無用だ。こういうときくらい上司面づらさせてくれ」

「……それじゃあ……」

　須藤はキャバクラにばかり好んで行くので、正直あまり一いつ緒しよに飲みたい相手ではなかったけれど、もう今日は飲んでいないとやっていられない気分だった。

　手早くファイルを保存し、パソコンの電源を落とすと、早くと急せかす須藤を追いかけた。

「そういえば、忘れ物はどうしたんですか？」

　乗り込んだエレベーターが一階に到とう着ちやくしたとき、ふと思い出す。須藤は忘れ物を取りにフロアに戻ってきたのではなかったのか。

「ああ、また忘れたな」

「取りに戻りますか？」

「いや、明日でかまわん。それより、早く行こう。夜はそう長くはないからな」

　須藤は上総の腰こしに手を回し、先を急がせてくる。脇わき腹ばらを摑つかむようにされて不快感を覚えたけれど、いつものことだと思って諦あきらめた。

　酒を飲めば少しは気分も晴れるだろう。半ば自暴自じ棄きな気持ちで大人おとなしくしていると、ちょうど会社を出たところで誰かに名前を呼ばれた。

「上総！」

「なっ……」

　名前を呼ばれたかと思うと、強い力で腕うでを摑まれる。振ふり向くまでもなく、その声が松前のものだということはわかっていたが、驚きは隠かくせなかった。

　松前は上総の体を引き寄せるようにして、無理矢理振り向かせる。走ってきたのか、髪かみは乱れ、息も切れていた。そして何故か、白衣を身に着けたままだ。

「やっぱり、まだ会社にいたんだな」

「何で───」

　上総が困こん惑わくした表情を見せると、乱れた髪を搔かき上げながら、松前はわざとらしい口調で畳たたみかけるように告げてくる。

「約束を忘れてないか？　相談したいことがあると云いっていただろう」

「は？」

　云われたことが理解できない。そんな約束はしていないし、レッスンはもう断ったはずだ。

「どうかしたんですか？　松前先生」

「すみませんが、私のほうが先約なので失礼」

　須藤が間に割って入ってきたけれど、松前は強ごう引いんに上総を引き寄せる。一方的に告げると、大おお股またで歩き出した。

「ちょっ……おい！　どういうつもりなんだよ…っ」

　すぐ後ろにいる須藤には聞こえないように文句を云うが、松前は動じる様子もない。

「話がある」

「俺にはない！」

「いいから来い」

　あまり抵てい抗こうしては須藤に関係を怪あやしまれてしまいかねない。それとも、もうごまかしても遅おそいだろうか。

（あとで何云われるだろ……）

　最後の足あ搔がきのつもりで、引き摺ずられていきながら、上総は苦笑いを浮うかべながら須藤に頭を下げる。

「あのっ、すみません！　今日は失礼しますっ」

「那波!?」

　須藤の声が追いかけてきたけれど、松前の足が止まることはなく、摑まれた腕も離されることはなかった。

「いい加減、離せよっ」

　須藤の姿が見えなくなったところで摑まれた腕を振り払おうとしたけれど、松前の手はびくともしない。

「離はなしたら逃げるだろう」

「逃げねーよ！　ついていきゃいいんだろ！」

　そう怒ど鳴なりつけると少しだけ力が緩ゆるんだけれど、腕を離してはもらえなかった。そして、通りで捕つかまえたタクシーへと押し込まれる。

　松前が自宅のマンションの住所を告げたのを聞き、上総は大きく息を吐ついてシートに体を預けた。

（何なんだよ、いったい……）

　そう問いたかったけれど、横目で窺うかがい見た松前の顔はいつになく不ふ機き嫌げんで怖こわくて、上総はむっつりと黙だまり込むことしかできなかった。










「う、わ……っ」

　松前の自宅に連れていかれたかと思ったら、リビングのソファに放られた。スプリングのお陰かげで痛みはなかったけれど、乱暴な扱あつかいには腹が立つ。

　どうして、自分がこんな目に遭あわなくてはならないのだ。

「何すんだよ！」

　声を荒あららげて文句を云うと、仁に王おう立ちになった松前に低い声で問い返される。

「彼女と上う手まくいったなんて噓うそなんだろ？」

「そ…そんなこと……」

　しどろもどろに返した上総に、松前は無情に告げてくる。

「あの女、俺のところに来て香こう水すいの匂においを振りまいていったぞ。短いスカートで見苦しく足を何度も組み直しながらな」

「片野が？　そんなの噓に決まってる。そんなこと云って、俺を試ためそうとしたって引っかからないぞ」

　自分をからかうための出任せだろうと決めてかかると、松前は証しよう拠こを目の前に突つきつけてくる。

「噓じゃない。先週の金曜と今日。腹痛を訴うつたえていたが、どう見たってあれは仮け病びようだった」

「そんな出任せ云われたって───」

「これはお前の彼女だった女のナンバーじゃないのか？　まったく……どうしたら、あんな安っぽい女に引っかかるんだ」

　差し出されたピンク色のカードは、以前上総がコンパで片野から渡わたされたものと同じものだ。上総はそれを信じられない気持ちで受け取った。

「そんな……噓…だろ……？」

　提示された証拠は、松前の言葉を裏づける。

（昼間、レストランで泣きそうな顔をしていたのは演技だったってこと……？）

　自分は上総に似合わない、迷めい惑わくをかけたくないと辛つらそうにしていたのも全部、噓だったのだろうか。

「都合よく扱われてたってことか……？」

　高い服やカバン、食事ばかりをねだられていたのはなかなか会えない淋さみしさの埋うめ合わせではなく、むしろそれらが目的だったのかもしれない。

　思い当たる節はいくつもある。

　あのデートのあと態度が冷たくなったのは、ホテルでの失態だけが原因なのではなく、思ったように金を出さない上総に見切りをつけたためだったのではないのか？

　すぅっと血の気が引いていき、暗い穴の中に突き落とされたような気分だった。

「本当は云いたくなかったんだ。お前がショックを受けるのはわかっていたからな。けど、お前は無防備すぎる」

「────」

　ため息混じりの言葉は上総の上を虚むなしく通り過ぎていく。

（どこまでも、俺はおめでたかったってことだよな……）

　情けなさすぎて、涙なみだも出てこない。ピンクのカードを見つめながら呆ぼう然ぜんとしていると、苛いら立だったように問いかけられた。

「おい、聞いてるのか？」

「聞いてるよ！　もうわかったから、それ以上云うな！」

　苛立ちのやり場がなく、松前に八つ当たりする。だけど、逆に整然と問い返された。

「本当にわかってるのか？　さっきだって、自分が何をされるところだったか自覚してないだろう？　年下の女に手玉に取られて、上司に狙ねらわれてることも自覚してない。鈍にぶいにもほどがある」

「ちょっと待てよ。いったい、何の話をしてるんだ？」

　云われた言葉の意味がわからず眉まゆ根ねを寄せると、両肩を摑つかまれ忠告される。

「いいか？　もうあの男と二人きりにはなるな。飲みにいくなんて以もつての外だ」

「はあ？　あの人は俺の上司だぞ？　そんなわけのわからない命令なんて聞けるかよ」

「無事でいたけりゃ、俺の云うことを聞け」

「あんたにそんなことを命令されるいわれもないし、権利もないだろ」

「だったら権利があるような関係になるまでだ」

「な……っ!?」

　何な故ぜか怒おこった様子の松前に押し倒たおされ、ソファに体が沈しずむ。摑まれた両手首が痛くて、上総は顔を顰しかめた。　>>>♥

「やめ……っ、離せ！　離せって───んっ…！」

　どんなに暴れても、のしかかる男一人の体重をどかすことはできない。力で敵かなわないぶん、言葉で抗あらがおうとしたけれど、その口も強ごう引いんに塞ふさがれてしまった。

　僅わずかな隙すき間まをこじ開けられ、舌を捩ねじ込まれる。松前の舌は乱暴に口こう腔こうを搔かき回し、深く貪むさぼってきた。

「んん、ん……ぅんっ」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな舌を一思いに嚙かんでやろうかとも思ったけれど、そこまでする勇気はなかなか出てこない。躊躇ためらっているうちに、巧たくみなキスに意識も力も奪うばわれていく。

　ようやく解放されたときには、唇くちびるも口の中もジンジンと痺しびれていた。

「んぁ……っ、はっ……何の、真ま似ね…だよ……ッ」

「お前のその無自覚さがどんなことを招くのか、これから教えてやる」

「勝手なこと云うな！　手ぇ離せよ……っ」

「つ……っ」

　力任せに振ふり払はらった手は松前の頰ほおに当たり、爪つめが皮ひ膚ふを細長く抉えぐる。端たん整せいなその顔は、一いつ瞬しゆんだけ痛みに歪ゆがんだ。

「あ…ごめ……」

「こんな状じよう況きようで謝るなんてどこまでおめでたいんだ」

　松前は呆あきれた眼まな差ざしを向けながら上総のネクタイを引き抜ぬくと、両手を一ひと纏まとめにし、手首の部分で縛しばり上げた。

「いっ…!?」

　強制的に動きを制限され、本能的な恐きよう怖ふが込み上げてくる。

「おい、本気なのか……？」

「冗じよう談だんでこんなことすると思うか？」

　見上げた松前に真顔で返され、上総は絶句する。

「何でこんなこと……」

「何で？　お前を抱だくために決まってるだろう」

　理由ではなく、目的を告げられる。

　松前は縛った手を上総の頭の上で押さえつけ、もう一方の手で体をまさぐってきた。一番上まで留まっていたワイシャツのボタンを外しながら、露あらわにした喉のど元もとに嚙みついてくる。

「あ……っ！」

　首筋、耳の下を吸い上げられるたびに、びく、びく、と体が小さく跳はねた。荒っぽく外されていくワイシャツのボタンはいくつか弾はじけ飛んでいった。

　はだけたシャツの合わせ目から大きな手が差し込まれ、汗あせばみ始めた素す肌はだを撫なで回される。

「や…ぁ……こんなの、やだ……っ」

「感じてるくせに。ここもすいぶん敏びん感かんになったよな」

　松前は低く笑いながら、胸の尖とがりを指で撫でてくる。ぞくりと走った甘い震ふるえは、強く捏こねられることで酷ひどくなった。

　体を触ふれ合わせるとき、松前は決まってそこばかり弄いじる。くすぐったさに似た感覚は直じきに慣れていくものと思っていたら、回を重ねるごとに増していった。

　誰のせいだと反論したかったけれど、放っておかれていたもう一方を口に含ふくまれ、言葉の代わりに吐と息いきが零こぼれる。

「はっ……あ、ぁ……んんっ」

　強く吸い上げられ、ねっとりと舐なめられると、体の中心が熱くなった。休みなく快感を与あたえられ、四し肢しの力が抜けていく。

　押おさえられていた手首にかかる重みがなくなったかと思うと、ベルトを力任せに引き抜かれた。慣れた手つきでウエストを緩ゆるめられ、荒っぽくスラックスを引き下ろされる。

「……っ、や…ッ!?」

　下着まで脱ぬがされ、下か肢しからは全すべて取り去られる。反射的に蹴けり上げようとした足を捉とらえられ、大きく左右に開かされた。

　自らのあられもない格好にカッと顔が熱くなる。

「嫌いやなら何でこんなに硬かたくしてるんだ？」

「あ…っ!?」

　芯しんを持ち始めていた自身をゆっくりと撫で上げられた。それだけで硬こう度どが増し、さらに張り詰つめる。だが、そこへの刺し激げきは続かなかった。

　松前は自分の指を舐めて濡ぬらすと、上総の足の間を探さぐってきた。窄すぼまりを撫でられ、日曜日の記き憶おくが蘇よみがえってくる。

　またあんなふうに強制的にイカされるのかと、体を強こわ張ばらせる。

　だけど、松前の指の動きは違ちがう目的を持っているようだった。キツく締しまった入り口を解ほぐそうとするように揉もんでくる。

「う……く、ぅん、んん……っ」

　徐じよ々じよに柔やわらかくなってきたそこを増やされた指で押し拡ひろげられる。時折、感じやすい場所を指が掠かすめ、そのたびに甘い声が上がった。

「あ……んっ、ぁ…あぅ……っ」

　最早、抵てい抗こうする気も起きず、上総は身を委ゆだねる。

（大人おとなしくしてれば、もうじき終わる……）

　思考を手放そうとしたそのとき、体内から指を引き抜かれた。内ない壁へきが擦すれる感かん触しよくに息を吞のむと同時に、指とは違ちがう何かが宛あてがわれる。

　顔を上げて何をされているのか見ようとした瞬しゆん間かん───。

「い……っ」

　熱くて硬いものに、強引に体の中心を貫つらぬかれた。狭せまい器官は入り込んだ塊かたまりを締めつけるように絡からみつく。

　異物を受け入れるようにはできていない器官を無むり理矢理やり開かされただけでも充じゆう分ぶん苦しいのに、それはさらに奥へと押し入ってきた。

「な…に……ぁあっ！」

　ズン、と一番奥を突つき上げられ、自身が小さく弾けた。松前は零れた体液を指で掬すくい、繫つながり合った部分に塗ぬりつけてくる。

「んんっ」

「ここで全部飲み込んでるのがわかるか？　中がひくついてる」

「ひぁ…っ、あ……ぁんっ」

　やらしい体だよな、と言葉で嬲なぶられながら、摑まれた腰こしを緩く揺ゆすられる。

　もう聞かなくてもわかっていた───自分が松前に犯おかされているのだということは。

（何で、こんな酷いこと……）

　強引な行こう為いを切なく思いながら、心のどこかで喜んでいる自分もいた。どんな理由からかはわからないけれど、好きな相手と体を繫げることができたのだから。

「や、あ…ぁ……あ…っ」

　腰を摑まれ、乱暴に揺さぶられる。中のものが動くたびに、内壁がひきつれて痛んだ。だけど、初めは痛いばかりだったのに、徐々に吐息が甘く掠れていく。

「そんなに締めつけるな。動けないだろう？」

　松前が低く笑うと、その振しん動どうが伝わってくる。全身の神経は自分を犯す男へと向き、痛みも快感も余すことなく拾い上げた。

「ンっ、あ、あ、あ……っ」

　抉るように突いてくる松前の欲望はこれ以上ないほどに張り詰め、力強く脈打ちながら上総の体内を搔き回す。

　傍若無人に穿うがたれ、痛いはずなのに気持ちいい。執しつ拗ように擦こすられているせいで、繫がった場所から溶とけていってしまいそうな錯さつ覚かくに陥おちいるほどだ。

「ぁん、あ、熱い……っ、そこ、溶ける……っ」

「そんなにいいのか？」

「あっあっ、あ！　あぁ……っ」

　ぐりっと角度を変えて突き上げられ、頭の中が真っ白になると同時に欲望を吐はき出していた。飛び散った白はく濁だくが、自分の腹と松前の服を汚よごしている。

「先にイッていいなんて云いってないだろう。初めから後ろだけでイケるなんて才能だな」

「……っ」

　揶や揄ゆされて、全身が羞しゆう恥ちに赤く染まった。隠かくれた欲望を暴あばき立てられることがこんなにも辛つらいことだなんて……。

（どうして、こんなこと───）

　レッスンの中止を申し入れたあとから、松前は怒おこっているようだった。

　片野に都合よく扱あつかわれていた上総に苛いら立だちを覚えているのだとしても、ここまで憤いきどおりをぶつけられる理由がわからない。

（須藤さんのことも気にしてるみたいだし……）

　気が合わないだけで、あそこまで警けい戒かいするよう云ってくるのもおかしい。まだ聞かされてない何かがあるのだろうか？

「こんなときに考えごとなんて余よ裕ゆうだな」

「やぁ…っ、あ、あ…っ」

　体液で濡れた自身を握にぎり込まれ、腰が跳ねた。松前は絡めた指でそれをぬるぬると擦り、先せん端たんの窪くぼみを抉えぐってくる。

「キツくなった。わかるだろう、俺のを締めつけてるのが」

「知らな……あぅ…っ、く、あ……っ」

　足を胸につくほど深く折り曲げられ、抜ぬき差しを深くされる。ギリギリまで引き抜かれた欲望を一息に押し込まれるたびに、自身の先端からは体液が溢あふれた。

「あー…っ、あっ、あっ」

　律動するリズムに合わせて上がる嬌きよう声せいも、快感に溺おぼれる体も、まるで自分のものではないようだった。腰を摑つかんで激しく揺さぶられ、一層高い声が上がる。

　動きが大きくなるにつれて、布地に擦れた皮ひ膚ふがひりついて痛む。上総は涙なみだの張った目で松前を見上げ、懇こん願がんした。

「も、これ、痛い……外して……っ」

　この強きよう烈れつな快感から逃のがれられないなら、せめて僅わずかな自由くらい返して欲しい。

「いいだろう、もう抵抗する気はなさそうだしな。……可か哀わい想そうに、赤くなってる」

　松前は器用に片手で結び目を解くと、赤い跡あとのついた手首に唇くちびるを押し当ててくる。

　誰のせいだと云ってやりたかったけれど、柔らかな感触に甘い震えが走り、言葉を紡つむぐ余裕はなかった。

「……んっ」

　ぎゅっと目を瞑つぶっていると、繫がり合ったままの体を抱だき起こされ、膝ひざを跨またぐような体勢を取らされた。

「あっ……んー…っ」

　自分の重みで体が沈しずみ、より深い場所まで松前の欲望が入ってくる。何度も太いもので擦られた内壁が痛むと同時に、ひくひくと小刻みに痙けい攣れんした。

　四し肢しのおののきに耐たえるため唇を嚙かみしめていると、口づけられる。

「唇を嚙むな。傷がつく」

「ん……っ、はっ…ぁ……」

　舌でなぞられているうちに、唇が緩ゆるんできた。隙すき間まから差し込まれた舌に口こう腔こうを舐なめ回されて、体の強張りも解けていく。

「んぅ……ん、んん……ん！」

　キスに夢中になっていると、ふいに下から突き上げられた。

　衝しよう撃げきは背筋を伝わり、頭の先まで走り抜ける。思わず仰のけ反らせた喉のどを軽く嚙まれ、びくりと肩かたが跳はねた。

「あ…っ、やっ……あっあっ」

　松前は抱きかかえた上総の体を大きく揺する。穿たれたその場所を搔かき回されると、頭の中までめちゃくちゃにされているような感覚に陥った。

　強烈な快感に、上総は摑んだ松前の腕うでに爪つめを立てる。

「ひ、あ…ぁ…っ、あ！」

　終わりのない刺し激げきのせいで、上がる嬌声がいつしか啜すすり泣きに変わる。だけど、一度達した体はなかなか次の絶頂を迎むかえようとはしなかった。

　この責め苦はいつになったら終わるのだろう？　先の見えない感覚が怖こわくなる。

「あ……も、やだ……っ、やめっ……」

「早くやめて欲しかったら、自分で動け。俺をイカせることができたらお終しまいだ」

　どうすればいいのかわからなかったけれど、このまま大人おとなしくしていても仕方ない。上総は松前の肩に摑まり、腰を揺らした。

「ん……っ」

　ちょっと動くだけで腰の奥が疼うずく。一方的に与あたえられるだけでも苦しいのに、自分で快感を味わおうとするにはまだ経験が足りなかった。

「腰を浮うかして、落とすんだ───こうやって」

「あぁあ……っ」

　松前は摑んだ腰を強ごう引いんに持ち上げ、引き下ろす。その動作を繰くり返されるうちに頭も痺しびれ、上総も自分から腰を動かすようになっていった。

　激しい揺さぶりにソファのスプリングが軋きしみ、松前の呼吸も荒あらくなっていく。荒々しくなっていく抽ちゆう挿そうに、上総は松前にしがみついた。

「あっ…あ、ぁ……っ」

　一ひと際きわ強く突つき上げられた瞬しゆん間かん、埋うめ込まれた塊かたまりが大きく脈打ち、それと同時に体の奥に熱い[image: 迸]ほとばしりを感じた。

　上総もその衝撃につられるようにして、高みへと上り詰つめる。

「あ…ぁああ……っ」

　吐と精せいのあともびくびくと痙攣する体を強こわ張ばらせていると、髪かみを梳すかれ、背中を優やさしく撫なで下ろされる。まるで、愛いとおしい相手を慈いつくしむかのように。

　そうされているうちに四肢が弛し緩かんしていき、遠とお退のきかけていた意識も一時的に戻もどってくる。

（……わけわかんねーよ）

　いきなり怒って、人を無むり理矢理やり抱いたと思ったら、そのあとは優しくして───松前が何をしたいのか、上総には理解できない。

　もっとよく考えようとしたけれど、乱れた呼吸を整えているうちに、疲ひ労ろうで眠ねむ気けが込み上げてくる。すでに朦もう朧ろうとしていた意識には、ひとたまりもなかった。

　考えているうちに眠気が深くなり、やがて上総は意識を手放した。
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「……う……？」

　急に眩まぶしさを感じ、眉まゆ根ねを寄せる。まだ微睡まどろみを貪むさぼっていたくて、寝ね返がえりを打つと体中が軋むように痛んだ。

「いっ」

　呻うめくと同時に意識がはっきりする。眩しいと感じたのは、カーテンの隙間から光が差し込んできたせいらしい。

　痛みを堪えながら体を起こしてみると、そこは見慣れた松前の寝しん室しつだった。だが、家主の姿はどこにもなく、耳を澄すましても物音一つ聞こえてはこなかった。

　上総は自分が一人きりだということを知り、次に疑問を覚える。

（……あいつ、どこに行ったんだ？）

　この時間なら、まだ眠ねむっているはずなのに。松前は職しよく業ぎよう柄がらなのか、目覚めもいいけれど時間があればいつまでも寝ねている。

　緊きん急きゆうの呼び出しがあれば、上総も気づいているはずだ。けれど、一度も眠りを妨さまたげられなかったし室内に急いで出かけた様子も見られない。

「……っていうか、いま何時だ!?」

　慌あわててサイドボードにある目覚まし時計を確かく認にんする。出社するにはまだ充じゆう分ぶん時間はあり、ほっとする。だが、それと同時に昨晩の記き憶おくが脳のう裏りに浮かんできた。

　───まるで悪い夢を見ているようだった。

（でも、あれは夢なんかじゃない）

　押さえつけられた体のあちこちが鈍にぶく痛み、あらぬ場所がひりついている。無理を強しいられた体は気け怠だるく、いつもよりも重く感じられた。

　だけど、汗あせの乾かわいたような不快感はない。そのことに気づいて自分の体を見てみると、以前と同じようにパジャマを着せられていた。

　改めて室内を見回すと、ハンガーにかけてある真新しいスーツが目に入る。その胸ポケットのところに何かが挟はさまっているのが見えた。

「何だ…？」

　訝いぶかしく思い、ベッドを降りてスーツに近づく。挟まっていたのは折りたたまれたメモだった。松前の字体で『これを着ていけ』と走り書きしてあった。

「……じゃあ、俺のスーツはどこだよ？」

　寝室を出て家中を探してみたけれど、見つからなかった。考えてみれば、かなり悲ひ惨さんなことになっていただろうから、クリーニングにでも出したのかもしれない。

　深く息を吐はきながらリビングのソファに腰こしを下ろすと、ずきりと体の芯しんが痛んだ。

「いっ……」

　このソファに押しつけられ、自由を奪うばわれて無体なことをされた結果だ。できる限り考えないようにしていたけれど、あんな強烈な記憶を忘れられるわけがない。

（あれって、最後までされたってことだよな……？）

　体を無理矢理こじ開けられたときの痛みは、いまでもはっきり思い出せる。穿うがたれた奥に熱いものが[image: 迸]ったときの感かん触しよく───。

　蘇よみがえってきた生々しい感覚に、上総はかぶりを振ふった。

（どうして、俺にあんなこと……）

　これまでどんなに体を触ふれ合わせても、最後までは絶対にしようとしなかったというのに。

　自分は松前にとって、暇ひま潰つぶしの相手でしかなかったはずだ。

　一いつ緒しよに過ごしているうちに情が出てきたのだとしても、あそこまで激げつ昂こうする理由にはならないだろう。そもそも、自分たちはギブアンドテイクの関係だったはずだ。

　確か、レッスンを中止にして欲しいと上総が云いったことをきっかけに機き嫌げんが悪くなった。だが、思い通りにならなかったからといって怒おこるようなタイプだとは思えない。

　その上、片野の気持ちが上総にはないということがわかっていたのに、レッスンを続けた理由もわからなかった。

（いったい、何が不満なんだ）

　美人の婚こん約やく者もいて、女の子にはしょっちゅう云い寄られていて、地位も金も持っている。松前は自分の思い通りに生きているはずだ。

　いつでも飄ひよう々ひようとしていて本音はあまり見せようとしない男が、あんなふうに激しい感情を露あらわにしたことがいまでも信じがたい。

　だけど、一番釈しやく然ぜんとしないのは、そんな男のことを好きになってしまった自分自身だ。

　強引に抱だかれても嫌けん悪お感一つ覚えることがなかっただけではなく、途と中ちゆうからは拒こばむこともなかった。熱く昂こう揚ようする体は理性をなくし、自分から求めるような真ま似ねまでしてしまった。

「……やめとけよ、あんなの」

　せめて笑い飛ばそうとしてみたけれど、口元は上う手まく動かなかった。

　そんな自分への呟つぶやきは、広い室内に虚むなしく響ひびくばかりだった。










　少しでも気分を変えるためにシャワーを浴び、冷蔵庫の中のものを八つ当たりのように勝手に食べてから会社へと向かった。

　事情を松前に問い質ただしたい気持ちでいっぱいだったけれど、生あい憎にく今日は松前の来る日じゃない。かといって電話もしづらく、結局は仕事で忙ぼう殺さつされることになった。

「はー……」

　ようやく営業回りから戻ってきた上総が自分の席につき、凝こり固まった肩かたと首を回すと、コキコキと音が鳴った。

　昨日の失態を挽ばん回かいすべく精力的に動き回ったけれど、無理を強いられたばかりの体には重労働だったようだ。さすがにもうクタクタだ。

　パソコンを立ち上げてメールを受信していると、お腹なかが力ない音を立てた。

「そういや、昼抜ぬきだっけ……」

　朝は松前の家のものを食べてきたけれど、歩き回ってすっかりエネルギーを使い果たしてしまったらしい。このままでは空腹で倒たおれてしまいそうだ。

　ラウンジに行って、コーヒーとスナック菓が子しで手っ取り早くカロリーを補給しよう。

「ちょっと、休きゆう憩けい行ってきます」

　そう周囲に声をかけて、フロアをあとにした。

　下の階にあるラウンジに行くと、見知った後ろ姿を見かけた。

「……片野……」

　あのくるくるに巻かれた茶色い髪は間ま違ちがいなく彼女だ。きっと、午後の休憩時間なんだろう。

（そうだ、片野と話をしてみよう）

　片野に松前から聞いたことをそれとなく確認してみよう。松前の言葉を疑うつもりはないけれど、偏かたよった情報だけで判断するのはよくない。

　声をかけようとしたけれど、片野は同どう僚りようらしき女子社員と喫きつ煙えんコーナーへと向かう。意外な姿に、上総は思わず隠かくれてしまった。

（あれ？　片野って煙草たばこ吸ってたっけ……？）

　合コンのとき、「煙けむたくて好きじゃないの」と云っていなかっただろうか？

　そっと近寄り、あちらからは見えない位置でコーヒーを買うふりをしながら様子を窺うかがった。

「そういえば真由、那波くんと別れたんだって？」

「……っ」

　もう一人の女子社員から発せられた言葉にドキリとする。コーヒーの紙コップを握にぎり潰つぶさないよう、必死に動どう揺ようを抑おさえ込んだ。

「誰から聞いたの？」

「みんな知ってるって。男がいるときは煙草吸わないから、すぐわかるって」

「思ったより、大したことなかったし。もうちょっと貢みつがせてからにしようかと思ったんだけど、めんどくさくなっちゃって」

　上総の前では見せたことのないような、はすっぱな口調で話し出す片野にぎょっとする。しかも、くわえ煙草はあまり上品とは云いがたい。

　あそこにいるのは、自分の知っている片野なのだろうか？

「またぁ？　結けつ婚こん相手によさそうとか云ってたくせに」

「だって、稼かせぎはいいはずなのに、ケチなんだもん。欲しいバッグも買ってくれなかったし」

　衝しよう撃げき的な言葉に、後頭部を鈍どん器きで殴なぐられたようなショックを覚える。

（……噓うそだろ……）

　あのとき、あんなに喜んでいたのに全部演技だったとでもいうのだろうか。

「あいつ、真ま面じ目めすぎてつまんないし、遊び慣れてないっていうの？　あ、でも、別れるの今日にしとけばよかったかも～」

「何で？」

「昨日別れ話しようと思って呼び出したんだけど、指定されたお店がいい雰ふん囲い気きでメニューもすっごい美お味いしそうだったの！　どうせならあそこで奢おごらせてからにすればよかった！」

　片野は本当に悔くやしそうに云いながら、煙草を燻くゆらせる。

　松前の云っていた忠告は正しかったようだ。

　上総は本当に、いいように手玉に取られていただけだったのだ。発言一つに一喜一いち憂ゆうする自分を見て、面おも白しろがっていたに違ちがいない。

「残念でした。早く次の男見つけて、連れてってもらうのね。真由のことだから、次の目星はつけてるんでしょう？」

「まぁね。いまは医務室の松前先生がいいかなぁって。白衣もカッコいいし、大病院の御おん曹ぞう司しだし！」

　今度は松前の話になり、また心臓が大きく跳はねる。

　松前が云うには、腹が痛いと云いながら散々アピールをして帰ったそうだ。

　上総のことを気にしてか、営業部の女子社員のときのように邪じや険けんには扱あつかわなかったようだから、好印象も当然だろう。

　あの顔で微笑ほほえまれたら、誰だってその気になっても仕方ない。

「でも、あの先生、秘書課の例の子と婚約してるんじゃなかったっけ？」

「あんな胸がデカいだけの女なんかにこのあたしが負けると思う？　でも、しばらくは結婚しなくてもいいかなぁって思って」

「何でよ？　あんなに早く寿ことぶき退社したいって云ってたくせに」

「だって、愛人のほうが美味しくない？　あの先生、お金も持ってそうだし、医者は遊び慣れてるの多いしね～」

「それでまた貢がせてポイ？」

　きゃははと笑い合う様子に怒りも湧わいてこない。気づかれないように窺い見た片野の横顔は、全然知らない人間のようだった。

　どうして、片野の本ほん性しようが見み抜ぬけなかったのだろう？

（これでも、人を見る目には自信あったのにな……）

　判別する能力を持っていたとしても、その目自体が曇くもっていたら何の意味もない。つまりはそういうことだったのだろう。

「浮うかれてたってことだよな……」

　いまなら、それがよくわかる。初めてできた彼女だということに、自分がいつになく舞まい上がっていたことが。

　上総は何とかその場から立ち去ることができたけれど、どうやって自分の席へと戻もどってきたのかわからなかった。










　この日は一日、仕事に忙殺された。何かに夢中になっていれば、余計なことを考えずにすむ。

　問題を先延ばしにしているだけだということはわかっていたけれど、自分一人で解決できるわけでもない。

（……帰りに家に寄ってみるか……）

　顔を合わせることに不安がないわけじゃないけれど、昨日の行こう為いの意味を問とい詰つめなければ、夜もおちおち眠ねむってはいられない。

　責めて詫わびさせたいのではなく、理由を知りたいのだ。

　上総はキーボードを打っていた手を止め、大きな欠伸を嚙かみ殺す。疲ひ労ろうしきった体は、さっきから眠ねむ気けを訴うつたえていた。

「すまないな、つき合わせてしまって」

　マグカップを二つ手にして戻ってきた須藤は、申し訳なさそうに告げる。

「いえ、俺も昨日は足引っ張っちゃったし、手伝わせて欲しいんです」

「そう云いってもらえると助かるよ」

　今日は自分の仕事ではなく、須藤の手助けをするために残業していた。フロアにはもう自分たち以外に残ってはいない。

　昨日、松前が須藤と二人きりになるなと憤いきどおっていたのをちらりと思い出したけれど、すぐに打ち消した。

　あの二人は見るからに相あい性しようが悪そうだったから、松前があんなことを云っていたのもそのせいだろう。

（───けど、珍めずらしいよな。須藤さんが残業するなんて）

　勤務時間内に終わらせているのがほとんどだし、仕事が残っていてもこんなに遅おそくまでいることはないし、自分の仕事を人に任せることもあまりない。

「そうだ、これ冷めないうちに。眠ねむ気け覚ざましに濃こいコーヒーを淹いれてきたよ」

「ありがとうございます」

　渡わたされたコーヒーの入ったマグカップに口をつけた上総は、思わず顔を顰しかめた。

（う……本当に苦い……）

　砂糖は入れてあるようだが、舌の上にざらついた苦味が残る。しかし、せっかく淹れてもらったものだからと無理に飲み続けた。

「そういえば、相談ごとは解決したのか？」

「え？　ええ、もう大だい丈じよう夫ぶです」

　一いつ瞬しゆん、何のことかと思いかけ、昨晩のことを思い出す。松前が上総を連れていくときに、相談をする約束をしていたと噓をついたのだ。

「ちょっと不ふ眠みん気味で。あまり薬に頼たよりたくないんで、どうしたらいいか相談に乗ってもらったんです」

「そうだったのか。私も昇しよう格かくしたばかりのとき、しばらく眠れなくなったよ。不眠で酒に頼るのはよくないからな。昨日は飲みに行かなくて正解だった」

「すみません、せっかく誘さそって下さったのに」

「気にするな。いまこうして、一いつ緒しよに飲んでるしな」

「コーヒーですけどね」

　マグカップを持ち上げてみせたあと、残ったコーヒーを飲み干す。どんなにまずくても、上司に入れさせた飲み物を残すわけにはいかない。

（やっぱり苦い……。これなら、ラウンジにある自じ販はん機きの煮に詰つまったコーヒーのほうがよっぽど美う味まいよな）

　舌に残った苦味を眠気覚ましに常備しているミントのタブレットで消そうと思い、引き出しに手をかけようとした途と端たん、目め眩まいが襲おそう。

「あ…れ……？」

「どうした？」

「やっぱり眠いみたいで……コーヒー飲んだのにおかしいな……」

　さっきまでの眠気とは比べものにならない。視界が揺ゆれ、体もゆらゆらと揺れているような感じがする。どんなに徹てつ夜やが続いたときでさえ、こんなに激しい睡すい魔まに襲われたことはない。

　いくら疲つかれているといっても、こんなふうになるなんて考えられない。

「貧血を起こしているのかもしれない。少し服を緩ゆるめたほうがいいだろうな」

　須藤は上総のネクタイを緩め、シャツのボタンもいくつか外した。少しは楽になるかと思ったけれど、体調は変わりなかった。

　だが、貧血を起こしたときのような不快感はとくになく、ただ意識が朦もう朧ろうとする。

「す…みませ……」

　何な故ぜか、呂ろ律れつも怪あやしくなってきた。椅い子すに座っているのも容易ではなくなり、上総は滑すべり落ちるようにしてずるずると床ゆかにへたり込んだ。

「辛つらいようなら横になりなさい。もう誰もいないんだから、気き兼がねすることはない」

「はい……」

　普ふ段だんならスーツに埃ほこりがつくことを気にするだろうけれど、いまはそうする他ほかなかった。絨じゆう毯たんの上に横たわると、須藤がウエストまで緩めてくる。

　そこまでは親切でしてくれていることだと思っていた。だが、スラックスのファスナーを下ろされ、ワイシャツの裾すそを引き抜ぬかれたあたりで違い和わ感かんを覚えた。

「……何、してるんですか？」

「君はそのまま寝ねていなさい。すぐに気持ちよくなる」

「……っ」

　下着越ごしに股こ間かんを撫なでられ、小さく息を吞のむ。偶ぐう然ぜん触ふれたのではなく、明確な意志を持って触さわってきているようだった。

「須藤さん、何のつもりなんですか!?」

「嫌きらいじゃないだろう？　こうされるのは」

「んっ、やめ…やめて下さい……っ」

「怯おびえる顔も可愛かわいいな。早くその顔をよがらせてやりたいよ」

　口の端はしを持ち上げて笑う須藤の顔には、隠かくされていた本性が浮かんでいた。

（そんな……）

　信しん頼らいしていた上司である須藤がそういう目で自分を見ていたことがショックで青ざめる。松前が上総に忠告していたのはこのことだったのだ。

　どうにかして逃にげようとしたけれど体に力が入らない。床の上をじりじりと後あと退ずさることしかできず、そんな上総を須藤は楽しげに見つめていた。

「体に力が入らないだろう？　耐たい性せいがついていないからよく効くな」

「え」

「この間のは効きが悪かったようだから、今日は違ちがうものにしてみたんだ」

　先日、接待でキャバクラに連れていかれたときにアルコールの回りが早かったのは、須藤が上総のグラスに何かを混ぜたのだろう。多分、薬のようなものを。

　そして、今夜も同じようにされたに違いない。

「君が同類だということはわかってるんだ。自覚するのを待っていたが、このままだとあの男に先を越こされかねないと思ってね」

　どうやら、須藤はずっと上総を狙ねらっていたようだ。ことあるごとに自分を営業の同どう伴はんとして指名し、接待の酒の席に連れ出していたのはそのためだったのだろう。

　好きにされまいと四し肢しを動かし、何とか須藤を突き飛とばした隙すきに転げるようにして逃げ出した。しかし、須藤はすぐに追いついてくる。

「ああ、初めは怖こわいかもしれないが、経験してしまえば自分からして欲しくなる」

「こんなこと、犯罪ですよ…!?」

　呂律の回らない口で訴えたけれど、須藤が胸むな元もとから出したものに息を吞んだ。

「そんなことはわかっている。だから、こういうものも用意してあるんだろう？　だが、君が周囲に訴えたところでどうしようもないだろうな。きっと誰も信じない」

「……何、考えてるんですか……」

「多分、君が想像しているようなことだろうな」

「やめ……っ」

　須藤はデジタルカメラを片手に、ろくに身動きの取れない上総のワイシャツを摑つかんで力任せに引っ張った。

　ボタンホールが破れてワイシャツの合わせが開き、素す肌はだが露あらわになった瞬しゆん間かん、それまで楽しそうにしていた須藤の顔色が変わる。

「───やっぱり、あの男と寝てるのか」

「!?」

　不ふ愉ゆ快かいそうな須藤の言葉に自分の体を見た上総は、自分の肌はだに残った鬱うつ血けつのあとに初めて気づいた。

　手首に残った跡あとのことは知っていたけれど、それ以外のところを確かく認にんする余よ裕ゆうは今朝の上総にはなかった。

「マーキングのつもりか？　下品な男だな」

「……っ、触らないで下さい…！」

　腹部を撫で回され、不快感が込み上げてくる。

「思った通り、感じやすそうだな。私が一から仕込み直してやろう」

「やっ……」

　須藤の手が下腹部へと及およびかけたそのとき、フロアに無機質な電子音が鳴り響ひびいた。その音で須藤が反射的に振ふり返った隙に、何とか立ち上がって逃げようとする。

　這はうようにして出口を目指したけれど、スーツの襟えりを摑まれ引き戻もどされ、再び床に転がされてしまった。

「どこへ行くんだ？　お楽しみはこれからだろう。それとも、広い場所はあまり落ち着かないか？　そうだ、せっかくだから会議ブースでも使おうか」

「な……っ」

　伸のばされた手を振り払はらおうとしたけれど、上う手まく当たらない。それどころか逆に腕うでを取られて無むり理矢理やり立ち上がらされ、引き摺ずるようにして連れていかれる。

　自分では精せい一いつ杯ぱい足搔あがいているつもりでも、須藤には何の効力もなかった。

「離せっ……、やめ……」

　朦朧とする意識は身の危険が迫せまっても、クリアになるどころか霞かすんでいく。きっとこれが薬の効果なんだろう。

　あっという間にパーティションに区切られた会議用のブースに連れ込まれ、突き飛ばすようにして床に投げ出された。

「くっ……」

　肩かたをしたたかにぶつけ、痛みに顔を歪ゆがませる。須藤は、よろよろと起き上がろうとする上総の上に跨またがり、起こしかけた上半身を床に押おしつけてきた。

「い……っ、触るな……っ」

「君みたいに強ごう情じようなのを手て懐なずけるのもまた一興だな」

「ふざけるなっ！」

「心配しなくても、ちゃんと気持ちよくしてやる。まずはあの男の痕こん跡せきを消してやらないと」

「……ッ」

　両りよう腕うでを押さえつけられ、赤い鬱血の浮ういた胸元を舐なめられる。その瞬間、全身に悪お寒かんが走り皮ひ膚ふには鳥とり肌はだが立った。

（あいつの忠告をちゃんと聞いておけばよかった……）

　そんな後こう悔かいが浮かんできたけど、もう遅おそい。上総は悔くやしさに歯は嚙がみし、ぎゅっと目を閉じた。

「上総！」

　何もかも諦あきらめた上総の耳に、松前の声が聞こえた。

　意識がぼやけてきているせいで、都合のいい幻げん聴ちようが聞こえてきたのだろうと思った次の瞬間、何かがぶつかる鈍にぶい音と誰かの呻うめき声が同時に聞こえ、それに続いて金属のぶつかり合う派手な音が耳に届いた。

（何……？）

　恐おそる恐る目を開けてみると、自分にのしかかっていた須藤の姿は消え、代わりに仁に王おう立ちした松前が視界に飛び込んできた。

「う…噓うそ……」

「心配して来てみれば…！　だから、気をつけろと云いったんだ」

「何なんだ、お前は……っ」

　崩くずれたパイプ椅い子すの中から体を起こした須藤は、上総以上に困こん惑わくした様子で松前を見上げている。どうやら、須藤を殴なぐったか蹴けったかして、上総の上から跳はね飛ばしたのは松前だったらしい。

「まあ、こいつの主治医ってとこかな。そいつの体のことはよく知ってるから、俺に任せてもらおうか。それにしても、嫌いやがっている相手にセックスを強要するのは犯罪だってことくらい、あんたも知ってるだろう？」

「バ、バカなことを云うな。何か誤解している。俺は何もしていない。彼の具合が悪そうだったから介かい抱ほうしていただけで……」

「介抱するのに服を脱ぬがせて、跨る必要がどこにある」

　口調は冷静そうに聞こえたけれど、怒いかりを抑おさえ込んでいる様子がありありとわかる。松前がじりじりと近づくと、須藤は顔を引きつらせて云い訳を変えた。

「それはっ……そう！　こいつが先に誘さそってきたから仕方なかったんだ！　私は何も悪くはない」

「だったら、こいつの席にあったマグカップを調べてみようか？　薬物が検出されたら云い逃のがれはできないぞ」

「なっ……」

　言葉に詰つまる須藤に、松前は薬のシートの残ざん骸がいのようなものを見せる。そして、低い声で淡たん々たんと説明をし始める。

「給湯室の前にこれが落ちてた。この薬は主に鎮ちん静せい作用と睡すい眠みん作用を促うながし、筋肉を弛し緩かんさせる。一いつ般ぱん的に不ふ眠みん症しようの治ち療りよう薬だな。心療内科で処方してもらったのか？」

「そ…それが何なんだ……」

「まだ白を切る気か？　処方薬を他人に譲じよう渡とするだけでも犯罪なのに、それを本人に黙だまって飲ませるなんてな。しかも、目的はレイプ。で？　そのカメラは脅きよう迫はく用か？」

「こ、これはその……」　>>>♥

　焦あせるあまり、須藤はろくな云い訳も出てこないらしい。額には汗あせが浮いてきている。視線をうろうろと彷徨さまよわせたあと、何かいいアイデアが思いついたのか、突とつ然ぜん喜色を浮かべた。

「そうだ、いくら欲しいんだ？　未み遂すいなんだから見み逃のがしてくれてもいいだろう？」

　云い逃れできないと悟さとったのか、須藤は懐かい柔じゆうするための甘い言葉を口にする。しかし、松前がそんな誘ゆう惑わくに乗るわけもなく、軽けい蔑べつしたような眼まな差ざしで一いち瞥べつを返した。

「いい加減、見苦しい真ま似ねはするな。強制猥わい褻せつに関しては未遂だから見逃してやる。警察に通報されたくなかったら、早々に辞職願を出すんだな」

「……くそっ」

　須藤は愕がく然ぜんと肩を落としたかに見えたけれど、次の瞬間立ち上がり、松前に飛びかかった。

　追い詰められたがための行動だったようだが、繰くり出した拳こぶしは軽々と避さけられ、逆に足をかけられる。

「うわぁっ」

　前のめりに倒たおれた須藤を、松前は長い足で蹴り飛ばして道を作った。

「邪じや魔まだ。行くぞ、上総」

　松前はへたり込んだままの上総を抱だき上げると、足早にその場を立ち去った。急に体が浮き上がったことに驚おどろき、ジタバタと足を動かしてしまう。

「ちょっ、行くってどこに……」

「こら、暴れるな。落ちないよう、しっかり摑まってろ」

　松前は上総の質問に答えることなく、怒りを漲みなぎらせたまま廊ろう下かを突つき進んでいく。

　会社を出るのかと思いきや、乗り込んだエレベーターは上の階へと上っていった。松前が向かったのは、医務室だった。家に帰るよりも早いと思ったのだろう。

　社員用に設置されたベッドの一つに寝ねかされ、乱れた服を整えられる。松前は上総の髪かみを梳すいて直しながら、そっと訊たずねてきた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「うん、何とか」

　残っている須藤の舌の感かん触しよくは不快だが、彼の手からは届かない場所にいる安心感にほっとしていた。

「……あいつ、放っておいて大丈夫かな」

　写真を撮とられることはなかったけれど、須藤は上総の直属の上司だ。松前に云われたように辞職願を出さなかった場合、明日からも職場で顔をつき合わせて過ごさなくてはならなくなってしまう。

　あんなことをされたあとで、平然と一いつ緒しよに仕事するのは難しい。

「あの手合いは突つけばたくさん埃ほこりが出てくるに決まってる。少なくとも、違い法ほうの薬には手を出してるだろ。知り合いの警察関係者にちくっておくから気にするな」

「でも、さっき警察には云わないって……」

　松前は通報されたくなければ会社を辞やめろと脅おどしていたはずだ。

「あれは今日の件を通報しないって云っただけだ。お前は巻き込みたくなかったからな」

「え……」

「お前は不満かもしれないが、矢や面おもてには立たせたくない」

　あのときに、そこまで考えてくれていたなんて。

　上総としても須藤に襲おそわれたことなど表おもて沙ざ汰たにはしたくない。

　本音を云えば腹立たしいし、法で裁かれて欲しいという気持ちはあるけれど、そうしたら自分も会社にいられなくなってしまいかねない。

　悔しいけれど、それが現実だ。

「心配するな、これでも顔は広いんだ。どんな手を使ってでも、あいつは社会的に抹まつ殺さつしてやるから」

「う、うん」

　声こわ音ねは優やさしいけれど、云っていることは不ふ穏おん極きわまりない。どういう手段で目的を果たすのかは、怖こわくて訊きけなかった。

　代わりにさっき感じた疑問を口にする。

「でも、どうしてあそこに……？」

　松前が来てくれて助かったけれど、あんなにタイミングよく現れるなんて偶ぐう然ぜんにしてもできすぎている。

　初めは都合のいい幻げん覚かくか幻聴なのではないかと、自分を疑ったくらいだ。

「会社の前でお前が出てくるのを待ってたんだ。なかなか出てこないから胸むな騒さわぎがして電話したんだが、何度電話しても繫つながらないのが気になってな」

　電話に出たくないのなら電源を落とすはずなのに、呼び出し音だけは鳴り続けていたことが引っかかったらしい。

「待ってたって、俺を……？」

「電話しても出てもらえなさそうな気がしたからな」

　結局は耐たえきれなくてかけちまったが、と松前はバツが悪そうに告げてくる。

「ごめん、待たせちゃって……」

「俺が勝手に待ってただけだ。それに謝らなければいけないのは、俺のほうだろう？───お前に酷ひどいことをした」

「……っ」

「頭に血が上って、自分を抑えられなかった。本当に悪かった」

　松前はそう云って、上総に頭を下げてきた。

「俺は……」

　自分の気持ちも伝えなければと思うけれど、上う手まく言葉が出てこない。

「軽蔑されてもおかしくないし、許せないならもう顔も見せないようにする。だけど、一つだけ云いうことを聞いてくれ」

「え…？」

「頼たのむから無防備にふらふらするな。どんな相手でも疑おうとしないのはお前の美点かもしれないが、少しは自覚してくれ」

　懇こん願がんするような言葉に、松前が心の底から心配してくれていたのだということが伝わってくる。上総は神しん妙みような面おも持もちで小さく頷うなずいた。

「……気をつける……」

「そうしてくれ……っと、悪い」

　松前は、上総の頭を撫なでかけた手を引っ込める。昨夜のことを気にして、できるだけ触さわらないようにしたほうがいいと思ったのかもしれない。

「ううん。それ、気持ちいい。もっとして」

　ふわふわとした意識が普ふ段だんは云えないようなことを口にさせる。松前も上総の発言に驚いた様子だったけれど、リクエスト通り頭を撫でてくれた。

「あのさ、一つ訊きたかったんだ」

「うん？」

　髪を梳く指の心ここ地ちよさに身を委ゆだねながら、一番気になっていた疑問を口にする。

「何で、昨日あんなことしたんだよ」

「何でって……」

「俺は鈍どんくさくて、あんたから見たら苛いらつくのかもしれない。けど、何であんなに怒おこってたのか、どうしてもわからないんだ」

「は？」

　上総がそう云うと、松前は頭を撫でていた手を止めた。

「あっ、別に責めてるわけじゃないんだ。……俺はあんたに抱いてもらえて嬉うれしかったから。あんたと会えてよかったと思ってる。人を好きになるって気持ちがどんなものか、知ることができたから」

「それは本気で云ってるのか？」

「う、うん」

　松前の信じられないと云わんばかりの表情に狼狽うろたえる。

（何か、ヘンなこと云っちゃったのかな……）

　もしかしたら、また怒おこらせてしまったのかもしれない。自分の気持ちは隠かくしておいたほうがよかっただろうか？

　上総が不安を覚えていると、松前は自分の頭をがしがしと搔かきながら云う。

「あのな、好きだからに決まってるだろう」

「誰を…？」

　云いにくそうに告げられた言葉の意味もすぐには飲み込めず、上総はまた聞き返してしまう。

「俺が、お前をだ。くそ、いい歳してこんなこと云わせるな」

　松前はぶつぶつと文句を云いながら、耳みみ朶たぶを赤く染めている。照れるとその部分が赤くなるようだ。

（俺を……好き……？）

　ようやく、単語の意味を理解することができたけれど、今度は信じられない気持ちでいっぱいになった。

　レッスンを始めた理由は、暇ひま潰つぶしだったはずだ。それがどうして、こういう話になるんだろう？

「あ、あの、でも、婚こん約やく者がいるんじゃ…？」

「それは今朝断ってきた。正式なものじゃなかったし、元々受けるつもりはなかったんだが、てきとうに逃にげてばかりじゃカッコ悪いだろ？　お前相手にいい加減なことしたくない」

「あー…その、ええと……」

「一番初めにちょっと遊んでやろうって思っていたことは否定しない。軽い気持ちで手を出そうとしたことも後こう悔かいしてる。だけど、いつの間にか本気になってた。気がついた頃ころには惹ひかれていて、独どく占せん欲よくまで感じるようになっていたことに自分でも驚おどろいたよ」

「…………」

　松前は事実を述べているだけなのかもしれないが、この上ない殺し文句だ。気き恥はずかしさに言葉も出ない。

「大事にしてやるから、俺のものになれよ」

　告白しているのは松前のはずなのに、妙みように偉えらそうだ。態度の大きさが松前らしくて笑えてくる。

「あんたが俺のものになってくれるならいいけど」

　眠ねむ気けが限界まできていたせいで、本音が零こぼれてしまう。

　自分だけを見ていてくれるのなら、全すべてを捧ささげてもかまわない───そう続けようとしたけれど、遠とお退のく意識には逆らえなかった。

「バカ、とっくにお前のもんだよ」

　苦く笑しよう混じりに告げられた言葉は、上総の耳には届かなかった。










　揺ゆりかごに揺られているような心地よさに身を委ねていた上総の耳に、ちゃぷんと水が跳はねた音のようなものが聞こえてくる。

　どこから聞こえてくるのかと訝いぶかしく思っていたけれど、ゆっくりと目を開いてみて、疑問を訂てい正せいした。

（……何で、風ふ呂ろなんかに入ってるんだ？）

　会社の医務室で意識を手放したところまでは覚えているけれど、その先はまったく記き憶おくにない。ぼんやりとしたまま瞬まばたきを繰くり返し、ここがバスルームだということだけはわかった。

　首を起こして左右を見ていると、ふいにすぐ近くで声がした。

「目ぇ覚ましたか」

「うわっ!?」

　驚きで意識がはっきりとする。振ふり返ると視界いっぱいに松前の顔が飛び込んできた。

「そこまで驚くことないだろう」

「な、何でこんなとこに!?」

「俺が運んだに決まってるだろう。跨またがせてるときは大したことないのに、眠ねむってるとさすがに重いな」

「その比ひ較かくやめろ！　じゃなくて、何で一いつ緒しよに風呂入ってるんだよ!?」

　大人おとなの男が二人で入ってもまだ余よ裕ゆうのあるバスタブだというのに、上総は入にゆう浴よく剤ざいで白く濁にごった湯の中で何な故ぜか松前に後ろ抱だきにされている。

「眠っているやつを一人で風呂になんか入れられないだろう」

「だから、そういう問題じゃなくて！」

　経過が聞きたいのではなく、理由を知りたいのだ。声を荒あららげると、松前はやっと目的を教えてくれる。

「あの男が触ったところをさっさと洗いたかったんだよ。さすがに重かったから、こうするしかなくてな」

　だから、湯船いっぱいに泡あわが浮ういていたのかと納なつ得とくしかけたけれど、いつまでも抱きかかえられている必要はどこにもない。

「わかったから、もう離はなれろよ。何でこんなに広いのに、くっついてなきゃいけないんだ…」

　体を触ふれ合わせたままでいたら、高鳴り始めた鼓こ動どうが伝わってしまいそうだ。すぐに離れたかったけれど、しっかりと腰こしに腕うでを回されていて動けない。

　しかも、背後から唇くちびるを寄せられ、四し肢しが甘く震ふるえてしまう。

「恋こい人びと同士ならこのくらい普ふ通つうだろう」

「こ、恋人って……もう、レッスンは必要ないって……」

「バカ、俺たちは本物の恋人同士になったんじゃないのか？」

「えっと……その……」

　医務室で意識を失う前、自分の気持ちを吐と露ろしてしまったことは覚えている。一応、松前の「好き」という言葉も。

（つき合うとかそういう話はしてない気がするんだけど、別にいいのかな……）

　手順を踏ふまなければいけないという決まりはないだろうけれど、改めて『恋人』という単語を意識すると動どう揺ようしてしまう。

「いまさら照れなくてもいいだろう。さっき、あんな殺し文句を吐はいたくせに」

「殺し文句…？」

　何のことかさっぱりわからない。

　薬で意識が朦もう朧ろうとしていたせいか最後のほうは記憶が曖あい昧まいなのだが、松前の態度から察すると、どうやら恥はずかしいことを云ってしまったようだ。

「覚えてないのか？　俺の言葉も？」

「……わからない」

　記憶を辿たどってみても、松前が婚約を断ってきたというあたりまでしか覚えていない。

「まあ、仕方ないか。薬のせいで最後は意識が朦朧としてたみたいだからな。それに俺はしっかり覚えてるから、別にいい」

「よくないだろ！　俺、何て云いったんだよ」

「気になるなら、自分で思い出せよ」

　思わせぶりな態度を取るばかりで、松前は何も教えてくれない。

「思い出せないから訊きいて───あっ…ん」

　苛いら々いらとしながらさらに追つい及きゆうしようとすると、質問をごまかすかのように足の間をまさぐられた。やわやわと揉もみしだかれ、声が上うわ擦ずる。

「や、あ……こんなとこで……っ」

「こんなところだからするんじゃないのか？」

　松前の指が絡からみついた上総の性器はあっという間に芯しんを持った。お湯の表面が泡で覆おおわれているため見えないけれど、もうすでに硬かたく反り返ってしまっている。

「バカ…っ、ふざけるな……あ、ぁ…っ」

　項うなじにキスを繰り返されながら、根本の膨ふくらみを指で転がすように撫なでられ、握にぎられたものを上下に緩ゆるく擦られる。

　先せん端たんを撫でられると、お湯の中なのにぬるぬるとしたものが溢あふれてきているのがわかった。敏びん感かんなそこばかりを執しつ拗ように弄いじられ、びくんっと体が跳ね、背筋が撓しなる。

「あ……っ、そこ、や……っ」

「お前が起きるまでは我が慢まんしてやってたんだぞ。感謝しろよ」

「恩着せがましく云うな……っ、んっ、んん…っ」

　意識のない自分に手をつけなかったことくらいで、偉そうに云われたくない。

　知らぬ間に裸はだかに剝むかれて体を洗われていたことだけでも充じゆう分ぶん恥はずかしいのに、それ以上何かされていたと云われたら羞しゆう恥ちで死んでしまう。

「可愛かわいげがないな。さっきはあんなに素す直なおだったくせに」

「……んなの、知るか……っ」

　息も絶え絶えになりながら、反論する。

　医務室にいたとき意識が朦朧としていたせいで、本音をぼろぼろ零してしまった気はするけれど、自分に可愛げがあった覚えはこれっぽっちもない。

「体はいつでも素直だけどな」

「バカなこと、云う…な……っ、あ、ん…っ」

　耳の後ろを舐なめ上げられながら、握り込まれた昂たかぶりを一層淫みだらに擦られる。

　上総の体を知り尽つくした松前に本気を出されたら、ひとたまりもない。お湯の浮ふ力りよくが揺りかごのように作用し、与あたえられる快感に抗あらがうことは難しかった。

「あっあっ、や…もう…離し…て…っ」

「出しちまえよ。我慢は体によくない」

「お願い……も…っ、出ちゃ……あ…ぁあ……っ」

　絡みついていた指に力が籠こもり、上総のそれを強く扱しごいてくる。生理的衝しよう動どうを理性でこらえきれるわけもなく、上総はお湯の中で達してしまった。

（……こんなとこでいっちゃうなんて……）

　粗そ相そうをしたような恥ずかしさに俯うつむいて唇を嚙かみしめていると、松前が髪かみに口づけながら訊いてきた。

「まだ起きてられるか？」

「は？」

　意図がはかれず、短く問い返す。

「これにつき合えるかって訊いてんだよ」

「……っ」

　ぐっと腰を引き寄せられ、後ろから押し当てられた松前の分身は凶きよう暴ぼうに猛たけっていた。その大きさに怯ひるむより前に、自分の体が期待に疼うずいてしまったことに上総は気づいてしまった。

　求められる喜びを知ってしまった体は、あのときの熱を覚えている。震えそうになるのを、歯を食い縛しばって堪たえ忍しのぶ。

「無む茶ちやはしない。お前が俺のものになったことを確かく認にんしたいだけだ」

「……っ」

「いますぐ入れたい」

　掠かすれた声で囁ささやかれ、四肢がおののく。いますぐ震いついてしまいたい、はしたない自分を抑おさえ込み、小さな声で答えた。

「い……一回だけなら……」

　まだ素直になりきれず、そう云うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「じゃあ、こっち向いて」

「ん……」

　指示されるがままに向かい合わせの体勢で、松前の膝ひざを跨ぐ。

　顔を見つめられているのがいたたまれなくて目を伏ふせると、唇を塞ふさがれた。啄ついばむようなキスのあと、下した唇くちびるを軽く嚙まれて口を開かされる。

「ンっ……ん、んぅ……」

　そうするのが当たり前と云わんばかりに忍び込んできた舌は歯列をなぞり、上うわ顎あごを舐めてきた。くすぐったさに似た感覚に頭の芯が麻ま痺ひしたようになる。

「はっ…ぁ、んん、ん…っ」

　口の中を搔かき混ぜて、くぐもった声が漏もれる。絡められて吸い上げられた舌先はジンと痺しびれ、背筋が震えた。

　やがて、お互たがいに舌を絡め合い、唇を貪むさぼり合う。松前は吐と息いきを交わらせながら、上総の体を撫で回してくる。

　松前の指は腰こし骨ぼねの上を滑すべり、太ふと腿ももをいやらしく撫でたあと、尻しりの丸みをぎゅっと摑つかんできた。

「……っ、ん…ぅ……」

　やわやわと揉まれ身を捩よじると、今度は足の間の狭は間ざまをなぞられる。

　硬く閉じた窄すぼまりを探さぐり当てられ、一いつ瞬しゆん体を強こわ張ばらせたけれど、強く押し込まれた指先は簡単に上総の中へ入ってきた。

「あ……っ」

　指を突つき入れられた弾はずみに喉のどが仰のけ反り、唇が外れる。それと同時に高い声が上がった。

「ひぁ……っ、あ、あ、あ…っ」

　松前は埋うめ込んだ指で入り口の部分を揉み解ほぐしてくる。お湯に温められていたお陰かげで、すぐに柔やわらかくなった。

　狭せまい器官は奥まですんなりと長い指を飲み込んでいく。深い場所まで異物が入り込む感覚に、上総は眉まゆ根ねを寄せた。

「ん…んん……っ」

「苦しいか？」

「へい…き……ぅん…ぁ……っ」

　ぐるりと指を動かされると、内ない壁へきが擦すれて喉の奥が鳴る。ゆっくりとした抜ぬき差しは、上総に快感ともどかしさをもたらした。

　敏感な場所を指先でぐりぐりと刺し激げきされ、甘ったるい声が断続的に上がる。押し拡ひろげるような動きで搔き回されると、中にお湯が入ってきた。

「あっ、あっあっ、あ…っ」

　繰くり返される抜き差しに、松前は指を二本、三本と増やしていき、上総の中で蠢うごめかせる。ばらばらに動くそれに色んな部分を刺激され、どうしようもなく気持ちがいい。

　快感が深くなるにつれ、体に力が入らなくなっていく。

「…っあ、ぁ…ふ……」

　くたりとなっていく体を支えようと、松前にしがみつく。頭を抱だきしめるようにすると、松前が小さく苦く笑しようした。

「あまりしがみつくな。これじゃろくに動けない」

「だっ…て……、あ、あ…っ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺が支えてる」

　何とか体を起こすと、指の動きを激しくされた。体の奥の熱は限界まで膨れ上がり、上総の中で暴れ回っている。

　だけど、本当に欲しているものは与えてはもらえない。上総は耐たえきれずに腰こしを揺ゆらした。

「ん、あ…っ、も、いいから……っ」

「ん？」

「だから…早く……っ」

　松前は上総が何を云いいたいのかわかっているくせに、わざとらしく惚とぼける。

　恨うらめしげに睨にらみつけると、松前は意地の悪い笑えみを浮うかべて云った。

「何が欲しいか云ってみろよ」

「……っ、そんなの……っ」

「ほら、教えろよ上総」

　昨夜のように深く貫つらぬいて欲しい。指ではなく、もっと確かなもので。

　だけど、どう云えばいいのかわからない。

「だから、あんたの……」

「巽、だ。ほら、云ってみろよ」

「た…つみ……」

　いままでは「あんた」とか「おい」としか呼んでなかったから、改めて名前を口にするのは恥はずかしい。

「もう一度ちゃんと」

「……巽の、が欲しい……」

　羞しゆう恥ちに全身を赤らめながら告げると、松前は満足げに微笑ほほえんだ。腰を摑まれて体を浮かされたあと、後ろの窄まりに熱いものを押し当てられる。

「肩かたに摑まってろ」

「ん……っ」　>>>♥

　圧あつ倒とう的な質量がゆっくりと押し入ってきた。激しい圧あつ迫ぱく感に息が詰つまる。

　粘ねん膜まくを押し拡げながら一番奥まで入り込んできたそれは溶とかされそうに熱く、ドクドクと力強く脈打っていた。

「そんなにキツく締しめるな。これじゃ動けないだろう」

「んっ…あ、あっ、あ！」

　軽く腰を揺すられるだけで吐息が零こぼれる。動いているうちに強張りが緩ゆるみ、体の中で起こる摩ま擦さつは酷ひどくなっていった。

　それと一いつ緒しよに上総の嬌きよう声せいも、甘ったるさを増していく。

「どこがいいのか、自分でもわかるだろう？　好きに動いてみろ」

「やぁ…っ、あ、できな……っ」

「できるはずだ。いまだって腰が揺れてる」

「ぁあっ、あっあ、あー…っ」

　体内を搔き回すような動きに下からの突き上げを加えられ、頭の中が霞かすんでいった。

　激しい動きにばしゃばしゃと水音が派手に立つけれど、上総の意識は快感を追うことで精一杯だった。

「あ…っ、あ、もう、やだ……っ、ヘンになる……っ」

「もっとヘンになっちまえ」

「あぁあ…っ、あ…っあ、溶けちゃ……っ」

　抉えぐるような突き上げは、上総の頭の中もめちゃくちゃにする。

　乱暴になった突き上げに限界まで熱が膨ふくらみ、大きく体を震ふるわせながら白はく濁だくを吐はき出した。その直後、反射的に締めつけた松前の屹きつ立りつも、上総の中で欲望を爆はぜさせる。

「くっ……」

「ん、あ……」

　松前にしがみつき、体の奥が熱いもので満たされる感覚と絶頂の余よ韻いんに浸ひたる。

　快感に指先まで痺れているせいで動けずにいたのに、松前は休ませてはくれなかった。上総の腰を抱かかえ直し、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに穿うがってくる。

「ああっ、待っ……もう、無理……っ」

「俺だって自分を抑えるのは無理だ」

「ひぁ…っ、あ、うそ……っ、無む茶ちやはしないって───ぁんっ、あっあ！」

　松前の言葉は冗じよう談だんなんかではなく、どこまでも本気だったらしい。

　強制的に与あたえられる快感に、再び理性が飛んでいく。悦えつ楽らくに溺おぼれていく中、確かなのはお互いの体の熱さだけだった。
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　上総がまだ火ほ照てる体を持て余しながらベッドに俯うつぶせで横たわっていると、シャワーを浴び終えた松前が缶かんビールを片手に戻もどってきた。

「おかえり」

「何だ、起きてたのか。寝ねてりゃいいのに」

「俺もあとでシャワー浴びる」

　汗あせやその他ほかの体液でベタベタになった体のままで眠ねむる気には到とう底ていなれない。だけど、上総はすぐに起き上がれる状態ではなかった。

　松前とのつき合いは、一応順調にいっている。

　一応というのは、懸け念ねん材料が一つだけあるからだ。

（俺の体が持つかどうかっていう……）

　つき合う前とあとでしていることにあまり変化はなく、相変わらず二人で食事に行ったり、休みが取れれば少し遠くまで出かけることもある。

　唯ゆい一いつ変わったことと云えば、際限なく上総の体を求めてくるようになったことだ。お互たがいに仕事が忙いそがしいため、毎日そう時間が取れるわけではないのだが、ちょっとでも余よ裕ゆうがあるとわかると、有う無むを云わせず寝しん室しつに連れ込まれる。

　普ふ段だんからハードワークな医者の体力に敵かなうわけはなく、大たい抵ていは上総のほうが意識をなくしてしまう。そして、翌日は全身が悲鳴を上げているという始末だ。

（俺だって、それなりに体力には自信があったのに……）

　学生時代の部活動や営業の仕事で足あし腰こしはかなり鍛きたえられているはずだし、歳だって上総のほうが若いはずなのに、何な故ぜか松前には敵わないのだ。

　もしかしたら、仕事や経験がどうこうということではなく、松前自身がむやみにタフなだけなのかもしれない。

「だから、俺が風ふ呂ろに入れてやるって云っただろう」

「絶対に嫌いやだ」

　苦い記き憶おくを思い出し、きっぱりと断りを入れる。

　以前、一緒に風呂に入れられたときは大変だった。バスタブの中で行こう為いに及および、わけがわからなくなるまで抱かれたせいで、あとで湯あたりを起こしてしまった。

　あのときは気分の悪さと快感に溺れきってしまった自分への反省で、酷く頭を痛めたものだ。

「つれないな。風呂場だと声が響ひびいてよく聞こえるのに」

「余計嫌だ……っ」

　この話を続けていたら墓ぼ穴けつを掘ほりかねないと思い、上総はわざとらしく話題を変えた。

「あ、そうだ。あの話、聞いたか？」

「あの話？」

「須藤さんのこと」

　いま、社内で持ちきりなのは、先月退職した須藤の噂うわさ話ばなしだ。医務室には噂好きな女子社員が多く行くため、松前も耳にしているだろう。

「ああ、あいつか。めでたく逮たい捕ほされたようだな」

「めでたくはないと思うけど、やっぱりああいうことしてたんだな……」

　上総が襲おそわれた翌日から須藤は体調不良という理由で会社を休み、有休を消費しきった頃ころ、辞職した。

　上の席が空いたことで順次繰くり上がっていき、上総はつい先日チーフへと昇しよう格かくし、ほんのちょっとだけれど給きゆう与よの額も増えそうだ。

（今回の件でよかったことと云ったら、そのくらいだよな）

　風の噂でライバル会社に転職したと聞いた以降は思い出すこともなかったが、それが再び社員の噂に上るようになったのは覚かく醒せい剤ざい所持で逮捕されたからだ。

　一いつ斉せい検挙されたクラブに居合わせ、所持品からそういったものが見つかったと新聞の小さな記事で知った。

　誰しも信じられないと口にしていたけれど、上総だけは思い当たることが多々あり、青ざめた。以前、接待の席で盛られたのは、その手の薬だったのかもしれない。

　大事には至らずにすんだけれど、いま考えるとそら恐おそろしい。

「云いっただろう？　突つつけば埃ほこりの出る身だって」

　松前はビールを煽あおり、ベッドの縁ふちに腰こしを下ろす。

　当然の報むくいだと云わんばかりの口調に、上総ははっとする。

「……もしかして、あんたが本当に手を回したのか？」

　まさかと思いつつ訊きいてみると、松前は小さく肩を竦すくめてみせた。

「同級生の警察関係者に怪あやしい男がいるってそれとなく云っておいただけだ。目をつけられても、悪いことをしてなけりゃ捕つかまることはないだろ」

「そりゃそうだけど……」

「もう、その話はいいか？　他の男の話は聞きたくない。お前は俺のことだけ考えてればいいんだよ」

「ひゃっ」

　缶ビールで冷えた手で腰のあたりをまさぐられ、ヘンな声が出てしまう。松前の手はさらに下りてきて、俯せに寝ていた上総の尻しりを撫なで回してきた。

「こら、何してるんだ！」

「おしおきだ。余計なことを考える余裕もあるみたいだしな」

「ちょっ…まだする気かよ…っ」

　散々、レッスンだと云って色々な体位を試ためされたあとなのだ。明日は絶対に全身が筋肉痛になるだろう。

　しかし、体力は限界にきているというのに、あっさりと熱を持つ自分の体が恨うらめしい。

「やだって…！　あっ、や……んなとこ触さわるな……っ」

「そんなとこってどこのことだ？」

　わかっているくせにわざとらしく聞き返してくる。

（…っとに性格悪いな！）

　好きなところはたくさんあるけれど、この意地の悪いところだけは直して欲しい。どうしたら、歪ゆがんだ性格を矯きよう正せいさせることができるのだろう。

「どうしてあんたはそうやって俺に恥はずかしいことばっか云わせるんだ…ッ！」

「そのほうが興奮するだろう？　少なくとも俺はする」

「…………」

　開き直られ、呆あきれてものも云えない。抗あらがう気力もなく、ぐったりしていると、また上総の怒いかりを煽るようなことを云ってきた。

「お前だって、どんなふうになってるか云ってやったほうが締しまりがよくなるくせに」

「だから、そういう下品なことを云うな！」

「大人おとなの嗜たしなみだ。次は何を教えて欲しい？」

「もういいッ」

　これ以上教え込まれたら、絶対に壊こわれてしまう。真しん剣けんに断ったけれど、松前が聞く耳を持っているわけがなかった。

「何云ってる。お前の初めては全部俺が教えてやる。覚かく悟ごしとけ」

「……ッ」

　端たん整せいな顔に楽しげな笑え顔がおを浮うかべる松前に、先行きが不安になったことは云うまでもない。







　あとがき







　はじめましてこんにちは、藤崎都です。

　このあとがきを書いているのはまだ初夏の手前といった時期なのですが、すでに夏日と云いっても過言ではない日が続いております。

　いまからこんなに暑いと、夏本番はどうなってしまうんでしょうね……。皆みな様さまも夏バテには気をつけてお過ごし下さい。私も今年こそは健康的に過ごしたいです。




　改めまして、この度たびは『ぜんぶはじめて』をお手に取っていただき、ありがとうございました！　医者×リーマンを書きたくて頭を捻ひねった結果、苦肉の策的に今回の設定に至ったのですが、いかがでしたでしょうか？

　ＯＬ経験がないので、就職活動中の弟に色んな会社の資料を見せてもらったりして、妄もう想そうを膨ふくらませて頑がん張ばってみました───が、残念ながらその妄想は今回の話には活かせなかったので、そのうち形にできればいいなぁと思ってます。

　テーマは一応『オフィスで白衣』でした。白衣に少し緩ゆるめた襟えり元もととかネクタイとか、かなり萌もえると思うんですが、どうでしょうか？

　ストーリーの都合上、生あい憎にく白衣シーンは少なくなってしまったのですが、このトキメキに賛同して下さる方が一人でも多くいて下さると嬉うれしいです。







　それから、この度は桜城やや先生に素す敵てきな挿さし絵えを描えがいていただきました。

　初めて組ませていただきましたが、どのイラストも華はなやかで色っぽくて目の保養です。キャラクターも、イメージ以上にカッコよくて感激しました。本当にありがとうございました！　また、毎度のことながら担当様にも大変お世話になりました。ヘタレのままですみません……。手を焼かせている身で云うのも何ですが、さすがに働きすぎだと思うので、たまにはきちんと休んで欲ほしいです。せめて、日曜日くらいは……。本当にお体大事にして下さい…！




　そして、拙せつ作さくをお手に取って下さいました皆様にも深くお礼申し上げます。最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！　少しでも楽しんでいただけているといいのですが……。

　よろしければ、ご意見ご感想をお聞かせ下さると嬉しいです。







　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇七年五月


藤崎　都　　


















[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥







[image: ]

このシーンはこちら♥
















カバー・口絵・本文イラスト／桜城やや

デザイン／design CREST　須貝美華










ぜんぶはじめて








藤ふじ崎さき　都みやこ





[image: ]





平成27年1月1日　発行





(C) Miyako Fujisaki 2007





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ルビー文庫『ぜんぶはじめて』

平成19年7月1日初版発行

平成20年11月15日5版発行





発行者　堀内大示

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8697（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/logo-ruby.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		CONTENTS



		ぜんぶはじめて



		あとがき



		ギャラリー



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-cid15190.png
s





item/image/cover.jpg





item/image/p117.jpg





item/image/p237.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/p217.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/rubygallery-001.jpg





item/image/p023.jpg





item/image/p067.jpg





item/image/p089.jpg





item/image/p187.jpg





item/image/p147.jpg





